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ま え が ら

師和22 年4目 政統一 が行はnnれ. 締しい函右林ほる芝代横が 

生し たが. 糸求会きの 根ﾡでわるﾡ科ﾡﾡに用ハろn る ﾡ表 は 

旧御用林. u有林のものがそのまま核用されておリ. メﾡﾡ区かち 

ﾡヒよリﾡﾡをうざうでちった。 さヒﾡ本者称の天材供の宝合 

性に フいてのﾡ が高 まっ て天たのて、 本なは ﾡ和2 坪よ月 

「主ﾡ誉種立木材積表刈ﾡ表領」つい でロ和ロ30年9月「主学1 ネ材 TV 浜 

師災裁る呂」を冬め、林ﾡボ験見のﾡ導により巻尽ヌは地別に主ﾡﾡ程のﾡ表の調 

裂に省手し、今日まて 約0程の積振がﾡ製され.その便問が認可さ北ていそ。

休 不ず、ﾡの 協 に よ ・ は nれ てハる調整の方まは主と し < 

部税 3/ 年3日 にき場盛き老かウ法L た「在 木材ﾡ * 初後送 解ﾡを」 

< ば ず、てわれているが、 そ○調を方まるるに一ﾡヒた 

ものにす々ためド外の文ﾡそﾡﾡし マいるが. その-ﾡるこニに様 

枝 し にもので、 材ﾡ表 の調製方法、 4ス積に両係丁る町子に?いての 

文を主体と し てァ* ・ ス、 イギリス ぐ不来さ丸たものるわな 

さらに. Tﾡとして. Jeuana2 ダ Favc.Z基上 に や表合 # た 

x樹ﾡ係の命大 を秋出した,

ﾡ訳がみるとうが. この方面の研恐. 来ﾡの-wとして役に立 

マば辛せくあみ.

系に. いろハろじ指ﾡしていた ざいた 大ぶ刈ﾡ研ﾡ 要下にふ新 

テ ゐ ・

/9823ﾡ

渕ﾡﾡ に 起、
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/、 形ﾡ別ﾡ表の甲に岡係のわる固す

ア oc/2o らタイイ cn シe 勿^ 4 aシム々*o2ィt- 
x ひ-&Aかux Co&どeo

まえゲこ

ﾡ世災式およびスウエーデンで問いっれて い々形領方政かっ -版 

的 感如 に域イ、、、 た 城 限,- 報化させ たﾡり出 条図 と科ﾡ歌の数方 

法にっハては. 着0ﾡ文に 城/鼓 明 し てわる・(2〕この-報

さ e 細り 曲故図 ヒ 材ﾡﾡと、 わる樹ﾡの 林かﾡﾡ 

のx立にaﾡするにあたり、ﾡ表なﾡﾡば次のとおりぐみ々・

) 遵-の工均形状ﾡ が余全休 にﾡ問るS 々かる 小を 確めろた 

めic、 か内 の普木の形状ﾡの交化をべる こと・

2) 各矢件にﾡする形ﾡ表が誰べるよつに、 受地ご継だすべそ林 

4の平均形状高ﾡ決をする方法そ研充すること・

5 ¥教福の Eﾡﾡ内ﾡﾡﾡ名く地上 uよフィート) と条※の

商面径 と0内保をﾡべるこ と ・

旣住の 文 秋专 •ヽ 笈 すカ にえ に. この3っの愛のそれるﾡ? い 

ヶ 、くっムn *が、 <のﾡのﾡえに袋し くろる ニニマ 
\ ・

ﾡLろほ、木 そのものにu石かしのでかって. 杉うぞ 

り に 斜 有 かちので、なな(ヽ い ら. 科*表のﾡに? ハ マ染じ、挙し 

く a杯するつと と+る. この論大には/oンん2ペズ の イ

4 ( Picce,レa ー <シ ) wたな ーゲピバく
( pica 2Aaxc〜 く /ocvく ) ・2do〕, 次Aム 3X ペ
。ノン。 2220つu々 く と ) "必 )フマの <0岡

演 Q 詳如な焼纣的術死 収果が示し マる。 ンァイズ ・タ) は 

ﾡさカ+ダの系書につて、 <っ0向ﾡ色研夫したべ、彼れ 

取果は <n給女0佑スと置ﾡ比ﾡすス<とり〜さない・ その圭 

な和田H. 役 が彫 状南 を のるにただって. 浜りが高亡そ kに 
なよIナ彩感を係ハなへ、ったたわくあろ。 さっにのツが、モミ

の デー タは. ( ずれ のﾡﾡにハても、 S 分下 とラ ても



?ミカ、 したゲって、 の研次方法は、 ど栄的に全く乳ﾡのも 

ワマカった。 9 メ2な L ゲク ・4 は. 

ゲ244cイ3xとら。 州 の イ Aクu。 林分の 形 侍、とみ、卜 ﾡ書 

-っハての研怒で、ﾡ冠桜、 即や ﾡﾡ血低と切ﾡさせたﾡ忍 

度ﾡ0刈ﾡを促素しが. <は. #冠のﾡ的長さと結びつけ 

マげいろ合には. 形状商の椎ﾡにそ分型従を世供する.

形ボをLﾡﾡﾡをにN係のあるぜ区号のﾡ化の武もﾡ偽し研 
天導ﾡは. でろく びuecoっz の歌州アマソにっハて 
Mz 4eg 4) の行っ たちのるあろっ。後はﾡ高におる担 

対的武換受 は 直怪上よつて交化 才なが. 社高の/2今0ノ0表 で ﾡ 

ったﾡ「該及は、 小径タのものそ除ハて、 にニセで力る二とそ 登 

型上 ・ 終Hヌ ﾡ催坂を回ﾡすれば、ﾡ高のﾡい程、 ﾡ皮は 

辱、ねること5発覓した. 級り小さハ政アカマッも. 形袋の 

べさハも より 相対的に 写ハ*はをイつよろにﾡえろ。 4444 
は 樹球おFイ 材故6 決运は、 だしたY高ﾡの'に. 

ﾡ高の o の位 ﾡ0ﾡﾡをもっ ハろ べさ て・る とﾡ条し た。

形ﾡ法を S & の カシにﾡ用 する研ﾡる. & は 

立木の形商は央 f2ス pX メは相対的樹ﾡ下ハっ 

ﾡ定でろが、ﾡ高直後を 二れ70函子0ハアヘり一諾に考 

高すると 減食のﾡﾡ他0得れる二と名測Lた.

ﾡ佐の研ﾡには 形状高. 射成厚、 桜孫に影ざするるﾡの因 
チ を 評価 丁るヒ 型相ﾡ法名 南 小 たも は. かった。

研沢の基とケﾡ 8d。 Qoイ muoん dP -イじcoy 
外茨 Fジだ 一oく

データのか布 み どンビ メ〜と一oて % oa
平均予ボ者の交化におよド寸#令、城血歯畋•跋■友 平均樹 

高のよ っな林セ 子の影緒妙市な決 内区名と胸市 面経 との 

※そﾡべるためには. ﾡえっる色々 な条4をﾡ7す被の分 
にフハマ ﾡ足ののく千杵値そ得る 2ﾡ分 本教につ いズ細り 

を 削 な 仍 喪 がめあ, 各分では 今正確平均ﾡがられるボ小 

ハ本そをヒるよ?にし <、 «そる1げるく n林分かウボ本でヒ 

みこ ヒバ慶ミ し(ヽ。ﾡ委為食は、 杯分0平均形がで、 士/部位 

の ﾡ哉差 L 表のウn た,

静文に 表 してクリ、 この研安る知証された テー 9Kよ は、 

わるね分Wの形状市のﾡ的迷は子均し て* ¥はてっろつ 

ヒが示された. 二れによれば. 土/ﾡ仕のﾡﾡ長がﾡっ丸るの 

には. ス0本 測が 表ぶ、ある. 本数が 30本ヒ 花 ば". 平 均 

4のﾡ迷誤ﾡは ◇から 2ケ2単位に感じ. 4e本卜ﾡしても 

o?/ ¥位に なろだけ マ、ある。しがって. 本※の培に よる満 

受の向上は. その足に委する時向/ﾡ合クものてなけばは?

ハ。

飛は ロ令二大の測にﾡ呉がかか たが. 二大H令、 

象宏友の よ 21回 子n 評価が一 次よ りゅる 小にﾡh でハな。し 

かし、 そ。 主ﾡな林相ヒわけ る形 の変化のﾡﾡを研べる 

然 篋 を握 供し ・ <0よ ク姓ﾡの木の正帝な胸高優とﾡ際の 

ﾡ高ﾡ各とOﾡイをはっさりでせる0と同じく、 のよっは林相 

マー般にﾡる とRわ る子均ﾡ状高そ示すたウに、一次林に 

つハマも、 た公なテータがﾡめウhた.

ス0?2本0測ﾡ他そ 北概 んw Xっみどa L
へ たノイ cﾡ在 している ?4 林分る ﾡしだが、 その 混次 

»合、 林令、立イ也. ﾡﾡ恵はまつチやてある。 3ﾡの象樹和の 

へ ホれか、が工対 してハる 林分でゅ . 書種 マKに ﾡを とっ た,不 

ﾡ形 なもの々ﾡ端なも のを除さ . 総て 0 低坂にﾡ本がウる nたる 

株にしつとそ除ハマ、単木ほも林分ハり媒信造に良は出た」さ 

っヒ. ^イメ& が /QスC2ユズ のト ウヒ. そミ 0二大林の 
Kﾡﾡの研ﾡで標本として刈ﾡした /9本のデータを <の研 

奥に力ロ之た. るﾡﾡづよが、み有型別。 スノ$2本の測天ﾡべ 

ノ表に系し てpる,



/ ﾡ料ﾡ

原有型 Pイ-u&wc イ 4んcd 82awポ.c 計

げ令休 444本 4 本 34? 本 へ ◇/z 本

一次 J 〃, --・- 2 ス $ク7
計 /209 4o/ よク2 ス /『タ

本林令、地位. 疎ﾡ及八ﾡ協が クイ ケ の 林 かに つ、W 曲理

別に ス.う表に示し でみる, 

2ﾡ 令坂ﾡのﾡ本林分の余布

令 以 
シ)

ヘイ メな
Axく

ジ2/ax 令一狼 
(幻

ス.イ
ーCざ

イそ
-イM4cぐ

2 - /?
20 - 2?
3o - 3ラ

o - "
o - 9

4o - イタ 

ク2 - 22 
e -P?
22-?2

/ 
/ 
/

3 
4

2 
2

/

3
3
/

夕 

4 
/ 
/ 
/

ク2 - /cラ
/ノ2 - ク

/22 - /29
/ク - /3ク

円令森

->々休

/

/

3/
7

スふ

/

/

ク

ノ

計 1 2& 2 2

3表 仕牧のﾡ本かの分布

北仙ﾡ 株 料 々 林 大 保

Z4Aイuc wCZMwuce 2akoxA込 Ree S2
o - 3 / — / ーー•

s - 3? 3 — / 2 2
a ク - « 2 2 2

5 - 49 9 ? 2 2 /

o - x み ? 2 6 よ

$ - $? / 4 夕 2 /
o - 4 3 夕 3 2 一

4$-4? / ■--- -・ ー — ・ ・ ・

研 3/ み ク ク /

注 二 ち示の 平均林 どpea 8)。 地位曲 よろ ンed?く )外の掛種の他位 
教は九イん< 場筋か及か、ウク1んをレcく る、クッ、がeパQwz だン で タグ' 

ﾡ高とﾡいた も の) て、永わされている ・

4表 エーコーヨリ 公本なに よ ろ杯木余の今布

エ-ヤ - を 全 共 -*林

り キ 談 ペ3u.cce "あるc 2 欠〃

/2o — — -- . / ---
220 スァ? — ノ — < 2

ッタ? 2 2 3
42ク 夕 3 — —

$oo 一 3 2 --- / ノ

イクク 492 ゲ 2 2 2
ク2o ク" $ / ノ / パ

$2ク ック — 2 / / /
2o2 22? z ズ 一-- —

/o2o ノンクク 4 / / /
ノ20 ・22夕 3 2 3 / —
2220 スククク 2 — / —
2$2 2222 ・・< / / —■ ***
3クco 3222 --- / — ・

20o クク — / — --- --
耕 3/ 2 7 ノク /

渕Iだ値 パ_&aイwuc?tる。ご8aっz
測足り行カナ)H た林分別に、気対独のストリ ンヌはﾡ形株 

比他て、、. 各砕クいざ置径別の本※を記L た, ﾡ分の沿ﾡ、 

反: え、下不下店ﾡ生、 土ﾡ、 然. ﾡ. 他位ﾡち祝ﾡし・

ﾡ 年 木都 に c&Cなnu 式洲 ﾡ 恐を 甲 ハマ、#高 0百分ﾡで表り 

aるそ崇高 ( 〜”2 /Rペンイ んた ) 0世元在ちてなった。 

樹活な、格ﾡの形. 一商平、H形. 決状一にういても記ボした・代 

杯、のなわた休かでは. ﾡとY情ヒ、 テーﾡ問いて、 ﾡ、 

岩ﾡの浜さ を決 ?た。

- 力 似 林の われていい林かるは. 甘ﾡは みレ/ n 式 ﾡ

高務る叫 り、 #高 の百分革ご女りさ る樹忍の浜さは、 eeuクn 
如ﾡ 殺で測定した ・ ﾡ高 はスート 登仕る測っ代。尚木毎にの年 

給ス は u例地 上ス4マート るビろれる み浜催調をマ、 書令そ求めた. 

価経 はは 桜 (株で れたビS ),地上 ス← フィー ト , 附筋. 掛あ の
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/zo, o o シ の政直の 乂 ラム ﾡﾡ"TのWり、曲新 

かつ消当まて、の材鈴の ク。 の位番哲に測つﾡ。伐ﾡでれuかったネ 

た?ハマは. ﾡ市かウ上 ﾡ荷のるの位ﾡメ上のﾡりはみなかった.

は 置径テープマ クeイ>テ系る・ﾡみLった。 百経を測った 

位舌話 に手谷と切相 ヌはスウェ-デ> 式掛計る、ﾡ求号をﾡった,

支 と 円 断に パル プ材 の0利 成 作 茶べ性ウ みnマハろす、/株分で 

内内商経そ ﾡ2れたﾡ幹のの置権測った。 <のよっは場合は総 

て. 付約高ﾡ各が刻っ 塔成もの病友をゆ味するため. 利攻前 

K. 徴計くもつて樹依号を計った.

岩校今測八ﾡ高 月ccwxay 4 合- とシイと.4 
212-2ペス2スメクス。 利の際ﾡめﾡ -2イ-イxce ノタ4本の刈価を 

評したﾡ系. スェーテン系書計で. <の掛種の樹後引は * 

c-次状〜は ﾡ小ﾡビろ ことが示さﾡ . テー フによる皮畑 

起催み?スェー デン 式樹支 よる桜ﾡ写をるいて求めた番を※内

・楼の 保迷泰をは士 24ぬt. 平均採差 は+22?z であった。 

ﾡ径 談差はふ3本が正. 2よネがﾡ、 48本 では差がか っ T- ・ 
ﾡ社のﾡ任ﾡは 4〜 23ぬれそ、わ,

つのﾡ法るﾡ?た 33本の4a&.2wt * では、スエー ヂツ 式梱

受計の ﾡ問による一次なﾡり は見ら か、っ た.

#夜ﾡ を 次める方が手令 ど物ﾡによろものか スエー デドン式w 
夜計に変ったのは、 <の研ﾡのャーﾡのﾡﾡ的調な終てわり、僕初 

の2任商のデー ターか7ペれた樹皮ビ桜孫リビのN係には か、な 

ソの差がられる。 る、スっ の#成写測ﾡ方去の相対的ﾡをべ 

< みな委がわろろ。

面 24oc&〜ユb 州の-次林. =次林を合む必種の林かか

内凶はれ /42本0xdイ A フいて測ﾡを行った。

付ﾡ区は直経テー プ・て測つた ・ W木の餅区 専を 表ホスェー デ 

ンが#内計を 円ハ、& 求 ろおげ 正反対の w にある2央で型つた。 

*い マ、測長 の ﾡﾡを手令て、刻 目をつけ、 スチール 数物指 マ、 

22t u 普位 マ・ 消』リ その 平価を め。

両4ﾡﾡ号 の祖電ﾡを如逢ﾡﾡk 計埼 し. <れっ0迫を ﾡ区w 
にまとp. そ均した.

324ヶ0会状本に?ハて ﾡ計て、は、 寺糸ヒﾡﾡによる方法よ 

リそ均して 207?ど 大さへ両創樹皮号が得っれに, <のﾡは直 

経と共に大るくる像ﾡべァリ、 その相ﾡ係故は 女タナ/土ククタイ 

てあみ,送の平ﾡは ば・%.* /J 振 下るは両創ﾡ皮号で 

2/ を桜えず、 <の研条の抵初2年州のデータのﾡ皮ﾡレ系 

の頃係る話めたﾡいがにもﾡしてへない。し <ゲ? そ. 金ペ 的 K 
<0スっ 0方法問の 置に置長名おく雌ﾡはい,

しかし、 燃計が手行じﾡﾡによﾡな法より 大でい結ﾡを与えろ 

二じは確かし隠わろ. ﾡ援計くも xdイ_パ&.cc のﾡ受ﾡが卜 

#記そるつとをWに示しくハろか2. *ﾡ計は、 ﾡ除の内企経 

。 よ りモ確ﾡ催そ 与えると考*てもよかろろ。 <? ﾡ長かっ # 

戍 計がペ ている二とは、 鈴アヌはテー フ°の 刈ﾡ位優 て、良権比止まて、 

さ. ﾡ片ヒるﾡ除が協にルいこどかっもﾡ かくあ る, <に 

烈して. 熱の樹次号のﾡの状低をボめろ<Lが的であれ ば"、直 

経へﾡ定にﾡ係みく ・ K置にペﾡ す 式 ぼ、多案 と洗君に火 巧 方•法は 後 

手しハものでわる。意、外ねし ゼには、 誉渋計0旅みは次隊の樹岐母 

を判断す多のに. ﾡ次的 意味の な ハ矢起ﾡル不規刈ﾡkよ?て、 

ﾡ、い秘ﾡをっける・ ﾡりや妥性は 総て 博 じ 方 向 の 読 を に一影 ﾡする 

ﾡ何があり、 ﾡが材部に入リニネないボ会ﾡ除ハ< ・A数相攻 

されいかり、 扱いを域面にしで このよろﾡ険2除くべるてあ 

る。 しかレ、 手待と物スをHい*ば ﾡﾡは 2-3 o の許面でヒ 

リボで. 知百そ入れる除、 ﾡそなくさないように略当Kに注ﾡ 

オば、 信ﾡのおけるﾡ値が得ウれる,

W 米 aんicc M0-&
子堀 的 計 ﾡ P22どcw.tey caecuどaズo。

爆ヤ商経と上ﾡヒにすろﾡり尚条2、 尚木智に神いた- 系 

の並カー がﾡ高 メ上 ヒ住し マいるとさには、 才 ﾡの wな



曲塚をポ高までそのそまRし、 <れか? その不の正怖はﾡ径 

をﾡみビ ? で, 勿 樹曲 の位固の ﾡﾡ催にはっモりしたﾡ差がろる ・ 

その上不の終かつ、 ホるいるじぐには. 他の呉をﾡっるるいた 

平ﾡね歯べかく、 希 し い位を み Lって 修正 した,< のtかっ、ﾡ 

ﾡにおりみ及の登、 正帝ﾡ状商. 峯木のﾡり年をﾡ出した。

合他るヌは分ﾡに. 平ﾡ杯令、 形商. 峯央ﾡ、■あ木おマバ 

4限 55 ネ の受均樹あが、 そ n 林分 <、測した木ハら計ﾡとﾡ-

森か野に. エーカー 均り不跋、 置経3c 上の本*、ﾡ種ﾡ欠 

歩合を -フ ﾡ書ス は保本フロ シ ト 査野からﾡL た.

労和テ川の鈴出次どリの味. GCocそ 〜チ2ーー C-ン 2

27d グ イイイ 2火クッッイ2ペc& # 夕っ<2ピ22
材ﾡ表の ﾡﾡを ﾡﾡし、 桜ﾡ。 グラ フつよる除去花ゆ味し、性 

の)ﾡなるかの平均ﾡ幽のに フハマ そにまし いﾡﾡを件るた 

の>に、

っ た ・

経ヒ

る , -

公式 = を各区ﾡ材にのてめる研ﾡ交行 

<こ そyはﾡかウ*の 雑に みる化面八 五名と T ﾡなﾡﾡ 

ハ 比«、あり、空祉は ﾡﾡ上 の世ﾡ の百かマ る表 わでて い 

G 公 ホ左 孝 = 2イ ク之 の形に型す げ商 4方ﾡ式にろ・

<のよ?みﾡ 的で谷ﾡ 別 に あ ろ# の全 か木 )細リ ﾡを平均し、 

平#n堀りをボめるたyIに み のﾡを計ﾡし. <0他をてに

してフ◇ロト すれ は"、 ﾡとなることがギった

投及リ の味夫は、 平均木の 商高ﾡがﾡ内 にある< とぐ示されみよ 

うに. -般ﾡ足のゆくそのマわ、 結求がﾡ確でいいく?かの 

平均 nﾡ合に. #木のグラ フ を修ﾡするの に 施 切 以 理 瀚妝ル っ < い 

均 (\。 ﾡ高がﾡラ くいかるは 根項り は 六椎2 る向 が

ある と恐われみ。

そedイ-</〜<x のか状の幹曲のあマはめは. -報にっまく 

ルしムク加, メ の N 令林 にメするあてはめは. ﾡ園初が公式の 

を下 gってい る沼ﾡ を除いて. -依になゆく水場くわった.

8aPawx メン のえ令るは. ﾡ曲徐は公式とは規則的にﾡつて 

ちり. 直径は中条以下るは相対的にへそくり、 F央兵以上では 

小さいのマ、 そのﾡ頃 z に対して シタ をプロット するど J字型曲 

後に4る. ヤ央ﾡ以下の町へﾡは 上の欠夫そっぐはうから.材ポ 

<およ ゆす 登密は、 あくはまりの食い イ <んスwce x
4wイ-xwx Pンス 0 町令休 の 比合 は な 亜 ﾡではなハ.

全故 的に. "乂ス ーン& では. 公式のﾡてはまりが02 
#和のいナよりも,長かった。<のﾡﾡるは はルな姿動がﾡ少 

I ピ ら林分の 特性 ビははっそりとﾡ係し ている よっにみえな。 本数ﾡ 

数ム-*ル場合には. 一次林のわてはまり)は. 非市に食い. 締ので 

f 訓み分るは、 約のﾡ区は 公式0倍にﾡしマ分ら千.-次 

ﾡてないﾡﾡの天然生二次林では、ﾡ甲直優は、 令ﾡを除い 

て.公式 より 数か大 となって ハる.

各他地方の千細り系列はみに対して xをフロットし、 当楽の下 

にある面積をフ・ラニ メーター る測 って. < ヒ対する絶対形数を 

求めた, <のFろにして*のﾡ際の経太ﾡ滅とその地方の子均刊 

ザ ﾡ に当す る公 べか つ*めた 総対形秋の 差を 材微 て表力 した公 

式かっ 小交動のﾡさを 評平納 するのにﾡ い。

整為0ﾡﾡ文 (2 P?/8ゝの4表にﾡ産し て ・ 幣試明 しや方法 

な. ﾡの台高件をﾡこ ヒ. ﾡ本内の号校の杯木につハて計ﾡした 

よ出仕の秘級ﾡ圏 内にわな上せでの な交べか? ぶッ ヤﾡの 

理琢 誤差 で 越え 否 般案 な. ハホも有をとし代,

-紋に. わるはまり食*る. 有ﾡは初称誤ﾡは々50%令Kえ 

を越えろだけるろった。 このe堺をど りまとめでものが、 $表に 

示し てあるっ。

い つ た 公、上ﾡの 蛤面 では、 公式る与えっ る価を 下 犯 わ な イ 向 が

あフた。 円じ曲ﾡ名 - -</イく の)-次林にﾡ用したが、ﾡ項

て・のﾡルは よリ-役的みものて、 もフとはっさしマい。



$赤・ 公式 を 二五包*測っに眼 いろハク程及の有ﾡな 

材戒後2示すﾡ本ネ分数

有 も似 ね、 
注

現3を %

全 - >次 林

全体
ンイ イレパぐ e ce

間 富 個 個

o 4 / ク 3 3 〃/

a/ ～ 2 パ ? sク
ハ/ 〜22 /ク ス / ク / 2/
2./ 〜うo 2 2 / 2 2 3

、/ 一-、2 / / 2 ス

託 3/ 29 7 /7 / /

注. $位のみﾡ田にわる 上ﾡﾡ径の 正術阪化かっンニ確条ﾡを名越え

る数 .

武相ﾡを*めをためのー デングとﾡﾡKによるﾡ

Coc 2tイ ス2- -イa-4～4o-イoz o みし〜4ビ4 

C2-っイク メんc2o
パ>テカードL メu20% e ﾡ 計ﾡボに よるか類と作系を窓場 

にすなの.重相岡0計埼に用(るテータけ総て コード化した. 

掛ﾡ、ﾡ方、休相、 ﾡ活坂には、 こみの函子を分ﾡすろり、由 

当希るをクワ、 そのdの交証の倍は /o～32 のコードる考の 

中に入2 よ うに 分けした,

必/ <x o $0年生の後努木とﾡﾡ新木の平均誉ﾡを 

ゲ& のヶく8) にﾡじマ 各杯分の枕ゆ分想の京株ヒして 

Hいf, 九c&し.c< のぷ立してハい林かは みイとく、

4 の ﾡ高 かハっク 次/ イ2w メ かっ ば タクを感し
て、-2c んce の猿にﾡし・ 

ﾡ型のﾡﾡにﾡする研突にﾡﾡし <. 

ある. a -デ クのたの・ 花位ﾡ数を 

た。

わこ の田子や にれみの 

メeス が沢めも の <• 

ス*eeイ の切に分け

破列不と弊務木の子将社有は 3 ポext の袋に分けﾡ・ 

エーカ -きりの本ﾡは 20本蛍在 平均林令は. 5年位〜コー 

ドL た, &株分のﾡ状市の様ﾡ箱差ば 22普ﾡの ・K分けた・ 

ﾡ高の 召 分部 で表わ し ﾡた単木の岩恐長 はノ。 ﾡはる - ドし た. 

ﾡ状市は 3ﾡ化で、ﾡかけし、ﾡﾡみっの距隆を*高0合公部で計ﾡ 

し、※高兵は. ←i化てまとウた。ﾡ高はよフィート. ﾡ高置径は 

2 坂にfビめた.ﾡ処ﾡﾡ写、ﾡ及りおよが <の商因すの和

そ o 系ネ %ぬ 単 他 るコ - ドした,

パ ン チー N、式作表代の テーターをﾡ ・マ 番相係ﾡそ 求める 

swン& 注 の方法を. 全面的に取り入れた. 20茶でば、 種 

そかけ、 一 大林 と 二次杯 とそるにL た,

総てのカートIにあ殺さ ている場てのテータのリストも、 カード

ンチの 際誤 り を味する oに用 いマ K る代ボに かサ った・ 

正ﾡ太ﾡ式を求める Jw2イ の方法は次のとおりてみち・

、 公城ﾡ盤和ル領ﾡかワ 友基毎 に承均値を求め力,

2. * /0交書についてードそかﾡし、冬我の蟆測女 に 关U < 
n分城に維つ て 総く疾置の和を表にする,

5. &本ﾡの和K. 公殺した変る-eズ2dぴ2ん24& のクラス 

値 ○ん. z2ん.。 をポじ、 <のﾡを加え上げる。
こヒよリ、任部の孫夕 20090 こ4ろ こ4 <c の函子 

が得みれる。

y、 ャ2/交ﾡにつハマードそ分順し、 ャ/の分報とじ方法て 

国子エイ 反 匚 62 三8c特が*のウれる。
、 ﾡリ0会変置につハマ、この方法を 上匝 す。

法 Smudd 8.8. t。 &e ofRc&ed cイ 乙2&.ぬaよe 
2イ/ン みenズ あ みとな&。Cemuoイとt /22-4_ピ&mt2

S. Pく、 イ. 24PP /923
・ﾡ写印刷)

6 k 記のみ邀毎に 余殺しイﾡﾡの和に 他の全安書の翌均を天 

予る。 こは xて。す。 の形のﾡを与えるが、 と。=全み社 てわ
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るか? /(xoto) と河じるる。<の記予て、 泳学 0は千 

を 表り している,

ク 2そ求めったﾡを 3 «、求めた対たするﾡ和か引く。

<れゅ 系ﾡとして ﾡんたる交留 n 平均価Kする承ﾡを与え、

<が・ 置回常式を解くのにﾡ受な係状るある.

Sa2& の示した方法は、 あるな音のどのよつはﾡ測倍にも、

衆して "0 総て の ﾡ期 値が対たし ているビい ?ﾡ に立っ

ている。つの研突のデー タを 名令せる 令、 変私の中 ヒはﾡxA 
の保えハ掲合がみくある。 このりに. つれみのﾡﾡに令まに 

る因 3の保その計ﾡを修すると ビがル受に なってでた。

不ﾡ全なテー タをセつ変番に 対ナ るﾡの 補正

Aeイouイ W Ca2〜c&イon P2x 〜2〜2442o な〜しイ

tcom&ck 砲
一報的炭るを 用 Iヽれ ば、 と= <の術ﾡる明 ハ るル個 o 銀測4
0ある子その他の姿量より訳測桜の少い (ル/) 交置る, 上認 

の 3、4、よの段階は不ﾡ交番 zを令むゅ合 にゅは. / 価 の救か 

っなる こ2みを号えるるあクろ,

玄量 2について前証にのと民では、ます"にのなﾡの表の平を受める。 

にはパ となるてめろう。Xにさって分ﾡの行なわたﾡﾡによ 

る長 から.2測値のうちで 知系に文のﾡ沢」値と対になっているの表受 

の和をめる.この和に突登て のぐ際の平均るﾡずれば MCzoは。〕な 

る形の西千が得らる。コをう . 4、 ケ段ﾡでボめら た税和 

Xか 今引<・

係被か ル仰の優刻仙にﾡすいている位の変ヒ番相ﾡY.
" 福の製刈価に基すいて求のっれた保数を用いるには、係*の

*るさﾡ辺校 k例 すオると依ﾡ 丁る我がある .

したべ?て 衣番 ～を合むかての因子の係数は - なる 条てﾡ 

れする。 <のﾡは ' ゲルより係為かKこくな・り、 そ

種登険 とほわ なハ ・

/ っ 以上 の本をが不ﾡ会 そちば. 不ﾡﾡ量との 対の微 k3す 

る数をﾡ計ﾡするﾡヒは、 ﾡ当な ﾡ名用( るの に持に注ﾡ、を払う 

そ力ろ ・ スっの不そ交重を除に 対にし た場合のしハ を 

こ0ホう場合n委ﾡりWﾡさせて. 交書の英0千均を求 

り、 さ?にNﾡの般河催に下くものとし てﾡ桜に系ﾡ的神正を

と二Tたのc、 ニと甲っ べさ る、み ろ ・

<の研突では. せな長*全樹幹によろ形*向/陽合に、 <0補

Eゲﾡべ. 各はﾡ后の解にゆﾡへか、った0る. < 

れ は ﾡ冠長 を函子ヒ丁 る係に彩督 する「け る.ある.

立木の平内的形代に印する子

F 2cイocz グ &イ12夕e fezt ぽ -ゼイaィw ごwイz 

形ドﾡのな動性 りoxx.&* 、Pwt pメ&/

納士 4よ¥俊0様ﾡ体差が か内の形ド高の交動ﾡの平的 

は系税ピし る、 一表にﾡﾡでれる 〜列ろ ビいろ、 ﾡ台*(2)の 

結給が、 <の研ﾡる立証2れ,測ﾡ0行なわれた林分ﾡるス 

「るﾡ鉛のﾡ当は、 の杯か てちﾡか え0本にぶく 数価 、っ 

ラたもうのる. ねて大るかった. (4表 )

d表 分にわけ3形状のずﾡ

相づ よがﾡ種 林分 ヘW八 道 
状市の様 
4差 のそ均

全聯 全林みD※木 
の) 形状ﾡの ﾡ 
非価変

W 令 科

イ <ん〜Cc 
w&% <んccce 

*2イ&t ン

-な林

そイ カ“々

22 だえ

/ 
ス 

/7

4

、ク/ 

◇、24 
ふ、タス

火、な 

4、2

2 -47
2 -4.4
2.3 -4o

32 - .4
32- 4

22 
ク、,グ 

.ラ?

よ23

ﾡ介における形状商の交ﾡ性ば 単に そろ哲子とﾡやて 

ﾡﾡ矢があるよっにはKえない. 変動件はエーカー 当りの本 

#がし、ﾡ令にるにっ マ 滅ル ナ る ﾡ句 がう る. 交ﾡは平



-16 -
形状商の高1\ 牀分 ではば俗い林分よ "4いが音るのる, 

2d-Aとc< およゲ 22パuamt* の 同 令かる は、 エーカー 

当 の本なは、形松帝のﾡ動性に年令、 ﾡ、半 内樹商 ド 比べ で 

大 きな麻笛をお 太 レ マいる が. 3乙 -インc。 て ほ . 令 

がﾡし私翌 函子るある.

そﾡ法によ 夕千均行の次ﾡ
クeそ2 ?ルイペて-で2 4 2ttez2子e /Ceマt ペr Pamt 

P&シイ neど&ea
形坂で初式を置ﾡ才ろに当っマ. スウェ-デンでは. 聲英 

法が念みか0千竹形商を椎ﾡする の<後表送がH いろれて手イ」 

室 疾 法に クハマ kuwezu ( ? ) が許し <教ﾡしマ ハる が、 

インンんズ c ? ) cz ・2) シ こに敵れ て る 後の 商鈴女 

2)るﾡ宅は 面都在 チイとx /iu - 今るは /czd&tza2 - 
Aンス としてﾡウている一に矢Yの係を甲するニレにつ 

"で詳と く研売をぢこなっ・/2て は プce2ど -マしとce ・ 

wんな c. 全z&-4mt, f. のマ約口ﾡを、 二み 

のﾡ飛のル式衣督火とNﾡして(作つた。 &ッタイイ(?ゝはw化な 
<&cと み・& <rtc2・ -22222wt, *て っ t) てﾡ線的望夫 内 

係 ・ 2&21c4tea2frzn-/ctnt Ze2aZoz を与えた が. uずの場 合 

こついても. ごれはﾡか-区の デー タに基ずくもの で由線性を 

考爲していないのて・ -報的なこﾡをもっとはいえない。望ﾡヒ 

形ギ起の向係ば樹ﾡによって契なるつとが分ったので、 二のﾡﾡ 

で ば. ケ組の データー のあのみの につ し/て 划 個 の 肉 係 を 求めた.

以ﾡ0研で、 多少曲性があったし てし直ﾡ的係み問い 

っれていたが・預在るは. 世験件は. 総6マ八樹に存在し、 ﾡﾡ 

件ﾡ構友にか の影塩 をお よ 悔才 はハ、り) マみく. 一定の長条 

件とW係があるかつ、 <そ考高すべSであろろ。ﾡﾡどﾡ状商 

と0K係は-役. ずが将区近くにある程、 形ﾡが大で 

るどいクもの<ち夕 しかしう教小木の千均値をブロッ ー-れ は

や代高がそヒ伴ってそくっにとし も、 峯長が樹存の2よ 

上消甲にづく <L. ﾡくﾡるウるつとが かる るみろっ。

審索. ドヒに 乙 イん2と< では、 ﾡﾡにﾡほに証へﾡ長が相 

対的にﾡ ハ形商 と し ばし T 係の わるニビが※受てる あっ 

ラ, 地るゅ 一般ヒを表でマへろよフに. 次が神報。 " 

ッ・以メ内にある木は. 快猥 リが次く ﾡ約でれた狭長な#冠をセ? 細 

次い中 商木るある こ と がﾡっ るてあるっ。 <0不はﾡの 

木 の 附冠に 丘良でグ で おり. ﾡにそうるれるﾡ冠ﾡは はほのて 

ﾡにﾡ婚り てハるネにまべ、 そっに#幹2合むその絵面ﾡにし 

て . <ベW市を天め るWの0有か祖子となハﾡ卜でい。ﾡ 
ﾡに 堂夫がハに もかかハわ 不. 世に 小て 部状市ビ <ら0 
木のﾡ段林元とを物が?け る べる るあるといっ<とけ. 形状ﾡ 

は ﾡ冠 Rとﾡかっ正確にﾡﾡてさるととを示レ・ 

合.cva父&oる ヒ /edイ ・)の窓児ど一致していハる。

久じの肉係け/、 Zﾡに示し <っ このﾡ体ヒよる椎ﾡ催 

のﾡ友がク表示レ マある ・

ク表 ﾡ矢による形状のﾡﾡ茂

ホ相 ヒ樹ﾡ
形状向 

afま

20本の木のﾡ 
・

魂鋼 

ろにじをな本衣ﾡ ¥ 
個 車

ﾡて
恺 当

確 ﾡ

令林

-2dイ-イスuペx ク2 .00 o.4ダ &4 /
&そ &cぐ 久ーク a 2.67 /. 4? 44

22e2d 子 39 ".2夕 a7 / 9 3
一次林

2eイ-ツM4c& 
f2Aawt Az

*.22 422 o20 立/ア / 7 &
.43 ク.42 2Po 23& ノ 4ク 4

注/ a)ク ルム=ほ法于3 る公ずに基すく

ここる Qx,=ﾡﾡてた絡ﾡ/平+ 、
X =の何 (6表3列のゥx)
C =ﾡ測の誤差 (上表3烈のめイ)
ハ = ﾡﾡ数
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A ミ そe-<れ2xce ンイバと -イイ24パ° C. 442md シa
*

ce

秒 7o

ど 
商

Jク

3 〇

ズと 0 ・

4
1る 7

弋

*42

。
4

うn 2

ヽ

」 ゴ 
o ぶo

望次 - 樹高 の百分 でﾡわ し た相ﾡか 0路ﾡ

ﾡ矢 - ﾡ高の百分率 る表わ し た5かの 離

注 $ ﾡ値の杯沙契をば従ﾡ豪番の実ﾡ値と曲ﾡ.西ﾡ方そ式。关練滅力、ら推定した ・ こ 

I こ知於す石値と の差n ﾡ*術差 でわる.こは平均 的円保 のYッの交動を 絶対値 で 

ﾡるものヒする ・

注4 二の研矢では、ﾡ烈政はﾡﾡ区係の情単な※じしるﾡへつれマいる・離タ橋数は 

任伝独立交登の 出へみ推来tたﾡ孫交はの様ﾡ条ﾡと従否ﾡ度の交交動比の +な 

わ A1= 2Sシa44--
5 Dy

ド係/*の時には、革不倍数のベリヒに*ﾡス係夜" スる術ﾡ用い?る。離夕色 

秋は係の稚及*表わす他ﾡ的な來て、ある, その主な長ﾡは. その中に含まれてい
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る ヒ ﾡわれるWﾡ関系か? ある函子2椎ﾡて る場合の後食の程友を直ﾡ否分来 

で示す Cヒeろ%, ある問愛に谷モ てハ み立ぞ書と ﾡべ体けた催高 条登の変税のﾡ 

今を刈るには.決走指ﾡの方公 帳れているど わ る。択生結 数は 相問ﾡ の平をマ 

離ﾡﾡと C1+夕x二=/ んるﾡ係が"力る。つの徐大るは読為べいプれ 

※友の円にれていろかとい、っニヒはるマちる、 ﾡ席の腰セ上. どの表にもﾡスﾡ 

※と天に※者べるL <わる.

ク表っ名と 0口係かっ 作ﾡし た筆木 の 影 状前 のﾡﾡﾡ逸 は 

注5 の$anー タるは /ﾡ位以下るァる。けれビ、元の形 

状帝の茶型ﾡにハなりの差があるのる ﾡ及信※法4 には大 

な差 があろ。 ぎ点を甲 いれげ. 個2 の形状帝 の#を価の豪動ﾡ 

は ンイ -e と w&な -M2ce の 所 令木の 場合には約 
ﾡ少すろが -次かるは、彩秋 渐の禱 定極C 城嘘 誤差 の 城かほ、 

。 よ り 大名 くならなハっと..二にスして、 老ぐ ンa-/cc 
の革 か の本書件は均久4報位とれっっ. 老令 xe。イxんxc。 
の合データの総交動は .22普位にすさデ <の催は 4W位に 

く、 スス 普&0総を動を示すY令林かにﾡべマ. ﾡﾡさ 

各み分の子均の秘状に大る 差 ハい<ビを示し < いる.

<れっ。 ﾡ種 では . /endzdx2 ん& (2) 概合 とじく 

平ﾡ形状市状授差を /位ベにするには. ほ4よネo 
木に っ(\で 隻実 を 則隽淤震 べカる。

林かおよべ¥木の函子に よる平均TがのX*
2イる2ク2タイーと～こ&-e223e だetwz -ew

Q ec ポocCd
<の研先り主旨約の一?は. #的年岐をM"て、 形か 

かヌ 状不 わ ろ 特性と ﾡﾡな頃係があるか ビ"ろ か. すわっ、 

この 河係 を. - に長浜ﾡ本 ズ は ﾡ地部査て得っ れ る 測 催か、 

? 峰びけろかヒ ハゥー と を受 す ニじるみった。

この研炎によリ、ﾡﾡで特ﾡヒ注を払っ緊がわげ、 はっで

-2I - 
リ 守っこハるもェ 催に末権する < ヒの〜る後呉0よろし 

ハ 妖令2 映 入 十为齢姿 呎 株かれ るてカちっ,

<の目的の たと※ﾡ的K評価 てさ る株令。 特ﾡは、 地仕指数 

千内岩高、 エーカー当り本状、およが林令く力. 居新不ど非ぐ 

考木の平均場ﾡ、直各3ヶ上の木の本※、 がそれる#部とﾡ 

京ﾡを表わす事ﾡの測支仙とL <監と.

秘状を研究寸名碣合、 エーカーり益ﾡﾡ区ﾡ率ﾡ0ﾡ根ビし 

ての価慣がハ。というのは、 与えっれた令で、 4面ﾡが合 

ん ビ交化し 4く ても、 試水食と 平均形状は ヘな リ大モくる り ペる 

かろ <あ る。 平均径妖のﾡはエーカ ーさ 本*の 波少を 伴っか 

ラ、 #面 ﾡばそのぼ示の状低を係7ﾡパべみる。商経3 め 以上 

の本米体 秘状の研来にとって、 エーカーりの総本数より役れ 

ている2と がと計的検る以 出2た。そ は幼令林ては米不n 
林か の か長 ヒﾡﾡ約 な影御 名 お よさ a、かなリす *の 小経太 

が除去るろ かっ <わる ・

T状ﾡに影ﾡされﾡとみうれる測能なﾡﾡは」 函経. 樹商 

樹冠長、ﾡ受、 樹恐袋で、ある。 <の研り計張を甘てるに当。 
て勘冠げは現共る./測夫が不研ﾡるあると考大た. そは. ﾡ冠 

の命は不ﾡ則で. ﾡ様木のﾡど交催し、 来気に匠く<と 

妙ﾡる<と がでSなハ・ レ たがっ て 、<の因子にクてハデータ 

がビなハかる、つる。ﾡﾡと状下高 okaイ-&ッ とにk賞

せてﾡ猛ﾡの測ﾡが有ﾡなてとを示してハる _cw2&ian?と 
んeu&c 4) による北方系 vね uについくのその後の 

ﾡ売の児ﾡによ り2の 測をﾡい た< ヒ が後 された .

W木函るの か A イy。 X おuea acな
*ヒ して表り2れる測突ﾡ みが形状高ヒ ビ・n羅友 ﾡ係がある 

か、 ヌ、 <みの?っどの協子 が 通不ﾡの T状 高の姿動に有 ﾡ、→ 

は彩傷 をわよ才かを決める 段ビして. 林かおよイ報不の終件 

のハろハ ろ合せ を合む相ﾡ の計ﾡ を岸小, 4ての変せを合
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.む置ﾡ帰方程式 と各哲すの相対的置み ﾡする 予価的令へ み、 

尚布面経. ﾡ高、 #冠長、地ﾡべﾡもﾡな因るてあることが分

?。

T#商 と上出。 4函多を合る相肉を. 令につハマ算し、 

2 とス2&4t3) の方※る出«始を修正し二, ﾡ協老 

と ※ﾡ格そが少表に示し てある。 <は木のTド市を松 逢す る

K利ﾡるさろ 矢際の城高ﾡﾡを表わしている。 ニは. 胸商 

函優. #商、 #ﾡﾡ、ﾡ化が一ﾡになって、N令父d-ルccc*株 
の個々の予代市の本設の&4メ、 w&ic ては2く% 

河会 2zAamt メン て、•快 42% を教所るさなて とをﾡ味し て い 

る ・ 形状商の全変動 の / 以上 は .ﾡみか I2他の ﾡ 子 ヒ関係L て 

小るが、ニは筒ﾡには 米価約 に部ﾡでさ い ,

今表 ﾡ々の頃子に よる予状商の椎ﾡﾡﾡ

茶相上樹型 形状ﾡ と のある田子

商名T
露屋

名樹 
塁 ■越車

直名 
イ 相

ス 直径、 樹市
一樹■鼠早

** • s *指状 1故 、、ぐ:

河令が
-と2/-4M&4c& 

ル&ズc 

aBon* 

一次杯

Reイイ& 
82どdawtが2a

24o
②.$8
2.24

o.46
◇.47

2 42 
ク 42 
クノ/

28 
o. 2

クぶ3
o.4/ 
○.3$

R23
久“a

ク.23
24
Aナ/

久ナク

25

o 4

e. 3火

22ク 

e.23

o.64 

. 

○、4

o.2
2 久f

246 
○.マ

Q4
ククク

注 / V= cT
注z crz

いく ?か の番相知 Kイに おける ﾡ 帰 係数 注ふ およが負の 回 帰 ﾡ 係 

を調べ、た结果. 直経ルﾡﾡは他の国子Kとべて、 幸上. 大さ 

置みをもつている が. 遂 の 特号 をシっため相殺る ◇傾何 べろる, 

<の相殺は. ﾡ経と林有レに京接肉係がわるため、 特に重〜
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あ る ・

注 7. ﾡ型御被は救人=系式 で、テー タ cて はめみた。書回幡ス 程式はペ 々 

の函に幽糸性がウっても、<を伝ﾡして、いくっ か、の独立交教で,従孫交 

歌の肉ﾡを表わレたものである。その一般式は チ=2z,+bZフ+Cxョ+ 

--- * K

注» ヂ=22,+bZ2CZ3+--- イななゃのﾡ用方ﾡ式る ※ a b、 

c 栄は 各交窒のE新イ系*でアる ・ るをせの相対的乱みは .る交量へ 対ak 
内24く、<Pの杯数の大るさて、大ぞっはに示してある・切ﾡ方種式ハ 変 

のﾡけは、明っかと終対値 が ほぼ惆 じでも. Y係故の小さ ハものよりへでハ 

• 交報によ 強彩省を受けるであろろ, <れに天して、冬対値の大る交ﾡ 

と対する 小ではぼﾡ係数 は. 高い名対値 と は沢L z なっイメハ 変留と対すする 

大さなぜﾡ係よりへ令は書女をも?て、あろろ。しかし相対的書みの大 
ﾡ0概令が、田品係淡と 総対役る、み得みれるで"けくある。とハっ/は 

条型方ﾡ式は 断締的岡係のつろの協る 0受省 年 巻く ゆざりろなっ つる ・ 

注. 面相ﾡにわけ る任K0独立ﾡ番の式の帰は ・ 他のは立交せを その子均催で、 

u定しとﾡ その矢ﾡとﾡﾡ交番ビ/K係るある,系のuﾡﾡ"は、各英者 

の長の元町る4のりに.書町場式かみの属 を式の #ﾡ価の 残差を プロッ 

N すれ は、•ま、カっれみで•步うカ。祭科、ﾡ求、※のY帰也縦のおマばまり0種ﾡは 

るﾡの梅対的置みにつハて、なんみかの相ﾡとはり、 画係桜0ﾡ突を神足する 

のヒ所いる<つとがでさよろ。

ャザﾡ ピ せ南 ので Q 恒帰か の をを市べて 秋ると. 形ボﾡは 

40マ7 イート ネマは ﾡ高 と*に &.uヒ 揩カロ ゴ るべ、 その0校は.

&る -c の坊合を除いくそのﾡは後ﾡるある。

直経級別にか楽しテー9は、 彩商が M令みるはやクぬ 

のd各で、- 次林では 6～タ マ浜大に なる < L を示 してハる。 

u 令のデー 9 る、は、 減大 ﾡ かP はなれる にﾡっ て 犢無ほ はとな 

リ、 商経がノめ 交るﾡに ノヘ22¥佐八研状新のﾡ少を示し 

てハろ, 一 次る は <の ﾡ少は より核かるみろ。他の交ﾡとの 

置ﾡ帰における移括と優 ビのﾡの回wかつ0ﾡ差をっロ ット
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すれば・ ﾡ呉何が「れ々。

平状市とﾡ経Yには っさした相肉のつるCと、 さらヒにくり 

しく寿察し てみる名価がある, その祖由は. 前の研先(2)る、、林 

か内面ﾡと予状ﾡの相肉は 平均形帝を 林今 全係に対し マ 甲 

卜てもさし ク か女 小程小さ ハニ ヒ が示さ れ十-か そあ わ ・

<の条をを っに くnu く 研ﾡするには. か 内ハ 子右ﾡ状高か 
うの偽差 と平ﾡ名かっ0締差を\係ずけ る<と が ラ番 会校 

#に ? 小< 形状高ビ 商高協各と 0劇係を秀京丁 ろよ りシぞL ろピ 

※てある, 各かかる測ﾡでれたせ木は. 株か0豊み付さ平内を求 

ゅるためビハつょりは. むしろ、 *す 経 紙、超•窓 ・の全絶画を 

合むょろに、任、る話ばマいるから、 冬林分のﾡ本にﾡ々令ま 
Kた示0平均伯よりかし今、 <の計算の基*としては、 匠公的 

市値2 円 (ろ方が償利 るみると ﾡ 2た ・ 利問 そでろテータか9 
支件為にﾡ人ボへ ル 御の林分から女る条が係木をﾡ和別に 

ﾡい, 小テれの場合に© ﾡ献ではみ々が. 小さﾡの相ﾡが 

«らた。 < の络第 ば タ衣に 演拘 し て あ为 ・ ※係数かっ W 許 

ろと, 電«の形があのス動の催かり〜/ %が念來分の中央値に 

相 当 する 不の経なとﾡ 係がわ るに更 令みハが 林かのﾡ小名 

不の 千坊ﾡ状商ど域大経。 不のそと Oには一般に 4- 単

n陸 ・)がちるよみに ﾡわ ろ ル子イz か 威 嚇！ した 更 は、ド 

の。 計#では. 納帝に おけろ塚系り が大み木 の郡状市を要に小さ 

くするといっ華るﾡ系さてハるが。 ニは彼の※又() と- 

致し ている・

M*ヒに、冬林かの子 均形状商 かり 偽差 を、ﾡ秀物ﾡ に平均 

*ば. 侍務木マゅ 浮食新へ、 へ在木よりﾡ状高が伯くるとハ 

っ - ﾡのペ句 がみらる, 波任木ち子内し < ヘ 木より倍 いが、 

一徳 に 優 死木程例 く 法みヘク <0帳何は 一次林、 二次丸の いす、 

れるも ﾡ新不と 優新木 スは不径木ﾡ のw状商に2〜3¥佐の照 

りが * る イ -ce てち 食く 不されて いる・ みイとな - 

-ん入とx そは有もる、みった・ 2の場合 ﾡ状声のﾡリはﾡか

/単仕るわっ,

ﾡ々のかに無頃係ヒ岩冠岐るテータ そ か※Tば. <0停向 

はもっヒは?さし、ﾡ新木は平均し て小在不より移状ﾡが 3 へ 

よ4位信く. ﾡ侵ﾡ木#〜袋ヒ、 <?のヤ問にわる. しかし、 

就冠 奴を再 傷 し そため部状の交ﾡがよ%以上ﾡるL い?場合 

なかった・

森公内 の 秘状補の唆 動 傢单木仍樹港员の相 盘ヒも N 保がう急・ 

妹分ペ の秘状蒲0* 天催か? 0命差べ樹燈文の予他 か?八循ﾡ 

L相Kのある場合、樹冠の相ﾡ長でが不、なる 程平ザ育の小さ 

くなるとL が又 出さ れた。 ・/2系)

wイ イc8 ノ イ -ゲととx < 次幅 も姫い ﾡ恐 そセフ不ば 

间じ 林か を最む 保いﾡ活をも? 木ヒにべて、ﾡ状ﾡは 平均L < 7 
ヘ s 普仕ﾡいるわろろ ・

AzAaイ の沼令林る、 <のKペは石ﾡるなハが 一次不 

では o ビ n さr届 ま りも<の根向ははつ<し 2いる, <は 

夕表ルﾡがっけ<毛之てみろと面台い・ <のﾡでば イ2どペxtメ2 

n- 次林は 直経の肉 係が系営るあつ た ・

ﾡﾡは、 冬樹種の会デーを一ﾡし ご務合 に僅かかバラ、 形 

商 とのﾡへ相ﾡを示す唯-の函子 マある ・ ﾡ実頃ﾡべ曲条 ど 

っマいるwには ( 3、4 図) 固経ど書高か っ形状市を椎ﾡする 

a ょ り 総分食 いﾡ県どリ、 (ふ表)後気をﾡいて推定したも 

と、ﾡじ結果が得つれた。

・5) も系樹の対的ﾡさが、Wwみイイ ・2) と Hcoc
ﾡ兵ビじく 形状商をﾡﾡする ためのﾡﾡじしてﾡかなものてあ 

るとﾡﾡした。 ﾡ状布は一(にﾡ高の約4クの本減系でも?不 

マ派ズ となる。 #居が二 より戻くなネど形状市は、 は?さりど 

一枚に 減少 し、 «長べﾡ常に高い木P合とWじく・ ﾡ是浜が樹 

高の 30～ 40 妙 以下となる L状荷は平拘 し て. 求大ﾡ キリA 
くなる。
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*3函 同 令Kおける章木形状ﾡ とﾡﾡ長 との肉係

A ミ 之 ーイイ2cccc a ミ マイン -2cccc C ミ 42Aucw☆e 

ャ4画 -なにおける章不彩状商ビ 樹冠長 との肉保

A ミ - -zcce 8 ミ wPd2nt fイ

樹所の召分率で表わし ﾡﾡ 秩

ﾡ荷 の百か条 で表 し た樹ﾡ長
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表 林分内の形状ﾡと直経n相ﾡ

林およ
係数

基る 河 帰 ﾡ区級に 
よる平形

資 *

係数 係 数 本 
分

、パﾡ認差 状ﾡのメ 
終

愛

御 本

-22wuc -2432 士 a05? 2/23 2828 - ん/夕/ AT /2 220
Mfそ-パCで -QJク7 - 206/ ②42 2.924 -262s > /2 2o/
8a&ont メイ

一次林

-24よ + 2283 o./72 2ラ/0 -<2ク 6 よ oo

スeイ#レスcc -2420 二 208z 2/?4 222テ - o.44s 2 20
ら&2atメ2 -2226 +208/ 2.e42 ②92ラ -2468 4 4 夕

/ク表 ﾡ分内 の 形状ﾡど ﾡﾡﾡの相岡

林者お よ 
ゲ者ﾡ

相ﾡ係

淖協篡
相ﾡ 
係数

※ﾡ 
係る

g 帰 
保 永

樹冠条殺に ﾡ 料
「一 久 
係表

G 」/ 
校の面似 林

公
童
不

Nぐな 研高の単位 個
ネ

ン2イーイk<c -234? 士2o4/ "/" 2930 - Q&/ ス4 /o 202
Mそ -レ2とc2 -3クよ 士 o.e 4/ クル/ ラ2ク - 266 6o 勿 2o/

一次林

- 240 2229 a◇/z -の24$ /22

.ンe-ハ24Cく - 2302 土 e 72 22ラ/ -2/3 7 /◇2
6セバ メ -24よ0 土2268 ②2o3 893 - ノタク 4 4
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ﾡ合には、ﾡ. 社高. 地仕送ヒ よ ろﾡ伏商 0番ﾡ催はぱ優.

掛高. #十来.に よるセの と殆ん ヒ・何ヒﾡ又 のウくも 0〜ろ る ど

っ申索る 統閑 さ れ るが と・の義素がよ り ﾡ本的セ のるるか 

をは?そ り示すため、 ハろいろな予ﾡの内部ﾡ係を か桁 マでる 

とはﾡえなハ・

u 九イ-ス〜 のW令林の形状柄をﾡ木のﾡ新面径. ﾡﾡ 

ﾡ活長か、っﾡ すろための0ﾡ線協表

W

商

塵
(

イ
ン
チ)

直区、歯窗. 樹率によみﾡ天値かウ. んイx乙-<ん2cx と 

42ムam & にフハマは. 4っ0哲をﾡいたﾡどY次はﾡい 

ﾡ果が4ら、 2&イ-んMcx ヒクいては その#友ハ4以内 
てあるくどがケった。 (8表) したがって 4番督の函子聞? 

地仕指ﾡは、 経、 ﾡ高. ﾡ長Kによるﾡ係に令まれる以上の影 

磐を秘状商に およ区さ なへかっ、 返してもよいる、あクク・ 地化 

*の じのよク は形ﾡセ4他仕の木は、 高い地依の木よリ も 子ﾡL 
マ スさな平状市を も?ている<どに系ﾡがあるよっにﾡわれる 、

<のよう似ﾡ係のあるつとば、 特に -xe -2ce の 消 令 n
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4区 &4そイれ2とイe の 同令水Q 彫技 南 无 進 へ の 包 任. 例% 

な冠長かみﾡするための共«協表
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二 の従込結県を希め3と 単木の秒状斎の天動は40 ¥独督る 

1、干れよリもせ目浜とﾡﾡなﾡ係がうリ、 <れかク運ﾡ法と全 

く Yじﾡﾡが件みっれるるあろろ。 ﾡ恐辛 と共にﾡ径と ﾡ高を毛 

経す*ば より正確似形移状商のﾡ逢べ将. そのﾡﾡは、 直 

&. 樹市 地位相数をげ い<4れ る*ﾡ とほほ ぼ・ ビにろ 〜ク っ, 

っ ・

ﾡ々0林分内るは、 大経木叩ﾡ大Sなﾡほをも?ものk、 小名 

木即 り 雑、城取そもク もハにヒべてマ、 平均して 形状ﾡが小で く な 

るL いう, 優かるゅはあるが. 一ﾡの ﾡ何がか ろ。し たダって、 経

ヌは#は浜る林かを余坂すば、ﾡﾡ精友 そ優かはがっﾡ上さ

ケ法、DとHを 結ず月 の 

交次と c そﾡん 

る、ァ2 を統む
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7 □ ペよawt 次の同令林の形状帝2木の 

な冬、燃高.ﾡ冠長へみﾡﾡするための茨 

雄阅 表

C

直経、 樹高、ﾡ号率かみ形状商名番ﾡする共領なが「 

ヒ、 <0uによみ裕ﾡ/正確さを示オテーータが"ﾡに示し マカ 

る.<0なWは 峯次法。ク表) ス はﾡ恐だけ からく 8表) 

得られたものより 糸分食 ヘが. + / 蛍位を越文 はへﾡﾡ教差 名 = 

クこ+ 林分ィ ﾡ奇を得る とはム p 本のﾡ価がﾡﾡるある。

負 
必

Fめ 3

第

0

百
か
空

VV
衣
わ
し
た
悔
运-\

形

状 樹
-60

2

-3ケ

矛法、D

?0

2

/ンの

ヒHとセ 結か

4と0交呉ヒcとを 
お X て. FQ そ続む。
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多函 そイ-メccx の一;なネの形状市を木のキ, 掛ﾡ、 

せ冠長ふろ来す ろ ため の共々切表
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//長 府高役. ﾡ高、誉冠率によな予多状商の椎ﾡﾡ

林相 およバ 
ﾡ 種

会 休の
T 状 
の) 秋た 
発業___

¥木の形状向のﾡﾡや友 20本の推望 
値によ る 
in

平均形代新 
が /% をだえ 
鹽曜藉 夫の

1 ¥
今

えeイ-イ2c 2 $2 シ” ◇.64 久夕, ムク

本 
44

ルズ-<んzぐ クー? .9 ク、佇 o.44 3
夕o&oxプな .2 2、 4 ②22 /、スク 3s

一次根
ス&イ-ゲれ2cぐ . 22 M/夕 2.ふ2 a34 ハ 5
B&どawt メ .6 、2 2. クダ 2 ッ 42

. 公式 JD4x=4

ぞ = ﾡれとﾡの平均

< -項の偽差く$Dxは4来03らんからしったもの)

4 =ﾡﾡ0領ﾡくJ2αは上の3らんかっヒ?たあの)

ル =ﾡ数

a•
一

2 方決、Dビげと左 結の、 4 ビの交契と

C ど花ﾡくる点& 読む,
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ルタロ 六0ム心 ん の - 次の ﾡ状両を 木

• G 直冬. 高、 #冠長から支するの
共ム表

曲
窗
直
径«

イ
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チ»

物
K

商

樹
向
の
笈
分
浮
キ
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わ

し

恭
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〃

女
 

ヒ
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2
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.• 
- 
/

こ

方

せみ一と べるで る,しかし、 この 択係はて フさリ しーセ 八)で 

は力く、 絶対形数が状商ヒ正確には比していハのる、 パ 

に<のﾡ係を利用するルﾡ が ボる ゅ合は稀 マ わゐ , (2.p クラ,

林分ﾡ子の分 44o ダ 〜/2nu
平均形状ﾡ 一般にる林かの会木に問いられろの で、 林かの
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件と子 均状商 との Mヒムのような 系べみるか ﾡべるど 密 が 

る。このよっなﾡ係は、 号の逆木かク形状市を椎ﾡするよリ 

も候ﾡにペ利 るア ろ ろ。

樹ﾡﾡと形状高 とにはﾡい内係のつみニヒがﾡに示さK ていろ 

nる、、余の平均帝状高が・ 5木・ ペ新木/平ﾡ林ﾡ率どし 

てぱ経でさる 対的 *香長 と ﾡ修な ﾡ 係べる とi、像丁 参0は台 

総てつる, ス衣か? 同令牀の* 均彫状商 の緑津例差の修 、

か*の / 〜 84% が 平均林河宰 と K保の あろ ニ と ゲか 

る,成建 の分故み. 令、 エー4 -当 ネ¥、地位数、#、 

P#古後と内係がわると K、之ない。 デー タ0利問でる- 次の 

後ゅ統的結系を得るには少なさが. aシム々" 户 OW 
Aるは 4っ0利問でさ8林かのうや/だけが データに当て 

りた形状商の面家か? 2¥位以上ﾡ? ていﾡだげ るみる。し か 

し なedイメxwce の-次林るは, 林み根句が示されてへス 

が. 条の散体リトも っと大るあった。

82on のゲラフによる書相げま«/)る、 询令林司 資料ををラ 

2解#レ てる と、 平均形状市は 林令ちよ がエー カー当り の本せ 

ﾡのW係のわろ二じが示さた。林令特に々令時には 

i殺み出子る力る ・ 約 0 生まで トウヒ およがモミ め両令 荻 

n 平約形状 ﾡは ﾡ、ﾡ に 才る. この年 令名 昭 さろ と 

uざノ-Mxce と 4aどc&wt P 0ﾡ伏はﾡくと來化しハ, し 

wイる イ て、は伏南はそのまま上呼するが、そ 

の上昇率はくﾡるわる。 M:ァAx (?)は、 約*2年生手るば秒 

状商 は 外令ビ 栄 に塔す るりるっている.

ト 均砂伏ﾡは 強名 5ぬ 0エーカー当リ 本被が /220本ムな 

るでは、 その着4と共に大さくがる。この本钱鬼度を越えそヒ 

痛如ほ 忍り 久%( ।、,牟展、 メ2と2w ペ2 のﾡ合には、 エーカ 

-当り ノ202本上の分るは、 形状ﾡがかが?俗下才る 

傾向がみウ H る ・

スンメx (ラ)はヌ、 あるﾡ闘内 aは、 ﾡ茂 (Mﾡ )と※に
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予状有が格する ニLを便測レ た, 平ﾡ高ヌ は地位信で考危 
チれば、催かがみは句上する。

*クゼ -ン2zccの 平千に帝 花來令と ZAX 3.< 
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/2 拡 合ねイda?t だ
4,5,た うどu 

の女筑表

何令への 平お砕状帝を かぐと 

以上n 本数かつ ﾡﾡするた
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ノスﾡ 千せﾡ.、 およが林令ビ3いu メ上のエーカ-当リ本ﾡ

による 令の 平 形 状ﾡ の) 椎ﾡ食

半

用

彩

状

相

/い0
ノのゥココーク0
/ク44] 

"クー

de A __

-/40 
ーバ$02
-420

/ バ--/どイ

-809
ク20- -/夕2o

-2022

4 a -

420-

400

30-

マ0ク -

傾
径
三
イ
ン
チ

IX
上
の
エ1

カ|

当
リ
系K

*私およべ 
な分※

平均 
争鬻勢
-イ ﾡ

平均ﾡ卒に よる 平ﾡ形状ﾡの 椎 林令ルエー ガー¥リ

縫 桁瞼 齧 ぶ
花 汝

塗 き

ス4d/-れxc3, く 久” ク" 之分 25e

4イな#accr 2ク ク. 2 WAN . 2 3 スク2
みo火aw チ バ 3.22 2 ク“ 2.»/ < ペz 2タノ

令どﾡ径3ら 上のエーー当 り本数へ っ子ﾡ状ﾡを椎 

逢才る※株出表が、 &/2 ロに示L てちる。

林令とエーカー 当 り本※の動が千ﾡ場浴寧0変数と ほ河じ 

ﾡをスﾡしていろ二とは、 ﾡ十冠卒く悩 ﾡ し た彩状ﾡか 0 

が、 令ﾡ\、はエーカー 当 り本※ と会糸柏 Kを示さホ、 Aビ エ 

当リ本※によるﾡ来値は平均ﾡﾡを秀高する<どる、 ほ 

X nか、し か改巻 さ 饮 い と\っキ かワ 証ﾡさ れ る.

ニ P。 ﾡ夫値ば 平不 ) 特性 によるシ の よリ 不正確に 思、えな べ 

(/2表) ・ク表どZ表のそ0ﾡをビべてメよ) 産格数はかな 

リ高く、次雨上は河型ﾡに満ほ がウ くとﾡわれる,

"〜。-炎2 の異令、 合の一次糸では、千均ﾡ活率が、

※ 有ﾡ函千でつり、ﾡにのべたよろに、 形状商と裕号ﾡの 

内保は、 -と&イ--イwc の-次でははっさリ してハ。レかレ、 

:の研炎で門 いくハな一次は にﾡﾡしたよクに、比較的 順 

ﾡさで形ぞ商の交動を部を示し マおり、 値々の林かのド性を岬 

べマ // ね ヒ、現地て、令ク林かを、会ペ計ﾡ t ち< なわず、イ ン 

スビレ ションだける臨当形桜に振りかける二と ゲマ 代どﾡわ 

H るかり 、?る リ し た栄国が示さ れた.し たバ < タイ-

メんルカxと8 の-次は、次のよっ2っの04に入な。/ " ・

F& 3 ろハは水ﾡ樹とのﾡ次求の如何を同ず、

さた とcoイ イメce々 り一次 林 に 施用 さ ね 石,氷炭 以
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ﾡ冠をもち、 ﾡ及性の登地型も に0名に入る

/& ?。 は、いろハろ払他位とﾡ交代ﾡの-んz&イく と広系樹 

の大る六がアへたリ、牧盛 W 奴 た被去水ト庭 用 W ねそ,

メ2242c P の - 次 〜、は. イ 24と* マ 示さ n 二 E 
か は か立 し なハよクに同える べ、 休分 の組そのものは総て F、Q 4? 

の商にp%・ なち 総平均ビし て とる< とがるさる /4ク スは平 

円 #恐 ﾡは正確なﾡﾡ催を得る のに央え々 ・

ほ-ﾡハ子 均形状商 と次ﾡ幽 にﾡ悟でき る#I#の きﾡ林分 

の新性と の<の因係は. 參 老 ・2) o Azっx222 んイiれ< と 

"々ヶ在 (9の女方系 ッ&な ◇u と た22cA に阿 ナ 

今ﾡ とお二なった幌ﾡ括系 とよなるのるわ。マー&とみは 御ス

G W状 窗 を 計境す否 深に怏 孤 ) そる 高し αハっ たの〜 はは か長 

ペ 42aeペ-vccs そF&4 〜わろりしたが 宅は桜 

我 り の補正支して <の 株分を & ク3 の 当に 入れた二とに千ﾡ 

。 (二 Lに 注ﾡをﾡする,

ﾡ種の形 の比 Cクwy24u〜イt^c チッー2t 8 イecceo
<の研に用 "たダ種 多株 の か の状終を胡べてみると、市 株 

なかヘんる調べた -の3 ﾡ種/ 形状に は召ﾡ相ﾡ のる < と 

がす ぐに分? た 商ﾡKに な ? ている相ﾡはﾡ方ﾡを令たL た形状 

出終ど桜阪リ n の今味。 る引合にされた tみ o 催 か 交 納 ハ? 生 

ビ たも のるなく、 むしろﾡ 本的 以 齡彩バ木 投 ﾡにﾡじものの Tボ 

帝スは 相対的細 り の相を表わし てハる。 かか、る相曲はﾡ交 #の 

平均ﾡ状青を比べて みるとよくかる。

-とeイ -イ/ん-〜cccく と 次aイamt 声况 は いれも、 三の地方の 
-次にづハく衣系樹と混交レ て いるのが皆面でわる。

e -イ/xc々 と だゅイ-2wu 22 はヌﾡに や 二 次 る、し ばし 

は*マけっる・ wんズンイ〜*は-次林がなく. 殆人ム縦て 

が, 二次生の何令 && - だとイ 林内に名生している ・ ー依にぬ 

そ似レてるが、 混交 して 、ネ 騎ほ -々&イ-<ス よリも

子pピ-+2～t だイン を伴 2ていな呉合がすい。

ンeL んwc2 は令ﾡ交内 マは、 平均し < ペマイ«4t メス 

ﾡは レメイるースc よリかなリﾡ高ﾡい<とを eマ(&) 
a 殿し た。平用秘代前をあ文た限合 a/ -〜ce は

w チルス々 , 4a.よawt メイ2 より的 4%形状商 0向ハニとが 

ﾡでた。 イ ーメxce と 42cewc &2 ば - 次林るほ千均 

. て部ゅじも、商 #種岡のﾡは同令林とげ林に- 次かでも そ 

の系ま 係 れて ハろ。 々％〜必九 メな と w&c広 一 は ﾡ 

交 レ 、、 そ/ 合 に は. は?でりし 形状哲 0ﾡはなハ・

<9n 巒状的と唾装、掛で卒、 又は 直径. 樹者、は乱 

※ と。 炭係を示す 団を訓べて秋るビ炎証される。- ﾡに現わ に る 

垓' 矣. 樹活長 候 板の 節 圏 て ほ. -そeイ-メ&cece の町は の/X" 

- メと , んcな -ンce よリ あい彩状高 花 示す マ、あみっ。林分 

函 孑 ( 令 みないはエー ー 当リ本数)に よ るu の場合には.

4o&xow P の 總呼依 く、 引問した他0状ﾡ結※と-ﾡして 

い % が、 イ & と aそcな交 -zc& にばは?でりした 
ﾡははハ。

敗豉リヒ 樹•反暦に国係の%/義素 だ2cど〜 ブ *xな 

-4AeどP &nイ ペz そイc&u4d
戒表ヒ 表方単 木冽禎 の 推定谪炭 は. 半 均彩就南 の交代 どW#

< 内振Lはっマいる古不の桃決ﾡとれ限り の豪戦に よろ形省を 

受ける。しがっマ、 ど"0よっ素が ﾡ成浮と枚浜りのﾡ税 

係し てハるかをﾡﾡするとと が・大切るつる・ <の=とは、 

並名が主表し ているよっ は 本的形ﾡ表が *ﾡク 湾高置経か 

ら系りを除く 二じをﾡﾡヒレ て ハるﾡ合には 弊に書ﾡマろ る・

<のよっな表をYへるには、ﾡ隊のﾡ高直経/洲ﾡをE常直 

に 置す とめ) . んハのﾡ 弊年が以るあ ろ・ しかレ、共本的絶 

) 表べ阪 りの除去2保定し て いハ合るも、は付 ﾡﾡ盤名 

双 内面名にﾡすルﾡ がっ り、 収ﾡリに対する考ﾡをせ皮ﾡ 除
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L--ﾡにすると候利な<どがかっ マハるハ / の合にほ父 

かな4屯 は ・ま なハ ・

< の研 マは、ﾡﾡ と 格高 にお け る 限 り を別 々に解す 

ことにした, <の西ﾡビ面冬. 総を、 耐ザ商 材ﾡ長.誉数、 

妹令、エーカー 当り本状、地位信数と。 番相ﾡ係数をネめ ,

リ みれどイ -才4へ22
ﾡ ﾡりの 授合 に ぼ 会ﾡ 1 の か なも 分だり が、 <っ。 数催 〜 

表2るばそるﾡされるにすさ、 際ヒに ほ. このよっにボ 

ﾡされろ変動は総て 面経 とﾡび付けっ る。もっろ ん大名 木ば 尚 

両にへさな及をも?ている。 るり)のﾡ動は、 =次より - エ 

ﾡの方が、後くとより ﾡ権な相商 がある が、 二の<とは二 次n 
デー タ がるそる りなﾡﾡの林かか っﾡ的に収ﾡ2たも。 < 
あり、 したがっ<- 次 タ デバー ダ より不均孫なものて、あゃ二Lか 

う福像«•き方,樹冠武又 ほ 影状南 を力議すれ以ヤ、 回径1けによ六 

ね3 りの担注価体 か が? «水2 るべ、 <はあみのる 場合 

には?そリしマハるわりてはハ。 /3表に示レて あ% 二 n書 入 

の梨え格数と決ﾡ権数はいろいうなﾡ係を示し ている,

2 の-次の合だけ は ﾡ褒リ のﾡ扱ﾡが小" 

以上とみるこ とが証前るるた。

みた -イcce の令林 -イ -ン〜c& , 合2Cou 

4 の-次林の場令には、 はフるリビ曲依性が現わていろの 

る. <ら0係後は直各と板ﾡり ヒ0Kの相口ﾡ係の完会なﾡ采 

を表わレてへなハが、 かﾡのへﾡかが、宝他性ﾡ八相.成 

は ﾡ値で評価 <・冬 メい催« n ﾡ情 * とイ がある よ っ c 区 < イ

千

ﾡ ﾡ 度 4 くイ>テ)

/3 団 i 令 林 に お け ろ リ Lﾡ高匠経との同係

6 5 イ 4な2cx タ、ミ wy&とな -2 < ミ ペzKo&
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/ 団- 一次にわr なﾡリ と 方市 ﾡ各ど の 回係

-45-
ノ3表 ハハう余上 ﾡ市 におけ るﾡ リ)どハ指岡

ﾡ項り ヒ
相肉八 

力ろる条

忻 令 一 次 ポ

九e-ん2cccs wC2tAんncc 5o火a2nt だ -オイーxと< Ba&w*

ﾡ 交 
宿 数

・・ 常 不 
格 数 信 故•

単冬 ※ ※ 信 炎 堅る お そく 惜状
天
他 数

発族傲他的 
手 茶

&8 ②ス 284 2 24 230 o./テ o.43 クル Q.82 233

4" 222 2.2 o. ムナ存 22 247 a osよ 2a
単新&と# 2.55 ◇.z .9/ o. e.94 ク 4ダ 2x as ◇2?

2.协 223 2.22 久" クラル ② 25? & 2s3 23

各数ヒ肉係させ長条りバ、2、/函に示L てる。ノス乂- 
イルuce と 2ズ イん のﾡ令林でな殆とど、悔じるちる- ﾡ高 
ﾡほは 3～4ぬ報にるじﾡかが老ﾡを受けるよっ にな る が 
/2ぬt ゝ人下るほ 系り千始しる ②2ぬ をぎえハ。ﾡ系り 
は大社郷て 危ﾡにﾡ すべ、 ばっ リし た 彼向 を 決めるほど、 データ 
は引く ない

夕C。x.. 乙 mi 令ﾡで優なとﾡさせ桜ﾡリ は.
wイ メ ノ w&な ce のや半分に誕 ざホ、 < o 掛種 が 
産［将ろ任ﾡるば平均にて 4/名ぎえハマあろろかっ、 幸

上殆人ビ 気ﾡる そ*っ・
え 令木 の り k . xe <パzccx, 422uペwt 2 の い ブ Kに 

クハくも w ぐ杯 よ リ ハ 大 マう ろ ・
、ナ 0 合8、 ¥よ0き4から始ま ・増加キは 系初 は4ﾡ 

でわるが. /2ぬ以上0置経0不て体ん上する. <0径等るは、
式り は平均し て -xッイ -zce て Q4 クて メ2ン〜t び で 

25.れ 乙・みる・ 24が4るは、-zec/ スとなc& 老 会 木の 略帝 
商経は叔ﾡり のそめ約 2ゆ、人さム"てハる
にのがKに用 いたたデー タみウﾡ数し て 客ﾡ的で 形坂材秋求を 辞 

し く 味 したL<ろ、 系の伯ﾡについてでワにいく っかのﾡ
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がはっ き!Lた, ﾡ輸的に天めマ系 にする全の百 

分字は 注 Mパンそ んxcx , 2a<uawt チ 場合に 総て 

の4桜の不にっいてほほ-一条/よっに隠わ. 平均レ <商有るは 

約ス. 終者るは/ク 〜ア?た. しハし. 父dイ<zce の 

国令林力補台に以. 2it000/,か?.4ク の木のよIに搭 
加 し そ ハる. 方別に麻し てみると妖烈りに対する正市派の 
百 分字は林か ﾡ内予状ﾡ 0単加0L 糸に滅少レ . 令と に怪か 

# が9 ﾡ不丁る,

注 ﾡ系/を 合む全材系と、ﾡ"材破ヒ0差はﾡ上か?のﾡる/に対れて枚は 
をプロットしたぜを プラ>メーター <刻って件っる。*工術" 材ﾡの直径は千 
係#年0みて性べたょっに#幹0主委位値の統部終を地Kネ。氏して求ゆら 
べる. 桜系りを含む会ヤ微につハマほ /フィー ト の失まて、報て概玉りそ長 
アるぱﾡがある,ビハクのは州上 2 ブ(ートJ下はﾡﾡさてハメハかてあ 
る. 我制/フィート夫原外？ほ円膚形«りろと寿えた,

料で 8aA そんるu.d。

株技すそ何じ次み手る、かﾡ丁ろと・ 祝及 の場合に萩べてA 
なﾡの よ リベさ な秘分が.数催て意わ る区子とﾡ係の みる < ピ 

が記さた, -大林. #にxとdイ-zccce nﾡ令の場合には 

菱師てるろか米は係て面区と話び付けったゲ. そなる c< 

とメどawた の可令林マけ、 他の刈を可ﾡ～ビ子ヒ図係ずげ 

み 余也がたかにァ? た ・

1経外に糸令みい は地仕格状な布 ﾡナれ はか終を可たﾡ リ 

ﾡルさ生 る正確人方 法がとり坊合 にセ おつ え ろ 一. 二れみの日 

チのKがポに首て-※し ていみ と田思え力い, wxiな-&wce 
の場合に は 地仕信数は 路各に次へる重表み函子でう ゃが、 株 令 

の受なほ半洋ヒ ハさ ハ・ <にるして ん の H令 林

の s合 ヒは. &どN伝のハﾡんど総て0余ﾡへ ﾡルは令に 

よるシのてわっ,
いろハろ メ内係名示た に、 (っくの 値«約ﾡ反係数がル

なに示し て あっ忘。

u 表 小ろハろﾡる Lﾡﾡにおけるは専 とn相ﾡ

1 令 浓 一 次林
器29° エダー V24ce 82222がu えezcc 82とtm だ

さ 龜 だ生 国 公で 愛そ 森 1 友保 あ
・nX44 o.s ク•クク 久" o.2: pよ o?/ Q/ 2?4 283 o40

a8 o.45 242 o42 o.4 o.42 oよ ククノ 244 o.44
新荷整臓 o.? 24 e4z 2.62 ク“ 247 -・ - -- - ・・* - ・ ・

#部名とは& 久" ○.4 久” 2〃 o.4 o.53 oよよ ク20 24 244
ﾡ 放

尚号に対するぐのﾡ対ﾡはるアる。 すメみ、 与えみれたﾡ 

ほ体の不対して. 老令と.写い樹伎そもっていろ, 地位ﾡ 

放 ﾡめ系は -ぱに頁る、ある。 サ4わろ位 o 天件が ビる、力れ は" 

ﾡﾡ位の木は、ﾡ先ったセの比べ<ﾡ 小ﾡ肉 ををって ハo・
x -c* のW令妹の商高 Kおける林快予体ﾡ級と-をの 

ﾡ係にみるよっにﾡれ、 平均して 茨付直4のクるわった・

xイ-zc。 O-次林では、 商経と関係2ﾡﾡ状では. 4 
坂0格加に件っ < 寂少 ナる ・ 小作*では7%より総分るくなる傾 

ﾡはあるが約0ぬ手〜は。 ﾡ林分とKiビでるろ・ レかし、 

大継木くは 浪少 レ、2グ坂で・はﾡかにチ3〜ある, <は、

く ﾡか?著し 小層がロわるﾡに砕状の外後がを令木か、っ 

るたカビ邸わろ,

曲ムルれ だ 0ﾡ合には 置径とﾡUさせ書伎愛は. なて 

の経紙にっいてげ令ニ*まリ も老令ﾡ材杯の方が大上#? た- 

/-んな..x とはKリ、 Aビcaw た2 -次の由次は、 

置後に対して-の\保をﾡホ〜ていろが. 河 令つ大のﾡ条は 

経城の塔加ビ共にﾡクく減ルナる。 <のよつく番良ほ 舌が種の 

ﾡのﾡﾡの相ﾡヒよ るも の 冬あ カ り, だa合e&w び 平
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みﾡ沢ば版るせす、 したゲってえ令では. 経名に対して一ﾡの 

K係をﾡポレてハる。 2a&x 水 の一次るは. 商向高にが 

げる格区ﾡは なての径ﾡにつハマ浜付区経のや 2 維ボレ 

< い が. 他方何令林るは /2 厶 の木る約 4 % にA下 している・ 

w&&。-イc のﾡ安ﾡ 幸ﾡヒ小を似各験て-2。/.
一 のそれとほ 像闸 じてあるが, 置名す〜/。 ウ のﾡる、 

咏 相対的に卜でくスり、 二れ以上の各牧る 史ﾡ的に公いﾡ 

合 を ボレ ている。尚高 西名2 ら 坂るは約43 ノ2ら係 マ 

$2 クピっぞいな。

<ののﾡ係は 、図 に示し 2 あリ、 <の図かっ

zん夜 -< ば#皮 耳に頁し <ば ペaどaawt 2 と

e - の中可にのあること がか 8 てわろフ・

ノ3ロと 函Lを比べてメてそ、商高直区に影ﾡするﾡ張リの 

六るさが このﾡ種の面名 /2mれ以メでの木では 両側林月 

の ク上と人?ハつとがはっそリ丁る。 M.A お /7t以 

土の クZメスuce 一次の場合にけ ﾡりが掛皮写よリ 

古ﾡにﾡってく る。

樹快 ﾡと張リに対し < 高 ﾡのﾡ小ﾡ

ア&Zイ _xeoccXp 2 aジancet 次九々〃
&ンパucdd a/ 2 -4we2X

ﾡﾡリと才写に彩省するド子について の研究で、 各督子のな

動が主と して ﾡ高面なの交動 yﾡ係の あるとと が示され て い る 

のぐ、こ の向因 子を同ﾡに方ﾡす るﾡ従を提代する ばどがア ろ ・ 

材系表のﾡﾡﾡﾡヒﾡ将するのは. 商高にわけるﾡ以号, スゅは 

ﾡりだけよりもむし ィその和 るあ %から、 てのケ法はセっビセ 

際的セ のマけ 版 はね ない.

ﾡ高五経に対するﾡﾡリとﾡばﾡよるなルのW係が ク, /& 

uに示してわる・ 各因るを別 々に ロ ットし た物令 よリも、尚条 

¥のルハととがかるてあク, そのﾡﾡは 張L樹ﾡ0

/今

ﾡ回件 くイ ンテ )

パ図 研令におけるお彼ﾡと 府高置経 と 伝

A ミ るeイ オイ2cx B .火&乙こ -d2ce, C, 2どkawt *ン2
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-5l 一

名性は. 性方向るわり、 そのため、 ﾡﾡ2そろ保何べつるかっ 

マ みる..

<0尚 条ハ nﾡをﾡn ﾡﾡ妖差ぢよがつれに*た十る離ﾡ 

数. ﾡﾡ 滋が よ表に示し てわる。ﾡ高置ﾡ 公ﾡルそが直経 

けのﾡぜたて冬る二とがわかる. <0の株ﾡ救ﾡは

イ ーんスつA の - 次林を 除いマ. と・の合にむ 22とtをﾡえ

く ヽ, か ンイ -イxc4 の-ハ場合ヒのデー タのいす 

よも ハ、相 口が高 い.

出に祖Kがも他い 点ノン"L メ の同令林の合には-ﾡ 

E 確ﾡ価い料れ る .

よ系 掛皮写 とﾡﾡソ に よるﾡ市て経の承少ﾡ 0株ﾡ若度

おFが

当 m
総ウル番
の

会ﾡ少番 社ﾡ特友
の て表れた 
堺全全

ﾡ木ﾡの 
牌颯

梭線美 ﾡ指数

n ◆林 以 加 ・/. ・

スイc& 久 3 422 ク.ル e.43 2.4 .3
ルAM2kcc ク. 2? 2/ラ ○ク/ 2.$2 2 “金

8a&owパマ クノク ②/火 o. o. 2 34 2.2 42
一次林

o. 24 久” / . 2 s4 久ク

226:anヴa ◇、32 22/ o.44 2 $4 2.4

4 ﾡ /*林のﾡ快辱 と ﾡ商経 と O ﾡイ

A ミ eイ -ん〜cとc 、 合a合aawt チ

二 « ヘ外の 円 子 のヤ智に つハそば、 板坂 Iノ ピ ﾡ 弓 の静添る大 

ﾡばマわ ・. その変動の 大ﾡ分は ﾡ高経とﾡさせ て考える 

< ピ がでで るかっ. ここるは.番町を 面ﾡ 円(ろよりは、 格高 

ﾡ4の ※ク 曲 ﾡか っ nが差をﾡべ るほっ が挙 まし いよろ に昭える。

処dイ-cce , たな-Az4c8 の同令休のﾡ合には、 河一優

の木のﾡ高面名と帝面なと0ﾡは. ﾡぬ化よ ・不長也化の方 

べ大をくろ と ハクー定のﾡぐがみっれる L ハレ ・ -次ない 

は メa2αwメ のg令林の場合には、位位相ﾡは有ﾡみド係 

2示でひかった。その 影 省 が るアると い そる 一z&2イ-れtcce
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所令分ヒおける杯張り ど樹伎存によﾡ商高面径

の ﾡ少とﾡ市 面経の 茨 係
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/グ協 - 次わけるﾡﾡ と枚系りに よな高ﾡ名 

。 減少 レﾡ高置名のﾡイ



の)H令の場合ですウ、 ﾡ冬科及のﾡは2%下そみる。

・ﾡス相ﾡは o./ かつ 29 にﾡルする.)

他 の ﾡ登るは. はっそハしハ が、 4Caz メマ の 同令林で、 

は林令と一のﾡ係がある。"名#の イよawイ ではﾡ荷 

面各と正ﾡ恒径の迷は幼ぐよりえ令林の方べスでい, し が? 

て、 ボ状高がし p W経4のネハ材ﾡは. 幼令か+ りそ会 

外方が小でハ, しかし、 形状ﾡは#令じ茶にﾡにﾡす繰向があ 

るか、7、 杯令がにわよす影谷は相袋2る。

林令4考 急づ れ 、 4&ムaaxt イ 周 令林のﾡ市き優 の ﾡ少 番 

の従を値は約 /4食く似り、 ﾡﾡは2みの か? クタ に 

る.

そ状簡0交動Kに対する 接 箔: りとﾡ波 号の変動の対的ﾡﾡ a 

C o o ﾡ子が滋ネス は林分材殺におよ -才彩場かっ利者マる る, 

4 表は状商0裕未値とWﾡをた不ﾡのﾡ*ﾡビ. 代 

浜り と#みの格定催と をW座るたも oと o比ﾡを 系す, 為 

け、 径. 材高、ﾡ没条かウﾡ来したﾡ育のがﾡ役差 ・ノ衣) 

の ノー絶 る・あった- どいっのT状荷の/ 単位ほ略 ﾡのメケy 
にﾡし いの、つぐある・ ﾡは. 約高電俊の召か客 る表わし た 株海 

呉ﾡべ ・単&の ﾡ 教ﾡ ( な)を 様不 内 G 平均商名でﾡ 

リ <* に 2 を示びた ものにやしハと定し 証ﾡ約方ﾡで求 

めった dお、 ﾡの 誤建は 直卷 の 百 分率 嫉差の =修と 力る二 

と は前ヒ系レ た,

ﾡﾡ り と 樹•反卑 の 単木 の 動をﾡだ する 場合に 2く -ce 

の - 次林2 除ハる、 形ﾡﾡのﾡめより 材教ﾡの小さ く2< と 

が宅るる。レかレ、<れみ0※値を判I#丁る也令合. 払ﾡ表は 等 

不 の。 ﾡ又は益会の 系渡冬た材ﾡを式めろためにHい2セ0る. 

ﾡ木に対しく大るﾡ茂が得りれろど協4るSい< とを会ﾡ i
おか ダヘラメい ・

承り に树反印 の変動 に讽感き 也住ガヽ办金右")物殺の 様ﾡ係北 

は、記帳でた本社のマケに比例し てﾡﾡ的にﾡルオるてあろっ
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しヘし・ 半 何他伏前バニの 給文 に示レてあろ長ﾡによるか、 様 

本木を天洲し て ﾡめられ 饮 ば T#音 0衣ﾡヒ肉 度2生 た検準ﾡ

は 二nよク決ﾡに問ハれた ﾡっく s0本下0本数の 

方以上に 吸レするつとはいマあろっ ・

したがって. <ハ2っの孫因によるﾡﾡﾡﾡのな、がは、 認 

ゆさろ本ﾡが方程 階加す左 大刀 に終ぼれ ろ, んル屋人レん 

んあu 0場合にみみれたよっに、 <れっの松種ては 平白形状荷 

の権が ﾡり*#渋ﾡをﾡ危丁る場合よ ・シ? と置表なﾡ送 

の系ﾡでろみ ニヒ は確かるある バ、総名は大径ﾡ の支令用材林る 

a 前君 と同形名をを クよ?にス ・

結 ﾡ Ce7eどuxoo
この研ﾡヒを手しﾡ当ﾡは. -イ-u& マポ曜し て いる予松方 

ベの役 表 は回任L ﾡ高だけ よる著風の独表よ ) れて ハ ろ 

ど他じ みれていfた。 とハ?。 は坂破 は 細り の迷をは ?そ 

とﾡのマ い々ヘマ る、ある ・ 形坂ケ谷の 理 論的利途が末 除に 得ウ K 
メ 研ﾡ件 は、当 の平均T伏高を奈林会4ヒ 商ﾡする<ヒ系 

件. ﾡ拒のウく平均イ状ﾡのそﾡかよイ ﾡ炊写およが枚駅りの 

※生がﾡ性により交る。 さらに. 級方式る作数された表の 

チ aは、 平 肉 •修 秋 高 お よがﾡ高面経 の術強経へQゆ正甚の※条

者(の表て行わ て いるよ っCd4と #高を押 ハマﾡった 

お F り シほ < い る程高 ぐﾡる ・

2イ / ノ " -/ン〜ーこ , 合24-22% ど フ マ

fった2 研交 < は. #夕 存じﾡ殺の変動を直名 以外 のﾡとそ 

脅似 <商係 イけ み こヒぼ WT •な カ、った。 際ヒ <の季 を ﾡ友す 

a w- 品ﾡ0表は形« 材系 会ビﾡ株に*足のくものてラろクと 

ハっ<と をﾡ味し ぞいろ,

秘高の分撤かに おハてし、 値任と樹高 が最セモ 我み田るマ 

みる二どが示をれた,砂状奇の交動べ 固径 樹両の※とW座の 

ある面 る は , 系にペ表的 テバー タ か、ﾡ切 な方る部製さ れ て
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おれ、 音固の内ﾡは育徴的に千状育の 向るを考高し でいる< 

と になるて-つウラ。杉林裕 のを化を密当r 考ﾡしたﾡ状切材 ﾡ表 

の侵秀性は 形状ﾡの世ﾡﾡが直経. 甘高、 樹受ﾡに*な場令合の 

ャ秋ﾡ差 (<の研で4っﾡ 歌も正確か、つﾡ除的形状市の 

推ﾡﾡ社である) と適経 と樹有 け か? 形状育 が椎定 之る長 

令、ﾡ才るく者iの 材ﾡ衣い場合設差 と をにﾡする < と る期l? 
れる, にク2っの方ﾡヒよる 形状商 0裕をﾡ友 の 測 漫は»衣の 景 

終の 2列に示し て あるが. 二 は、 /ク表に示レ < あゃよ・フに 

ﾡの百分条 マ表 わされ " そ っ上高未のあるもの 二1メ や <いあろ 

ろ ・

/ク表 移状有を求める る種の太法の材ﾡ奈ﾡ の比族

相上ﾡﾡ 差した時のﾡ
警事料野教禄導 
をﾡした時の : 
承準認ﾡ :

注女ﾡ ろ巻 合
同令休 % x1
-Zとイー2Cc ふ3 22 /
ゲ&イ-&c& ク 3 4.4 合 クみを的 だ 4.4 4.2 o.

一 次林
えイ -んwC& 

ペaKoantだta

ク、2
2 2

43 ○.?
/.2

注、 物 •陵の 百分毒へ、疚わしておろ

二 れ 本る秀条でれた予次ﾡ式をで問し たﾡ際的方送のヤる、 

N郵に な っ そいろせ種ヒ つハマﾡﾡの表で期符で ろセのよ り神 

友 ゲ//メ上 べそくな々と布そのセて 今ものは一つセハ。林へ 

内の形状市が名牧Kより支名範ﾡるは. 形級方古は ﾡﾡハ表よ ) 

ﾡ友が与るど云えよろ ・ そゅﾡﾡては 一?の 平均形状ﾡが 

A杯かにﾡ用されろが、一方後ﾡるは形状ﾡは直径とﾡ高によ ; 

て 自 動的にﾡっているかみるあな。

したのって. 会体的に云って、 派«的なたﾡの際にはの方式 

は 大 ﾡか 他のがﾡ衣才宏じじ立場に立たね 帯収 フっハレ 徳w
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<Sよ2。 その種由は. 的な方法てな個でさるﾡりの相ﾡが 

通 名 ・ﾡ高 内株 K大さくﾡ映し ている かマ くつる。 しかし、移 

ﾡ分刀方法. ﾡ切か?現系的な手法ごあり、他殺てさる表名 

作秋するに表する本数を? レ、 ハろハつな敗位メ利ﾡﾡﾡ 

マﾡﾡ c表の締災がでさ、 各せﾡつるハはW 樹飛るもみ育 ※件 

の置っものに7いる 解桁的とﾡが能てある とハっ冬て. は?

りL と系をセ つている. <の求 終のか野の 中に *末のﾡﾡ 

* ナすの方の長への木会が存石 し マハる,

約 S
彩#ﾡ、ﾡK厚およがﾡ浜り の交釣にﾡする <の総ﾡ的な研交は 

#高表2ﾡげ丁るﾡの田子、ﾡに、 ﾡ名が前ﾡ文てﾡ表した形* 

修行•女 を っさリ と理ﾡするために行なったe の そあ々 ・ ニの研 

ﾡは /&xz&..zで、 いろハろな経袋、与令 疎京友、地佐. が 

百条件ヒわたってヒった, -2d/-シンc々, zイとな-メ&wc, 

&oxz Pン の ス、/ふ9本のﾡに共ずく も の てわ々 ・デ- タ 

を扱うのにパ>チカードをﾡい、 余には B-wcx と及27&a 
の 交素し千た重山擦相ﾡ決ﾡ問 い.

ﾡ高ヒおける桜でリオ グラ フをげいマ除てしまっと 地方る

1 細 リ は、 六八幹曲 祭式 によくﾡてまるとL がﾡ出さ た。 

x_ 2
子 &+b2

有高み材意ﾡ差は小数のﾡ本の場合に2 m を越える にﾡぐか 

っ fと, イ交 -2イ はカて 手リ が受 ﾡるあった ・ 

wd-a/cx ﾡ名令林るは、 #ﾡの上ﾡがしば"しげ公式の値 

を下系わ? た,

wf 今 0 /2イaイt チ の7て ゆま は -2e4イ -〜c と 両 

じて列っとが、老令の faどイ * 〜は 中塚以下のﾡ4る 

はﾡに公云より 大マ、 ヤ央夕以上るば市に小マ材横ヒおよ寸形 

ﾡ は他役さ れ ろ傾向求ある。
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分内 ) 形状育の検ﾡ術差ば 平均し <前の研 ﾡるろる 

= 43 整仕と そ っ蛍わ似ハが、 その変秘ﾡはﾡﾡにﾡ紙でるるﾡ 

マと宏ﾡ以Kﾡがない。し かし、 <のなﾡ 東宏及 林令、ャ 

状商のﾡすにクれ てﾡ少する ・

空兵と予ﾡの試係体. ﾡ種によ?マ※ひリ・ 直ﾡ的る、はハ 

大S似商は一牧に整兵の相対的り高さ と 口係べあろがべ、 峯条 

がﾡ高 の クケ/ 〕上 ヒなると. たとえ 形状商 は ルコ したヒヒても 

ﾡくわ下るウる。 、ﾡ恐のそﾡがﾡﾡるれている奇木の# 

状荷 は ﾡ対的に小さハ ,

千ﾡ形状商のﾡ楽誤炎を士 / 位におさ えろには 約火5 本n 
木)望長をﾡろめﾡがある, ﾡ高疑八株用ほ、 老令の ンな&/- 

<2ccx 2 名a2aot ん て は ﾡん と・ﾡ、味がﾡ ハ,

木の形高につ\てハ研によれは"、形ﾡの会な動のク3 
以メ上が・ この研天ヒに はゝっておっず、Kみく簡に はﾡﾡ的に ・ 

ﾡの さ河子ヒﾡ係ワ ある < と が示され た・研ﾡし た依ﾡ ・ 

表わされるﾡそのろや、 旭高面径 ﾡ高. 岩社長. 地位板が※ 

も ﾡ委るあな, 百経とﾡ高は減べ 0置 みを も?よっにﾡえる ね、 

<み0函子、 スのﾡ号をもち、 ﾡﾡﾡ岡があるnる、 : 

のﾡ郷相役2る。番夕状高はﾡ木が約42/eぞ にに比するマ 

は 材高ヒ«にﾡ加するが、 そ0総は余り増Lなハ, -

にスしく 形ボﾡ頃 約? tz の面名る疲大と女リ、 協経の指 , 

にクれて«激に滅ルする, 二の面経と秘ボ育の頁0関はデー .• 

全依と 同価 々の 林かでモ 伴か そろるが有育、るある ・ 研株 に余 

内 マば務木 0形状帝市は 像新木々中へ木ま り 平均L ・ 小さ< 

<れかみ期待でそるよクに、長へなﾡ尽の木は ﾡ小ね 材冠 n も 

よリ 形状ﾡは 小さ ハ。

材冠0氏さは. ﾡ稲別/子ータを-括しﾡ、形状市L数京ら

?い相帆を示す唯-の因子"ある・ 形状剤は一報に ﾡﾡ長が料 
高の 約 e " の ﾡ木る最大 に蛍する ・ 商は番ﾡ による も :. 
Kし*てﾡ受長つﾡ定てなる , .
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倍地 の幼木は-般に水位のも nF りﾡ状ﾡが子均 し < 高い 

けれど 地佐省は 阪径一母新一樹晶箧の闹係に吸収きれ方 

よろに経れる。直任、 誉高、 樹冠ﾡかっ木の状ﾡをﾡ足す 

る Ryﾡ協浜を作 った, 

<03っ0係名げいたとしマも. 平均ﾡ伏前の様ﾡﾡをを+/ 

¥位以下にするには. ﾡ40 本のﾡ生べじ表 てつる ・

W令の千均状ﾡは ク。 年生か区任3以 以メ上/本がエ- 

カー当 /200本の欧京項手るけは、ﾡﾡに塔加す念が、 <0兵を越 

えると. たど え塔し <もﾡかてわる。林令どﾡﾡ友か?休公 o 
Pﾡﾡ状ﾡ2 催たTる繰区表も作数しで。単木の場合ヒ 全くH 
じく. 平画形故福も. 變笄木、 侵考木の千ﾡ事ﾡほと町係グけ 

るとじべでさみ, 平均ﾡ冠長 0ま動は、 令ヒ エーー当り0本 

※の交動を不ﾡしておリ、 <を問いて 以的に表わせる <ビが 

かっ た, 名令林でけ. -の平ﾡT状商は商半にﾡ叫てさる孫ﾡ状 

ﾡを ﾡ香 する0に商ﾡ マさる,

ポ 交 Lバメって いるﾡ種る、a . A/ -2cc の数 

Mれtる -プ/レz4c 2 疟2/2/3 シ2 よ約 ゲ位高い。

子oawt ス と ンイcな 一2c< は一ﾡに 吸育 してい 場令 

とは秘状斎に はっ冬りし イ菱ﾡはイ い,府市にかけるﾡ り)〇六 

aは、 百経のホさくねるク<憎す、振りの交動0-部 

ヘだけが数包 <表士 子 <教照でさろだけて力る ・ ﾡにﾡの 

交動の大部かは党ﾡるさ. こは直径とﾡも 口係べ深い。研來し 

てハる林置る. ﾡ名が/2ど 以下のものるは、 坂ﾡリが両仙樹 

商号の半かをﾡえる に と はな ハ・ 前高回経が ? グa 以上 n老令 

Ad/-ペ&xc n合にだけ、世ﾡ写そぎえるにﾡざなハ。

二 の研をる天定され-ﾡリ は各ﾡKﾡ係 く 平均 こマ何令の 

ル&な _んい%c< の 全材 ﾡのス^ 令の 4aピaamt *入 で は 

/ % %る、かろべ、 &イ -/c の x イ2cc では#ﾡの百 

か 率 ほ称房 に塔 如し .ノ4ウ4 n面経るは よ% ヒに岬す る.

除上け、 張 I) ヒ ﾡ波承 は-ﾡにし て キえ る ことが てる る。



-61 -
ﾡ市面径のぐ滅少拡は、 高面径だけハ催たぞを. その係 

は老令 xdイ<パ&x< 花除いマ 22とれ を越えい. お

ﾡ 令 ン -c< の相ﾡ ははのデー 9に比 べる ・ かな リ 高 

い。ﾡ高面各ヒ 正ﾡで冬のﾡは F令の -z2/-ゲ2ccc ノ 

ルメ&-oパ の概合ヒ ﾡより低ﾡの方が*ぐい 
<ビが系それみつとシあるが. ニn我条を秀局、し-とと てセﾡﾡ 

の谷高は大ルて 上ゥハ。何令の 2aピdawt メイ2 の場合に ゆ 

商高径 のﾡ各へハ ﾡルをほ 年令ビーﾡのﾡがあみが、 

二がいろハろ令のか分るﾡ経役ハ木材にうよ 十 ﾡ 

は. 形状ﾡが林令ビ ※にﾡ加すろとハっギ來 <相求さ ろ (mべ 

ある

千梅ﾡ部の ※ﾡば. 所名安の塔種の立不材徴 を椎ﾡする 僚 

及り を老竜丁るま 丿 もﾡ委な教差の不因るつる< と ゲトっ る ・ 

と示されたが、 六径の芝令木の合にほ 総者、ﾡ君に匠づく.

延ﾡ<ミる形状商、 #成写、 桜表)ので動0すくﾡﾡﾡとﾡ 

ヒﾡびFけっれてハるnる. 茨体にげいろ咲には、 当ヒ岬数2 
れた者の本よリり それ経優れてみハハ, しかレ 彩•級分布の 

法は いくウかn校 術的K を ﾡってわリい ろ ハ っな 岩程々 同 

- 岩種 でも成者 矢件0う不の 分林的拠鉄の長 小代会を与 えみ,

引ﾡ大献
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2 広素樹小径ボの材ﾡﾡ
VoCwwu& とu4e イ -イt222 ーイ2とょ〜でそ 乙と一

ま えがき のucod. cxuwv

前 に 廃表 レ た 広素樹材積 承 を補受するため友業ﾡ小ﾡ太の材秋表 

を計Hレに。この表は4よ本の友業樹の測定ﾡを用いてお". 利用 

名 o～uよft 胸高四分ロユーとらについてK付上部夏径3かまでの材 

ﾡを与える。 その作教方去は添林をﾡ会調製の針業樹一桜材ﾡ表の 

計報に用いたものを若千低正したしのである・ Foua才 ece2d 46. 
と87としてお林そ民会がﾡ行しているﾡ樹材積表は、 今えられ 

; 河高u分両(ﾡ小便は。らt)と利用高をもつﾡ木の反付材私を与 

える。これらの表では、材示はょ〜6ぬいのK付上ﾡﾡ径、 ﾡは樹ﾡと 

• 窗 の 判 定 か,できなく なろ尽のいづれか承初にﾡレたﾡまでﾡ っ 

ておる。森林長頁会の迷用している領訓では、 爵 裔 四分 息 がらル以

»法ﾡ樹の材積を知る雌ﾡあり、 これらの小経木については, 及 

片上 e 宮 経 3めt ま での材類 が とられて いる ・ ら〜3との童径のNにあ 

る弊が材頼は大経木では、 型季でないとﾡえられた。

し たがって 広菜樹 小 住 木の 材積表 は、 号えられにﾡﾡ回分同と及 

は上新道 径 3と。までの勘さをもつ林木について、 及内の平ガ 北/ue 
.先 (百分岡によるfい > を与えるようにしてある。 二のﾡはﾡ 

a 四 分 周が2ら〜られ,利用ﾡ が /o〜u台ft の材承乏与える。

［ををﾡするのは、この2種の材積表で用いられる利用高の ﾡ 

考が並っているので、 どの利用高についても、 二の表のﾡ天西分ﾡ 

ﾡ a ル)の柳頹 か" Fou& Racoad よ.&.7に示してあ る材秋より小 

といことである。

しかレ、 い づれ の 我 も、 その特ﾡの用途-盗している・

我 の 計 更に 用いられた デ ー タ. Dot。 cced じu C6c24o乙coっt
M rAe t.4&
ごのM飛求の資料に森林委氏会の図たポ準ﾡの夕か らとった様 

x*のﾡﾡﾡである. ポラを孫く、 衣※ﾡは全て含まれているが
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光の大部分はカシとナであっ。 記袋からとった測定値は次のと 

おり)である。

(Q) らt単位のﾡ高回分町

(b) St単位の油部

(c) fし単位の利用ﾡ(及付上都五ﾡヲらtまでゝ

(d) /oftX分で測ﾡした。/ルし才受位の付材ﾡ

二れらの測たﾡは / ぬれ南高西分語般と ・ft 利 用高ﾡに組分 ・ 

rた・ 単不ﾡに/ クN 激高 の 断面積 を 算定.する ため、その材ﾡを利再 

部で除した。

ﾡ預表頃製に用いられた、 町西、利用高銀別のネﾡが/ﾡにネし 

てある。
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ラフによる表示
a

/
-
2

利

用

高

の

曲®

旅 

ホ
ッ
ベ
ス
測
度
の
罢
ア4
1

ト

ﾡ前面ﾡ ホッパス ﾡ茂の平方 フィー F

/団 /ofも利甲高銀 中面稿とﾡ高断面積のﾡ係

よ樹寄ﾡ別 に. 単木の中央許ﾡ積をその 胸 南断面頹に対 し てプ

ロ -しに。 /,2.3.図ほ. それぞれ /o. 20. 30.。 ひ 樹高 ﾡのハ?
フである。このラフは. 中央利用きのﾡ面積と岡ﾡ面ﾡのﾡば 

を、双点の負下で必動をﾡるﾡ繰で 充分 に確定でそることをﾡ示し 

ている。

/表 材積衣請製のたこめにとられた周組, ﾡ級別木数

シ単 位の
1分 更銀

表のﾡ製に 用いに本数
利 用 経 t単位

計/ 〇 5 20 25 30 35 49 45

3 27 33 2ヨ 5 — - 90

4 — ? 23 5/ 24 ? — — /'8

5 — / a 23 38 32 // / / , o

6 — — — 2 /6 4/ /2 78

ク / / 22

計 2? 43 よo 87 ク/ 56 27 225

ム2

利
用
高
の
曲
面
積 

本

,'?

パ
ズ
初
度
の
キ
ス1

ト

* ・06 ・Oて ・08 ・09 ・I。 ・)I ・I2 ノヨ ・I4 ・15

胸高前面積 ホ、パス型凄の平カフィート

2図 20ft利用高報 中央断面積と 歯 噺曲 面積 の 因係
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.05 ・OT ・09 ・II ・3 ・5 ・IT ・I9 ・21 23 ・25 ・27 

南高断ﾡ預 ホ パ スﾡ彦の平方フート

/
2

利
用
高
の
断
面
稼
ホ
ッ
バ
ズ
利
虎
の
甲
方
ブ
イ
—
ト

・パ4+ 16 18 20 22 24- 26 2 8 30 32 34 36
ﾡ高ﾡ面殺 ホッパス測の平カフ7ィート

4図 40t利用高銀 ¥央ﾡ面ﾡとﾡ高断面承との関係

3図 30も利用ﾡ級・ 中炎ﾡ面ﾡと岡高ﾡ積との頃係

回帰終 の 計車 Cc6ccceat2or e -チ2e-cクっc 一合te
ァロ トされた 点か ら のの平 方和を返小に する卓条の方程式は 

s の ヨ 常 直細 ﾡで耳出されるが. この 針 算一を 行う に 当って、 四分 

両 ぬw以上 (W高) の 樹木 は除介外されたに. それは型受なことである 

が小許面ﾡのと こるでべ系的な象と ならないこと が見出され に か ら 

である。 教組の et 叙についてﾡ定したに方穫式の回ﾡ係数 くb) 間

は有 新、差は 認められず、 これらの回帰係数の平依はo$83クであ 

うこ。総て の 樹高線 に この 回帰探故 を 用いる ことに すれ ぱ、回常 

ま(0) の値を、 次の方程式を用いて修正値 (Q»をめるため再 

計聲した。

α _SY-SX(o.cs3z2
N
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ここでSYは、 各組の中央利用高断面預の和、SXは・ そのﾡ高紙の 

房部前面私の和である。Nばﾡる訳の本数

団帰常教の計算(Q) を利用高に対してプロットすると、ほ 

ほ直線とな ( m) この点を通る最員の練を. 査交多項式を用い 

る方去で計専した。( Ft&ex と Yノレ ・/?42 )この方 で、国 

囁常数の機正値を与える方程式が求められた。

03=00/45-00o73 (私用き,222)

/o〜よtの利用高に対するののﾡか、 2長に示してある

2 表 ノo〜uケt の利用高に対する正回帰常数

利用高 

5セ

修正回み報 

(02)
利用ぁ 

も

修正回喝常数 

(0-22
用高 

5
4正回卒政 

(02)
/o o. 02050 26 o o/とちと 2 Q0/282
// ・ 02026 27 ・ 0/642 4 ・0/258
/2 ・02002 ・ 016/8 ・0/2ヨ%

/3 ・0/?ク8 ・0/5? ケ . 0/2/o
・/ ・0/ク5u ・ 0/570
/ .ク/ 230 ・0/545
/8 ・0/?06 . o/522
/ク . o/382 .0/498
/8 -o/58 ・"ルクム

/夕 ・ ○/834 ・0/50
20 ・ o /ど/0 ・0/u26
2/ ・0/784 ・D/402
22 ・ 0/762 ・ o/378
23 ・ 0/738 ・0/55

・0/7/4 イげ ・ 0/330
25 ・0/670 [2 ・0/308

個々のが者紙の日 才程式を ﾡび付け るのに利用した方法は、次 

小委貝会発行 の 針 ※ﾡ材A求の 算 に 用いられたEC Huou..ue (◆x 

文ﾡ冷ﾡ)のﾡじている方宏を修正したものである。( Fou才 

R2c。 o o.8,7./0.//././よ )
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材表 の計算 Ca2ecectet • P そ24&

注意の 利 用 高について. くレ)と(0:)の値が分れば

公式 ギ 共利 用ﾡの曲面ポ= Q.+の.よ837 (務 高断 面積) 

から中利 南 帝のﾡ面ﾡが厚出 できる。 送にこの曲面稿は、 与えら 

れた利甲高と四分同に対する材積を求めるため、ﾡ次・ 利用 衢に 乗 

ずることができる。

なお

材飛=利甲高* 中央利用商の断面積

=利用高(&2 + 25837(関高首面承)〕

=(利雨*Q:)十〔 ( 利用高*②58う7) メ断面ﾡ)

この公式を用いれば, 与えられた利用ﾡの材ﾡは、 直接 計算器て 

製めることがでさる. 材 積表 は嶺 後 頁 に金部 が示して ある,様内に 

示してある林ﾡは. このデーダで充分豪者きされていない、 岡田、 

田皂組の根である。

ﾡﾡの検定 T-e4才 f 〜クイレt& ご4仕と-
材系表のﾡ度をﾡ定するために、/oe本 の 株本木 の測定材减を表か 

らお» ﾡったに岡じ 木の 初積 と 比較 レ rに ・ 様本ﾡ定ﾡは断定澤牽地の

録からもとられているが、 ポ本木と間伐木のﾡ若が含まれている。 

z 関窩根 忑制出された本教 は、 データの樹高ﾡの本数にほ ぼ例 し 

ている。

犯定 材 積 と 新 該 去 和 頫の景 を 計算 し、ヲ表に示してめる・

関«の送の環ﾡ備差は士の35ん。...ル すなわちス定した平内 

片の土/7%であった。個々の試高級 のい づれに7い てもス求全 

株に っいても有起な 差は なかった。
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3表 樹高ﾡ別の材秋表材積と測定材ﾡとの平均偏ﾡ
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ア付 feパ/。 忙 S今空7ﾡ

/o 5 - o.0/ 一/.0

/5 /o + 0.03 + 3.3

20 /2 + o.08 +54

25 /9 + o05> 土の//5 + 2.2 ;

30 /6 - 0.08 -2.?

35 /o + 020 十 5. /

u0 /0 + 0.33 +6.5

45 / + o.05 +0.?

全4 83 +0.07 士の 038 +22

20 30

樹高 ﾡ(t)

IO

5図 樹高に対してロッーレた回常数教(Q)の値
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(/) ※ﾡ小木 利用 /クチt〜20チも 

お.H.Q.G.2〜らレ
(2 高求ﾡ小径木 利用 20チtーラ0仁

S. H. Q.. 2 ～レ

皮付上部ﾡ径うれまでの材秋 炭付 上部 ほ 任 3vま での材預
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引)ﾡ村小径木 利用 高 ヨ0t ～り t
B.H.8.G 2カス〜ム人

汝付上ﾡ査径うめまて の材頼
C4) 広紫ﾡ小径木 利甲ﾡ, 口先【"力,

8H.8.. 2- 6.v
皮付上部互経3めま で の林才預
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3 A4とeoとa州 の -e-ce/ucfe /nイu2 の様準材承次

S Zoda2d 〜のLue 在と4 z -4ce4/6e /

あし A2Aoん

企当 K2? Ptオ K 27
手えに ある -2odgene2o /u 〔

22 _&a才fo&.← &32,.) の 型末資料は総て /53〜ル年 o 
各に、ﾡ経と 樹考でか類 レ た様弾材ポﾡ を調製する ために 集められ 

にものである ・組高 A-2よeそ& の -&4pencee /ue の 分柄 城 全 

からと った47と本について完全な組りの ※定ば を求めた。 

u種類の材稿表を調製した。

Fじ,u; cれCaこん

/・ がが単位の全材検 (標株およ げ相訳部 を令むがﾡ支は除か 

ている)

2. メ 学位の取引 可能材秋 C株高/4+, 皮内上部ﾡ径uん 1
3. SeZ6,J。 丸太ﾡ格によるボードフィート材ﾡ(収ﾡﾡ/o 
め 皮内上部童経 6と )

. ・際 /z とえ太格によるボードフィートﾡ(城株高/o,
友 内上 部 直 修 4m )

メダ 単位の全木材稼表をのwyイ(( >の法べている調和曲線 

で調製レた。

ft 単位の取引 可徒材積浜は、直後. 樹再個別に金木材積衣し. 

してある材預からﾡ引不可能な曲緯化レた材ﾡ を 引 いて 作 っ に .

Soとbu,規番 と回W孔現格に よるボードフィート 単の材ﾡ 

は、/.s4eが 堤条した 才頑 一直経止によ る方去でられた。

ここに示してある 材ﾡ 末 は A2&et2 州 の _&edPeto.ea ハ. o 今 

柳 地域 全体に 施用 で を る と 考えられる バ、可能であれば、 支をﾡ同 

しょう とする区で と っに測定値で ﾡ味 し てみなければなら な い.

/.

2,
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E っ >

村す (7ィート) ___________商にお 
m3側I 本数の 20 0 0 6O ク0 PO <2.

径 全 不稿 (イみさ ひ泊 会部を含 む) 树尺毎
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8 「543 202 863 /05 /? 35 ・42 5/
ク 487 889 /o.3 ノ.0 ノノ /?/ ・4u 42
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/8 5o6 542 677 873 .8 ・ク2 /

/? 435 623 ク52 8o.s ・クク 2
2 ?/5 ク/4 み5う 828 .クタ —

表はの./ダケ部い 表は7W. クwイの示 したものとみ長し た 

平力4ﾡ=まク/ク。 調和曲ﾡで胡製しに。

数=&74本
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.b.以 上 は '/,。 樹高間ﾡで 測 定 
材ﾡはズマ ・ アン公式で軍担. 
大ﾡはﾡ料ﾡ田を示す.

/o.. ・8z2c4e.. %L XI-

Wo.2 ue ,ノク37

ﾡ料は Aん で 吹案 した.

-od e/zcee /〜e ( /. e-oPvt-2そ2 Pe-パ 〜と 
2aそ4we. 正っeムー >

胸き ﾡ 名 ( フ7ィー ト) 商に
Jる 両 例 本後20 30 0 3o 60 70 o クク ノ2ク

直径 、みる 可1積(株高クスート及ロ上車径火)
5 クタ 2 7. 77 20 ・32 7

と /6 2.2 2.? 42 4? ・3ら Cク
7 う3 -5の」 6 6.7 Z8 ・5? ラ
8 1

4.乙 _&3 78 か [/2.4 

フな.7I

・42 ケ/
? 6./ 1ょ /o./ 2./ /%/ ・4 42

/o /0.0 /25 /チタ /75 200 224
1

・47 2

/ / /3.0 /50 "夕 20? s. 24P ! ・50

2 /./ /2い 2/0 244 27?[ラ4 342 ・ケ 28

/3 203 24.2 2&./ 32.0 う58
32a]

・56 35

/ 25 227 320 .3 4Q6 4%? ・6o 27

ケ 220 "ク 44 558 5Qケ .43 8

6 344 勿6 "6.4 56 如 .66 /
/7 2/5 472 $25 222 432 .4? /

/8 如 ク37 5?2 448 723 ・72 /

/? 608 22 7&0 ・7 2

20 48よ 74 80.5 563 ・7P 一
差の平=衣す 0. 2/ % い
平ﾡ帰差=主 5 %

資料数 «/7本
..b.糸以上/。 才高(砲で測定

承はズマ リアン公式る宣
太線はテー タ oﾡ囲を示す

表は生木林 ﾡから取引 千 

ﾡな有みをるく ことによ 

って昨梨

マー タ!は A0んぴ収4

樹名 (フ4-卜) 隗爲一
30_40 50 20 ク。 80 2o oo

齣政引可 ﾡ材預(新る o7F 政上都請 6 % 搬 3ス
ク3

タ

ル
"

/2
バ

ル
"

"

/7
“

”

勿 33ケ 3【2 32 32

ノノ ノア / /6 /28

/36 /0 '6? // 2ノ7
47 77 /?6 220 24P

/ 2o 22よ 25o 280

27 23 254 2パ5 3

248 246 27o 378 3$2

300 32 55 3o

差の千均表はの42/高い 
平均崎差=士/./?%
資料数 3,2 本
上初太の頑知は8スート 
※ﾡはテータのﾡ囲る示す

“
“
ル
”
相
ダ
外
シ
バ
“
”
の
”"

表は材承一ﾡ径比に よる 
才去で作製

W. H ・ M 23 J。w〜u4 / 

Foc.て
Vol 42 Ne 3 3月号 /Pu 

デーg はAp&oん マル集
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-2e-29e/vcee /れue ( アレ〜 cot在e2て〜 PoP ぴマ

-2そP。と.～ F～4イー )

県積術を=表はのo/%大 .

平 均信ﾡ 一 土/.02%
*料数 ラ/ ネ

上ﾡ太は 8t。 最小長ﾡで測ﾡ

天ﾡは資料の 乾田左示す

高(ィー・ト) 回ﾡん7」
的 当 ヲ〇 420 (2 4o ク2 Po /cTO 商ﾡ

ﾡ任
敗引 ﾡ能 オオ 承 ボ - ド フィ ー ト

(代きん。スート上あ互d皮ら"支太長!6.:7ート)」
け86ﾡ 
登愛

奉教

7 8 // 75 22 1 34 ・? 3o
8 区a 23 27 35 4 52 ・2 /

? 35 38 42 テ2 62 クク .44 42
/o 兗 5? 4a P, 7 /6 ・7 42
〃 ク5 7? 8? ノ 22 /20 // &d
/2 P /02 ノバ2 /2と /ケ 1 4② 92 .53 28
/3 72 /3ク /52 /ク3 777 2201 う一

/ /ケ z2L 203 228 22 4 o 2?
/5 /85 /74 2/3 2 242 2タ7 .63 8

4 23? 26 27o 278 夕2 ・46 /
/ク 24 52 L302 334 x4 ・4? /
/み 302 32/ 36 ラクク 4o6 ・22 /
/? 345 385 420 ム50 75 2
20 化0 42 265 ・22 —

表 は材オ承一 ﾡ任比によ 

る方法る調製

V - ・ー3と化, J o-イイ2ピ 
ダ F. レ。/ &2 ・ 

% ・3 3月 /?4 
子-クは んみ”なご収集

4 取引 可能材積の血似的天定方 法

A rucぴプュー が 2doそc-2〜ン ペンン今とイ..ュぞe
uと2ンんacてe<8o 一-Cc...ud

このﾡ文はエー カ -当り面ﾡと平均面積をもつ本のﾡﾡとか 

ら同今杯の似的 な尿引 能木積をま定す る方赤につい て論げてい 

る。これは記ゆほしたが、地方 的技積表の適用 できない 杯分 の近板 

的ロエーカ- 考り林積を求めるのに役立つであろろ。

工-ター当り断面積、工ーカー当り の取引 可能送漁、 平均樹ﾡ( 

不 向 曲 イ, 積をもっ木の研ﾡ) の関係が、43。個の /テ エーカ ープロ

卜の綱#によ って求めら れた。 これらのプ0ロットーいろい ろな令 

銀 孫 密級 王含んで いる一は s規類 の あ相 そ2ocた今v.cce.

〜と.一, 私交が( -合&.cた -
リム f ・ & 4:uc& ウu.4ピビプ

- ルシヒム し , -4&イ4-一 /れeプzピ2と ) のら旅っ そいる・ これは北

部 ゐ,してxu。と北面部 3jレと の e ル プ材 生産 地にまたがって 

おり、その ガ は/3ﾡ類あ る

各プロットの取引可能 オ4 は ・ 林令 ・位, 2 2cれco- 
別 に風 々 の 樹種 について調ﾡしに材ﾡ表から計ﾡした。曲面承の 

.当 /の取る可能材積を求めるために、 ペロッー 林承 をその断 

京福 で除しに. 各プロッーの平ﾡ樹高は次のようにして求めた。

/ 平均断面積に相当する.b.ﾡを軍出し

7 近似的な的高 巨径 林今曲線から、そののbんに相当するﾡ

4. W. タピそ&
C Fo2e才 Reeaxc& Dイレtcz 7ecイcco2 MS夜 NG. ? ノ$)

高を読みとる

ニ の 各 為 は ﾡ次林 を除いたﾡてのﾡ相に並用さ れた。 ﾡ交林の場 

eには. プロッーの平樹高はﾡゆﾡの針業樹と衣素登の(営面ﾡ 

による)車み付き平均値とし。例えば、 アロット前面承の30/。が

系ﾡであれば、 ロットの平均積高を求めるために. 天書の別 

ﾡの ッ0% となﾡ書の 樹高のク0%を 御合 せた。

/-ce才2 の町「面と平月樹高に相当する販引可能材ﾡを示すデー
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タが、 4ﾡの砕相別にアロットレ、 曲終をあてほめた。 これらの曲 
ﾡは非常に似ていることが分ったので、 返小二条表で、ー ホ の 曲 編 
を引いにく I 図 この曲ﾡは次の方程式で表わされる。

▽ = o.dよH 一3/
二こで▽=断五ﾡの オ ちり取引可能おﾡく 子 引 ?

H=平 均ﾡ高 (#+>
こク方ﾡ式からﾡ出 しにﾡの 値が水N岡で 平ﾡ樹ﾡ。メ 

～20 チイ について / 夜に示して ある ・
/ 函ヌは /烈からり的8欧引司 能材預る 求めるにほ、 d.b.ん. 

4し 以上の木のエーカー当りﾡ面積に平 均樹高 に相当する投宜係 
核を余する ・

24xと&- 〜ーー ・ /2と〜 /一と , 乙..一とピニン atext 林
相の林分子ﾡ高は、 平ﾡ許あﾡ木の互 冬に4 しい記径をもつケ本み 
不の勝高る平切することる、 現地で求められる. 赴文杯では、 杯冷 
の平均を求めるには、 針広別の平均高名示め、前面積で更み付ける 
こと か 出釆み、 くﾡはこの 称分 では針業樹とな報樹を別々 に処理し 
み分 全体の工-カーﾡり ﾡ税 无 文 める には、 その材預を合き計しzも 
よい) 平均村高は近以的なﾡ高 ﾡ受出ﾡからも求めることができ 
る。

/ 団に示してある問係の信 顕件 をﾡ味するため、 上のﾡ算係6 
を用いて、 週々のプロットの材積を求め、 元の 算出初繭 と 比較 しこ 
俊ﾡの%で表わしア, このとをが二系-とリまとめてある。 達の 平 
均の六都命 ほ s 以下で あっ が. /o% のものレあった。 仙々のポ 
ロットﾡは-般に/0%以下で ( 7 a ・ トの5%が/0%以上のを 示 
した 長ズ差 ほ/9% で あ,た。夭 き な 糸 に、一ﾡに熱期に並山 
ない、ﾡ高の4い 林分 でとじている。このような若い林分では正ﾡ 
な政引可能材頼の求走はそれ程霊炎でなく、20%程及の 差.は許容で

注 引可能材ﾡ:ん.b.ん4ん以上 根高/2め 上ﾡ径うtは
る の チu3単位の材ﾡ

-83-
きるであろつv
この置がが程、 令、 経銀, 地位によって次る欠ﾡについては全 

ﾡﾡ意いていないことを花為しておかね ばな らない・ しにがって、 
広 用 に際 レ て 欠 留 について は 炮 方 的な き ず係汝 による左除を行わね 
ばな らない。

注 ﾡ イ6t
二の論炎が受理をれた後・ 商部産マツについての同様なﾡ承が

C...x.こtx 立 大学林学科の助救桜 cfa. 0.Htt2 に よ ・/チ4 
年 日に帝初パ ルつ保護協会 の 刊行物 で ある "7ペe + "に発ま さ 
れた。

パいu の数山は/ + 2 の許面系当 りのﾡコ - ド平位で示して 
みり. /コード当り 8よ残.3 の係数を甲いるとこのﾡ文の数ﾡに 
より平均タ%高くなった。

/ 委 / 2.一2の断面ﾡに対する取引 可能材ﾡの求卓係数

主 平均樹ﾡ

孫車数 型 高
の

3o
35
40
45

( 
/o.4 
/2. 6 
/4.? 
"2

(+オ)
$o

4 o 
4よ

( 
/24 
2/ 4 
ユ3.? 
262

(んナ) 
クク 
7よ

の
254 
ラo. 6 
320
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2表 専ﾡ材承と花定材預の差の百分率

林 相
繼髙線

o o so 4o 70 Po

プ ロ・ト数 72 ノ/2 夕 /2 - - ・ - ・

2〜Cと その平 ダ% 3% % 3% ­ • … "
/ 最大の差 /ク% % ?% % ---" •—

/o% 人上の ブロッI-数 夕 ---- ・-・" ・ ・-一 ・... • --一

フロット次 ---- &u 23 ダ/ 3
Jacと

ハバンくン
ﾡの平均 ・ - 7% ヨ% 3% 2% ラ%

ﾡ大のﾡ ・・* ・
/?% ノ3% 4% P% 夕か

/P%以上の プロット次 ・**- 22 / - - ---- ----

プ。 ロ ト数

差の平均

ス

/ex
4 

/%
20
ク%

so 
う%

20
2%

/ヲ

3%
ﾡ大のﾡ /% 2% /?% P% 6% ク%

/。 o以人上の プロフ ト数 / -- 3 - - ---- ---

フ ロット数 3 7 / 32 /?
混交林 差の平ﾡ グ％ % % 3% そ /

大の 8% /。 P% ; 4% 3y。

/。 %メ上 の70ロ ット数 **** ・*** 2 •… 1 ・ ・< ・

プロッ ト数 クテ /夕7 加 76 22

全 体
ﾡの平a % 3% ク 2% i 2% 2%
最大のﾡ /?% /f% /% ア% 8% ク%

02王 2 プロ上 数 夕 222 4

旅分の平均樹所 ( チイ )

桜用法 I..平均林命ﾡ高に相当するﾡ算係枚てケラフから求める

2. fFt』単位の取引可能材頑を来めるため状項係ﾡな町面 

承 ( ,b.αと以上 ) に条ずる
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5 チィwv4aパ～ の 2-イ 24た の t 単位の材ぷ丞のﾡ製 
Cっtイ2-cイev eが c〜4-と -ポ ～ーイ.e て4とと2ざ チー
2d/ 0&そ レ 注/

7-んcr&。 W Bec22 a21イ JSauP F ・ Gc

チと〜ンがパ〜〜一 州の材積表調学に関する長期計通ゲ/タ年 
にﾡ始された。このﾡには Pンレと&〜uン州 立大ﾡ林号科: 
尼oシev系林治水司. V.S.ﾡ林ﾡ山林局北東林*試報あ 
が協力し。この計動は P.uu2～u.a の総ての主野樹程ては 
屈種 群 の 新福表 を 調製 することを目的として いる。合理的な 測定低 
に基すく 標準材積表と 近 代的鋼覆方産を利 用する 以受性が、 そめ中 
て認められた。現在多故のﾡﾡ愛が株用されているゲ. 店ﾡのおけ 
る保本木の測定ﾡに的師製方法を盗用 して達ﾡし うる正確さを 
もっものはﾡかである。この計動で綱製された材頑ﾡは、 州規ﾡ0 
資源調査 のみならず、小池 次の 苗植師昼に便 利 する ・ 処方的材旗史 
铜殺の展蓮として 旧い られ場合Iに も . 単木材積推定価の合理的の 
ﾡとなるであろう二とを這げし てい る。

注/ Pュcuyパuo救ﾡ試ﾡ場報告ん。2よ とレ てノタの" 
4目 /8日何 でﾡ支が認可 され ている。この硫究 広はﾡ着が Pu 

・a&ン州 立大ﾡにﾡﾡしている時に行 っ下たもの である .
酒は 系林保全ﾡ と R_dc 大 学 の救官をね、渓杯ﾡu 杯 

局中央試政場の胡盗官である ・
港2 • 港 ウル“吋Mレム 州ュ大の株救桜で . こク計昌 

に関をよせておられたに破 H.A.H.s#oz 神士 の努力が以下にの 
べる方まを得るのに非に役 っこと& 忠ﾡ したい。 さ じ 
に現ﾡ資料の収条と分に価ﾡのある助さをたま わっﾡこと 
に対 し そ /a,.ud&～〜っ.～系林治水綱 の 杯*ﾡ ﾡﾡ長Jン 
E,、04u ん. 北系ﾡﾡずﾡ場のを官C.A2..
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ﾡﾡﾡ料分の子 え どきのこめ、 代表ﾡと して北方系 nc 
じ4と ( 22. e-c。 ム. L)乙遥んだ。 4 ccとのft単位 
の羽 積表 左 納Mする 取及の今式の を 二 こ で 臨する ニととする・
成材ﾡから双のチも»る求める予も示し てある.

じ c と pCル dし の 資 消 才。と -2 c&

ﾡ礎係本を情成す る 2う4の イ cそとの 球定ﾡが ・ /だとuvざ&-

ンしの ﾡ林合K N から何人 何 に捉供さ .11 た ・

この 様本は. 九イ oaしが 客種 の 甲材ヘ型 で 主 ﾡﾡ成 ﾡ稚 となっ

Z ろ 二の州のジてりﾡからとられ「しのである。員が

様計ﾡにできるけ正確に従って, 取引の行なわれた林のﾡ倒木 
z 列 こ山 こものか、 大ﾡ分る5めている。

&確のﾡ位銀別に ～イ ・& の爆本を求める企動もﾡてられた.
4 の 生 育ﾡがポさ れ る 時 に 測定 レ て• るﾡ位版に注当に記分これ 
/-資無が得られた。冬地位の符任な、 倒木各に記録したが、 この 
ァ yは引 ﾡ て行 う 予定 の処位 級別初議友 に関する 研 充の 基硬 と 
z るであろう. 株算のとれる株ができのい程位ﾡい処 所 で は. 
二 ら を党 で得 ら れた材ﾡﾡは支材 積る最大述定するのも知れないこ 
とを相信しておくじﾡかある。

■ 再直径 と取引可 能が高 ( 最小 政 行直径テめい ほでのﾡﾡ)別の
ポ本のり本抜 分証 炎 が/爰 に 示して ある。

BcんHイ Iつﾡﾡずる,
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/ ﾡ 長ﾡ資沿 をだしている 九e ◇cと ワ 本分元
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直径を・ 樹幹上の各点においてﾡ沢で測定しニ・オ/丸太(ﾡ上 

/?チ之以下 ) は 4ftH陽で 行い. これ上の測定は 8ft Mﾡで行 一. 

ﾡた ・

才 / 丸大 :ついマ は ルスこの・ 公式 ・ そ れ以 外 の 九大 につ いそは 

Hlu/c 式 で 村 旅 を 計 蜜 レ た. 長後の兄大を除いて . 主 群 材稿の 計
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項は8脈M7の丸太を用いて行っ に・ 検係才 およびﾡ後の丸太のロ 

系は最小 付面 経4よま ての太の長さを甲いて HuAe2式 で算出し 

た。柑夜 厚 皮 計 で 叫芝 レ た ・

消高 はスチールテ -プ でば例太 -ついて ﾡ ﾡした・ 埼 な分核 ・ 

その他 取引き が•不可能と 思われる 木 を 除 いて、ﾡ引可ﾡﾡ高は ・受 

N 波付互名αよまで列られた・

調製方 C～ し才cそ〜た 〜-そん。ム

承季が表は、 グラフによる方法, デ終区浜法. 公式にふる方ま

る各む3っ の星ネ的方ま で請製さ れて い る ・

ケラフニよる方まは減も古く、減も利ﾡがﾡと思われる。 しか

I . 曲易住 に伴っ て工確さがﾡ下 することがよくある。この 種の 調 

税方法のﾡ型的な例は. 調和曲線まである。

ごのガ式はﾡ地資料に一組の日録をﾡてはめるもので、 料ﾡは 

g常 消ﾡﾡ列に分想される。このﾡの製方去の不正ﾡさのﾡ因 

は主として各ﾡ径、 料ﾡﾡ別つ曲ﾡが髪であ". 正確み保本を得る 

:は 多教基ﾡ料を受とするからてある。

氏台函衣表で材寂交を調製する場合には、共緑図&を作型 してォ 

更 式 を 解く ため に. こ<知られている方去が利用される。 そのﾡ本 

方ﾡ烈ほ. 逆確女料. 了なわち禄本から め られる材秋、ﾡ径, ﾡ 

ま に「く 当てはまる ように修正 した、 円商形の材ﾡの力ﾡ式であ る. 

六 後 図 友 法 は 調和 曲 終 表より優 れて い るが、 そ 北 は、代てﾡ相を 

数 .空 の # 終 でなく一出»材出ﾡの調ﾡに利甲でさ、そか 読 果、 初 

キほー松 とよ く なり、はん 雑な 行 問ロ ケ なくなる か ら cっろ・

計 的す亦がか茶に 次ﾡIにと入れられて系ナ ーめ、公式- よ

る 加 数方法(アラフ7による防夕噴とﾡﾡまを色工ﾡ合がよくある) が

#びゲラフ ス は 共線図 表茲に 胎 ん ど完金 に とってっに, 公式 

よる方法は. フ・ーハンドでﾡ条を当てはめる時にﾡろくﾡﾡ' 

が原かれ、 作災された材秋丞の正確さを尚済するのに用いられるﾡ 

ぶﾡか曲線を当 て みめる のに通甲 した長小二 柔去からﾡ ぐに求める
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ことができるので. 一般に望ましい方ﾡとﾡえられる-

不系、 歯ﾡによる調以お去は. ﾡﾡでのﾡ定で得られた基ﾡ1月 

に曲役く ししﾡﾡ)をあてはのることである・ この研究では, 

と種の公式を同U 2a/ o& の資料に血用した. ぬ要とする材積炎 

を顔製するのにﾡもﾡした式を決めるために、 これらの公式の比K 
を行なっに。

狭用し た各公式にお いて ・ 皮付んよぬの最小直径ま で のR引 ロ能な 

武初温成 は. 汝付肉高ﾡ径くDで表わされる)と皮付 遭優4めま で 

の取み司 ﾡ高 く Hでまわされる ) のN数 とレて表わされる。犬に 

説盼 する 公式 を イ c4& のテータ にﾡ用 し た ・

材ﾡ受のﾡ投に用いた最初の公式の一つは Seん..,..cとoとHれ生 

が部介したに対数材頑方程式である。 その一#式は

▽=D"H"o

これは次のよ うに夕できる。

V 一 2e+ Q,火#D + Q2 &本H (4)
ここで、 Qoは回帰前数. 0,,0.2 は回帰係数、 T,D.Hは前に定求し 

たとおり で ある。基族 責お を利用 レ て 鼓小二 来技 で Qo. Q, 心 を y 

める。

ﾡ並ﾡ楽 されている公式の多く について はSu・ 4 が論 じて 

いる・ そのうち最し見込みのある- つの公式ばﾡ合変置式と』一

22式 と 呼 ばれ ている。前 の 公式 と 同 し「 記 旨 を 用いれば結合ミ 

受式は

マ=0。+Q, D2H (B) 主5

注 3 Sと&w..c&.u,F,X. と/z,.cc。 w Svて H/adc.

対数こよ るま示 J。w ・ Aauと , R...? : ク/?. 7シ/ア:

注 4 Sa〜. SLru&ex H. Fouッー びeイイ&2
小 R。.ce/ P.. 2o, M. y。 , Sク4 欣 /2t2

-91 一
月 いイとんピ.～一 式 ほ

T = Q。+ Q,D+ QH +Q3DH (c)
この研究で調べた式はこ の外次のものがある ・ 

▽=の。+ん,b2+α:H (D>
T=αo+②,D+&:ワH (E>

(P)(E) 式は舗合変量式を 改永しにものである- 古径が大になる 

につれて戒出変ﾡがﾡすので、 これを修正すれため、材ﾡそみもの 

の逆数で桜測材点にﾡみをった。 文区に協甲した公式は、・ﾡ材 

羽 にﾡ一に等 しいTみを付け=

V - (o+ (DH
ある。

(F)

これはﾡ学的に取ったﾡ形数ッ に非常に似ている・ 後有の 

方法は同び高さ、.b.にﾡしい五経をもつ日ﾡ形の を積 

と 材積 との曲 に 一 定の 悶探 を娘冠し ている・

s=ﾡ番番- とすれば

= f ( ﾡ面積) (消)

_c- P 
- h (の)(/&u) H

三 DH

-z r. - _チ形 
り (u)(/u.の)

V= ヘDH はQoが数値的に小さい ときには一このような場 

合はし は しばある か -

T=o+DH とぼ与しいと芝えられるo
/ez 
VaZey

,H.ACパuz , Fouca才- ハeっu2aそかv. アンu

/ー ・ ・e
/.4C./c23 . 立 3 3 ・S そし edCe ・ 

一t〜一 357PP /よラ.



解杵 と方程式の比験 4っ.合.。 24 eoし.クr ダ 4 
解ﾡにﾡ甲した手ほ次のとおりである ・

/. 与えられた公式る2う。本の 九 ムの ポ本から得られたデー 

に並用した。 すなわち各出ﾡを小= 系去で あて iすめア=。

2. 推定値 の席 準 設差 お よ び•回帰 孫数の 標 準設差 るﾡ小= 系か

得られTこ bつの方程式にいて卓し に o
う. 公

Q.
る

式の相対的信ﾡを次の点から決ﾡ 

推定佐の禄をま送. これは約。 

こ とがﾡﾡで きる平均のﾡ団列示

し た ・

の確辛る ﾡAか そのにラ

す .

b. ポ教をの大きさで示される回 係系敬の 釈及 

派小=ﾡまの解および材ﾡ桑訴Iに翌する力

咏終 的 方程え に 関する統計 昼 の受約が2 表 に示 してある u 又せ

よる 方ﾡ 式のうち、 D式椎た置 の標ﾡ誤差 が大を い の で くにK 
外でそる。 c) E)式の原散2ﾡべてみると係ﾡは余"化額でさ 

ないこ とを示レている。いづれの場合でレピHの係女を除いて i 
数そのしのよ"誤たの方が大さい. こ北らの係牧は.ﾡ的校走s 
行区え ば明らか に0と月空差はないと思われる。 したがって.(c) 
(E)式は 最も信頼のおけるポDHT:けを含ひ方ﾡ式で充命でテ 

るので麻できる。

解ﾡ途中のこ二で. 二の研究の目的が、 4牙収宗こ北るデータ9 
ら材根 表と 調災 る み に最血の方ま そみ つる こ と て ある 二 とを

する受がみろ。 ニ,しに は当然 •統計的な 立 塩から と 同じく a 
源 力 祀式& ﾡめる のにﾡ季な労コのラから みに 各方 ま の ﾡ伝 べ金ヨ 

れ る .

方 変 式/: ・ と( F) は 帯感6。誤差る除いて. 統計 的 に 発 

ど差はない・ 方及式 (F ) ほI名にた じ てﾡがある よ う 1=周 える n 
積の出ﾡ訪 (分散の不- ) を補正するため公式 ( B> -型 

この方去を通用したものてある. zの改ﾡをしてち造合ﾡﾡは向 

二しないのでﾡﾡ(Fゝ ほつれ以上ﾡ条するル裂はな。 万程式(F 
のﾡ数 CQx)が方ﾡ ﾡ(Bの もの さりﾡﾡてとるといっっとほ. t 
程ﾡ 受でばない。というのは この小さな 如幕康 が最終的にな嶺 ﾡにおよN
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丁ジ※は任かと題われるのらである ・ 貢徴式及賀みもの と数式 

とを辻置する四にI. 貞数て表わし/た対敬式の述注ﾡのポ手が送を 

度しなけれぼならない。この単には逃礎資件単*昼に飛差( 

足总た旗-桂 定か頑) の求められる。 ニクようにレマ計ﾡしに推定 

昼の禄率設たほ翼事式へ便と比上できる。 ^

ヶﾡ式(A) ク花定ﾡのぷだが方思式(B 工り救分大さいニと 

が:明 さ れr:が、ﾡ殺の試ど は 丁ベz透の 限ﾡ 内l:ある.

2浜 保欲、誤をふよび述定のが半訳差のとりまとめﾡ

A立あ救に対するほよとえ 花定恒のﾡぷﾡ 
一(才浮式)----------------------------------------------------------------------

&& &P ②4H
厶―二4迎Q 〃ク2 324052r297_ 22725=L09 &930放)

のo け H----------内
ヌ 数

B o./$48う0土o.404 o.ze2Psu+o0c022 4.4s合
C o.77352工542 0.00so/473+o?/ -00202272+0027 a0c274547+04 44
ワ -24/夕o7/ ◇/Pパ:?x oof5P7
E -Q/45037士2587 クク,外/,"±" ル o.2o27wc+士oc022 ・448
F の.368/2:士o.c( 0.07zs/778士o.40&4"47

統計的希 果から ・ 方程式 (ペ) か( 8 ) る受ぶ二とはﾡのしい・ 

二れらへ置釈は ' 大行面とﾡ論面についてそれぞれの長所を比ﾡし 

てヌめな しばな 心 な い。

対数式(おﾡ式A) 2宝用したときのﾡ論 69 P は. 基 羅データ 

にわルる分ﾡの子均一性が殆んどﾡ小になることてある。 か敵が 

一«あるという仮定が、 真ﾡ式を速用するﾡ本となっている. 催 

高後数の分版のと立表数とのM1係を示すす:め・ 秘型デーワを 

ﾡべてみるつとかできる. 締合残教方ﾡ式を同する 当って 教 

た分詠のーム性の仮ﾡを 及駄 するまっきり)した根次 は容 ら れなハっ 

r。 • . •

次めよう 広 ﾡ 測 か行 わ れ r=。

/ 変ﾡデータをレH級く全部る/7)に分け、ﾡ測材示の分歌を谷
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ワラスについて計軍すると, 禄本の本せの73%そ含む 段小っ れ 

から 8寄目の殺まで。 ﾡ団では 分 京 殆んど一ﾡでみっT=. , 
者目以下のﾡではﾡく わずか なﾡ何向 がみ ら れた ・ (二のﾡ囲には 

株本木のパが令まれていろ。)

2. 分ﾡをﾡてﾡ動係数として表しくその部の平方ﾡ預の%で表わ

された分旅の平方模)平ﾡ DH 1-すしてプロッットすると,はっき 

)しT:残句み られハ った。

前述 の 観測 と 不 均一な 分散の 修正 に失敗 したと いう く 方程式 

F)から、 分が不均一そあったとしても、待合変授式の達用にな 

んらﾡ際的な確ﾡほﾡわれなか った。

対数によ る方宏では、対本安ﾡに よる常りとして知られている根 

発なﾡ盟が入ってくるが、 ニ北は長小=ﾡ方程式をﾡ正 すれば'” 

できる・ 対救去のォ - の 欠点は . ﾡハ= 果る て解 < 前 に2ﾡ測 デ -タ 

を 対数 にﾡ求する零のあるこ とである。 どちらの方ﾡ式で調ﾡし 

に材税表も相きしいﾡﾡ性をもって収用できるであろろ. 密奥,基 

従データ の物田 内では. 酸 終的な喪 は. うまくあっている。 (3ま 

と4豪 を圧べてみよ )

ヲ表は対数浜方ﾡ式(変桜によ る信りる補正したゝ でﾡ災された 

ものである。 •

4か 5 (c..to"0告)= -0,3807a +2,040482 C.z d,b. た <u/o)
+27728よ← くtの/倍)

4表は舗合夜量方程式で調製された。

材預=0/4483o 十 o.0025s(d bんン (利 用 樹高 >
ﾡ合変登ﾡぼ の ルノ。.& の ft 材積表を 出 ・

する のに最簡単で しかも十分精友のよ い方表でみるとﾡ論でき る、

待合矢置式のﾡ長は・ 材膜友 を一本の 直練で、 簡単に図示できる 

ことるある・房には. このI線ﾡ係が D2H の絵ての乾囲特に小さ s 
位のところでﾡ立しないこともある。通線からの 偽が相 当なもの 

そあれば、 団上修正するつとができよっ。 この研究では補正は行コ 

わべかった 理 ハに 曲線性がみられる が これは照親るきる。
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及はガのt? 材オ預表

と cu.c〜-チvv- 〜ーーインwt そ244と- ナー ・ wーーヘ
場で の測ﾡ価からﾡﾡを計算する場合、 駅引可 能材ﾡはﾡ付と 

ドる計算される。与えられた公式のﾡ用ﾡは、 樹皮を含むか否かで 

ほってはいけない、 所ﾡと同じ方去を用いて反村材のﾡを調受る 

ょ)はむ し ろ • 京材の 百分条でまわされる丘知のﾡ水材承る利用 し 

-方が岡単で ある ニと が介 っ だ。

その方ﾡる商単にのべろ。 (BTでわされろ) «でﾡわさしる)
ム単位 の 直径 誤 別に 算出 した平ﾡ皮料がﾡ及材承の百分率

とレて表わす。 これは託引的には次のように表わせる。

R T
BV<% )ーャ—— */°°

ヌけは
B▽く% )でエラピー */oo

ひはア内材預である。

こ のようにして求め こ各百 分率ををか え 候活 の 平均 ・b・れに 対 

レてプロット し、ﾡみを付けた点について私小二糸去で曲ﾡを当 

てはのた・

3. 的台のとれた崩及材預百分率を、 ﾡ径銀の中点ごとにゲラフか 

ら部みとった。

ニク釣合のとれﾡを、次の関係に示してあるように. ﾡ付材 

示を支めるみ に注甲 した e
BT%= -一 *0o

ブー 人
ギマー*/e0

Vにっいて解けば

V(BV2) = T一 纱

T--V(Bワe=v
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互し て 用いた.
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ワ= ——許 一友付材ﾡ
’ 7oo

5 レー-がって d/ c& の皮付材のf が材殺 く5表>は、 表の塩 
に/—— ー をﾡじておめられる。8T% の態 ば树.献に 然関保 に 
各面経部に油用それた。 求卓するアため、 樹皮材ﾡと樹部のW系ま 
來める区受はないとﾡえられる ・

約 Sor一2/
二 の麴積表 調 観方沃の标売 は アc.uze〜o.... 州の材ﾡえの a 

製にﾡ同す べき最並の方云るぞめるために. よ4年に ﾡ手された. 
R.ノ〜た が夏不的解がを治める試験的析ﾡと し < 盛ばれた.
24 ・4&の 2う4本の依倒太から求めにデー タ を用 いて、 ft' 位 A 

実材積を単木毎に計ﾡした。このために ... ゃよび HucAe L 
の公式を利問した。.b.んと利用樹高で Fe ﾡ秋を椎定す る最良o 
公式を求めるこめ、 いろいろ公験式を基ﾡデータに考てはめて、 
た。

6っの公式を調べにが、 そのには, 対後式、Ac...&.... 式 
緖台友置: 次 が 含まれて いる。各公式の相対的優を、 ﾡﾡ値の燥 
誤差. (ﾡ愛資料に対する適合友) 回帰係ﾡの信頭友. 材承女洲製 
にﾡ用した場合に以ﾡな労力によって判跡した。
結合変品式は、同じようなデータから初類表を請駛するのに最そ 

優れたものであることが分った。この公式ば記号的には
T= Qo+Q, D2H

e 愛わされ、チジ ネス病(B)ほ、ただ一 っ のﾡ合&置, 即ち ﾡ経へ 
平方に樹ﾡをﾡじたﾡ く DH ) で表わそれる。
方程式V=の/44830+2002夕DH で哲ﾡした-2dノ2& のv3 

材預浜が示レてあるが・ この材点にはﾡ皮材ﾡは含まれていない, 
岩皮を含む材承 (又付材ﾡ) 正示す チ* 利積表も基•本我 から をのれ 
ﾡを求めるのに用いる 方法の概協と共に耐せてある。ﾡ波材積は
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6 • m24クuイ ! の 高 雇 uん心な。c&ん の樹幹下部のﾡ定による 

タ5 々2ス チo??て CCaa の定

4～22てd ポイmて cC2d4 -イuaイmu ポし -
-クー00& 7nLQAイいu2イYueれて の Lrれ0a しんむと ムルん Jced

れ /7uwwイ
axん D ・ au Q 0nudt J・ cd

長近 樹幹下都のﾡ定によ り 9cuad の ナ c2add 2 雄 

足す る 方法 か 研究 されて いる ・ Buw?u と Qdamtd () は

Jクwaイana 州の マ ツ林分で顔在を 術 い、 7 は ?&4tc4/ 

州 の _2-024.28d /n と 2AwC&ca4 n に樹幹下加のﾡ 値 

用い k. 樹枠の たﾡ的下 の2つの 測定値 の をギめる二 とによ 

り. かり正確 Iに 9cuad Pクれm c22x4 の迷定できるニヒを 

いっのLボートも示している. このﾡ果を利用した時に将られ

る l 点 は 上 フ.3 法优2 の 22 だo〜し c2a&d の上部 

ﾡ定値を得るために . 燃子、 木盤り用鉄ﾡ そのを用いないで、 

現 て a チw一m c2aad の cんcゆ が望ちこてきるこヒ 

て ある。 9tad チ? c2a4 は細りを番定する際の基準と し 

て- 役に 塚 用され、多くの材ﾡ表は 8uaud #owmu c2&x4 の 

単位てﾡり2示しているから、 下ﾡの測定で 9vua4
o2a の充外正確なﾡﾡ値が得られるならば、当ﾡ測定の際、

9れuazd ポe1 cC444 -かなりの注ﾡが払われろてあろう ・

/ 7. 5 Pet の位置の測定値を来める二とかﾡしいためて ・

#wm cどaud は-桜に目測て推定さるか、 多※の林に-つ 

の 2のw o2add の枚 を適用している . いづれの方法も 畜承 & 

は定する際電大なきﾡをく ことになろ.

方 法 /uoc2(+ス&

Bpmue CownZ , 7nx ・ の nd4一wuじ 河の北部にある2つ

のuんな oんん を除地としてﾡん十。林分のﾡ状て当へ
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て.同令で之ﾡﾡの aれad # c2ax% 2合む 二 とがル
てあった。ﾡ帯木と半ﾡ木をこの試ﾡに用しに。

所署のﾡ地質料を来め る 際に・ 子oクて c0&&d は ,
上/クs put の 反 内右径と S ポuエ の 安付ﾡ径名 測り. 前 倉 

豆後岩で副 へて 比を来める普通の才法で測ﾡしk。

各木につい て ・地上 7 Pot から/ ジム まで.6 商1際て 

及村直径 を 測ﾡし z。おﾡ上 の正しい位置 と来める z めz . とい 

ﾡで印を付けにポール2使用した。このの資経を ﾡ区ﾡ凡て 

烈っに。ﾡ区写は / foet 商用て 測足し . &ポ木に っいて u
の対皮月ヒ m 平位の区付ﾡ径との際係を示すグラフ2用い 

て 樹ﾡの 下部てら〜 商呼の 内費径をプロトしz。地上4 
puひ 正 く の 直径測定 植 と ほル上 2 &u のE区測定ﾡの 

よ リ・ 92ad P c2444 と 同 じ攻ﾡの ﾡられるこヒが、こ 

のﾡられたﾡﾡのﾡ果示めされに。 したがって • /〜5Pot o 

面で 下部の 測定 植. 4～7 がat の岡で 上部 期足陵」と って . ェ 

のを界した。夜付ヒ反内のあらゆる組合せについて比をﾡ士 

レ・ 特別に設計した表 z 記入 しz。契常な Pm c2x 2 - 
つ数本の木 & ・ ﾡ本調査 さ れる林木母業町を代表 していないど し 

て デークから除外しに・ この条は . 契 常 ﾡ料の デー 2 株く 

探準的な才残 で行 っ に ・

データの次から. ﾡ際の 8va4 Powmt c&&dd Izﾡい上 

迫経と下部適径の御合せ2ﾡべに . ※際のPt c2za3 z上下 

に / pwれ c&xd。 の仕ﾡの ﾡ求を設けに。

結沢と徳論 応ea0イ aれd Cmc0xomd

特定のﾡ団内乙 ある上下直径の組合せの友から ・ 地上 4,stut 
の 段 内直径 と 世上 2.6 ぶ以七 の 射寸直経とのが、こ以外のﾡ 

ﾡの組合せに比べて予定面のﾡの4られる同救の多いて ヒが示さ 

.
数式て表わせば. zの比は

-103-

C 、 bん,S
914 みタイ Cピ424 の 惟定 倒 - -。---
ﾡ粋下部のﾡ定ﾡから来めにだのしO2&o3 と央際の92&24 

fパイw cC&d のﾡ係2示すにめIz、谈小二 来 法 で 回 帰方程式 を 

ﾡしに. -&rucdec のﾡじている立合友の 検定 を この方法に 

査用し. この結栗. ﾡ微画ﾡがﾡめて有ﾡてあることか示され

E. 子tu&dw(2)の合及検定 
の 袂 用の正しい こ ヒを示していろ 

えの救ばり と 回ﾡ線がノ函に示
W才程式はア= ノ2.α+

もこのを支持し. 宜ﾡﾡ

してある・

sα/ xてある. ここてxは下
部列庭定値に よ る ﾡゥレmれ CE420 ・Yは 90れ42 の だ〜ァし
c0204 てあろ。この ﾡ係ば ・ 樹幹下部の 2 つの測雇値か ら 8vua2d 
チれ cCa24 &椎えする手役とし て使用てき る。椎え値のﾡ楽

差すなわち回帰から の様羊術 はエジ./7 
c22d。 年位て ある ・

9-2aれば Pev

/

8S「

ぶ2一

Y = /2.αr28/ x

SY.x=士ぷク
70

.. 70 7 。 ダ o S
下部測定ﾡから 来めに形救

1 形部測定から来め形級ヒ 

guaれd形ﾡの

一

この回方理 

式は 他立変量 

の単位の価に対 

して期特て きる 

9v2ad ポowL 

c&& の准定値 

&計算するのに 

ﾡいられる・ﾡ 

攻にぶるめ西 

ﾡの武 が/ 表 に 

示して ある。
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/表 樹幹下部の測定値によるだルれc2244 と方程式
?= /24 + oテd/ Xから雄定 し「 a～2aれ乙 Pwt
c0Q24 との比較
()

下部測定憶による
47 CCa40

(2)
9*どo

() - (2)

麓
2s 4 7 - 2

22 6ふ -2

4 7 4? - 2

分 フ0 - 2

29 20 ゴ /
20 ク/

1 ?/ 72

72 ?ジ -/

フ 4 - /
・

? - /

フ. ク5 0

24 26

77 ク?
?み フ& e •

ク? クタ
ナク ざク
s/ 80 ナ/•
82 テ/

&2 ナΖ

8u P
1 5 & ナ ノ
表の中天部の下部測ﾡ値乙よる チo27しc2244 と央際の8ad 

Pゅmv c02a。 とのﾡはﾡめて小さい。 @t2a4 カレk九 cイ4dd 
が小さい-FC ク以下一時zは. 曲幹下部の 植 它 用 い ろ方法は
チm c2aa4 を 重小椎 し ・ 8c2a4 Pewm cC244 が 天 き 
いとをz はﾡ大推ﾡす る 帳ﾡが ある ・ 下部測定伯による 2oad 

#のwn c22&d の塩定方 法の 詰果に 充介新殺限赤内 に ある ・ 
2っの 皮付測定の結県が逃足 のゆく結果を与えるなら、 

だoスれ c2444 を来めるめに ・ 樹幹下部の測定値を用いる原 

2重用すれは調査時は短ﾡできるで あろう ・ いろいろな 茨イ寸直 
経につい て検討し たが. ﾡﾡは思わし く なか? に.+/ 9a 

Pewm cC2d。 単位の結果が得られたのは ﾡ足本攻の 25%以下 
てあっに. 2っヒも区付ﾡﾡを用いるには. 上 スク #ct 以 工 
の直径を訓 るル歌があり. 二れては普通の 京長の人でよヒビかム 
くる. この研の目的は . 余介な装置を 用いない て測れる2っ 
の 下部 測定值 そ確定 す る 二 ヒてあった.
Pmu c&&d * 回Wオ ﾡ式か ら 計囂し 工くても. 上部測定値 

と下部測定施の いろいろな組合せ について 9vua4Pwm 

○8dを示す表をF契する こ とが乙 を る。 上部測定催は皮内. 下 
即利足伍は戍 付で ある* これらは この2つの刻定値から924 

シw ccad。 の資野が雄定憶を来める際ﾡ地ての宿課ヒして役 
っそあろう ・ 友 の 値 は 上下 部 利足 道央 22 ス 商ﾡで #mu 

c&&のﾡ持を示す ルぽかある。 2表は ・ 今$ チtのdtb . 

2s チut。 ob 共② u 向Tﾡでﾡ谷て き る 9va4 か2マル 
o&ad を示して いる. 表に 示してある の 中向に入る ﾡ区 につい 
ては ﾡ場て ﾡ府 するこヒにより. Pomu cCaa カ \•得 られるて 
あるう。

二 の 作栄 について 若 千 の 何産 と羅ﾡがある.
張の 落しい木では. そのために * c2aa3 は相者に少 

ﾡ定される. 者なﾡ戻の林に生有 している wんC。◇んl-つ 
いては、 このようば木を測るこビによりﾡまった だ cCau 
nﾡられる可 能性 かあるレはいうものの、 二 の ように 空 •ま しくな 
い性ﾡは殆んとも? ていない,
前に西し -2o4Co40g パク , 2AuCとcc4 / ヒは置 

って, cん は上 20 がス 以下Iに下核かてている 樹ﾡを埼? 
ている二じがある. これは際の 9a2d Pwれ cCe4 z彩ﾡ 
2およ ぼし ・ 下核の滅部で樹幹が膨大 してuるため、超いIに な 
る, このようにﾡﾡな細りは、 できれ避るべきてある-
ﾡﾡ下初の ﾡ定他ビ してﾡﾡ木と準侵ﾡ木2武べはも～と信ﾡ
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のてきる gmad チイu c&&dの定個が得ら れ るてあろう ・
平 約 -イmmれ24

樹下部の 2 ヶ 所の測定憶か ら 9ua チwv c244o 2 推定 
するオ法を. ﾡ (7nc2wuc の2っの んロe cc& 林か て 請 
、.いろいろ地上ﾡての内・ 付測足ﾡの組合せからﾡ上 
&5put の皮内川定ヒ 2s レイ の皮寸測定伯ヒが最資の相 

合せ てあるこヒか今った・ 9vzau チov c2ad。 は一次式 
?=/2.α"+のネ/Xから椎定できる. ここでXは2つの下 
部列定ﾡか ら 来めと 方02 m c&aa。 て・ Yは 9vaと 子wu

必aてある.根張りや短幹のよう平木の料牲は・ Pmu

( &u2来める 2っの方注の 商係 を夜化さ士る麻ぼヒろが ・通 
当本坂空戻 の林分の ﾡﾡ木 と 準吸ﾡ木 &渕るこヒにすれば. そ 
p だはﾡく催 かである .

ゅ汚文練
/ 8xna ・ P.Y.. am 尺 J. QLawv。 ・ /2$&. 2し ポewv 

C8aua ca -&e -2伝vaなcイ チwov そャ〜 ークv一。 のサ如V ・ 

LSU チw&uかu」久地 e ・ ふ
Z ・ 9wu&wれ, Cauし H・ /?S2・ uとぴcd。 ◇チ 2C2才2Ctcべパ

auピwイ4 ・ »-fし としと &しと 2のレ ・ 9 ・ 7uow- ん ・
3 ノ九wレ ,A.@. /9S6. 久 クrぴ&ィしし ?ぴとんcd ポwン 

wイtnuイ し CC&4d が ーイ～イーと4d つと 2れC&2ペ /?1 

t ウレa&レ2&じ ・ &vwし ・ し ・Sり:/ ふ - テ?
M . -イdecw , a w. /5ク・ -Co才2イビcペ& ?uイん- 

Pf。 &eww -を しっレ〜e&ィイ Pud。 ・ Qnruo, Qのwユ・

2owoパ が 子oンイ /夕82 りoそ-Sテ ペe7
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7 ・ -dadんaイcんcwrawレ 
およ び材稿式

の -00acん o の細り. 材私沢

aCa/v a4 vイumue- t26-&2 anL レ◇&ッー だc2nuそe 

P -44aとん 4/れ2- レ九 -1aしcん2イ2し

専 約 Qイ3イacン
-&aAaなPuwcot の -22c.ん 2/ce について 細り 表ヒオ 

ﾡ表が作製 された. 別のﾡり表や材長ヒ比ﾡしに能果. 材ﾡデ 
は材意表ヒ正確さは変 らず. 樹ﾡ洲に林和表を作るルﾡのないコ 
が系めさた. さら-、平ﾡ径, ﾡ面ﾡ. 材稿のﾡ方ﾡも 

合ま れていろ.
契 料 -ae LaCa

/9$7～ /タ$テ好の及に行なわれた -azkatcAswvat . 

-4&&c wvue2 の灰万 ヒ砕にﾡする注那ヒの ﾡ研て将 
らにものてある。この 調在で 3ぷﾡの ク エ- カー円形プH" 

ト z -イ2&cん «/c& の主受林地内に設け. ニのプ ・ット と 
容し, ノノフ4本の -42&.&サuce を測定した- ( KC28 • 

95?)

/支に、この 函書 て 倒 し 樹幹析解 した縦ての -00acんxncce 

の 平均改. す直径. ネ攻 ・ 平均樹高 . 平内 t*液が示 してめる。 
/図. 2図はそれそ. ﾡ経に対する勘活 ヒ」ty#表の平均ﾡを 
平にしにものを示している・ /表は二の 閉査 地の 特 慢 ヒ ・ ー

u の木が持に多い こヒとネしている。二 れは比秋的大 きなﾡ 怪 
-ついてﾡ いﾡ本の得 られる点ﾡ本2用 い れ修正て きるで あろ 

う . ( Btz &cん 法)
細I 表ヒ材積炭 e/v and レイwmue Za&0と

2表は _』&wん2イcんe+vau の 平均形の -&&cん 2/れttcC- I二 
ついて F製 し細り表てめる。 この表は 査径 ノクu 以下、 樹 高

一I09-

70がむ 以下の木にﾡ尽がおかれていろ ・ この哲り表から、ﾡ 
足の 直径限界 ・全木ﾡはﾡ引可ﾡの村稿について ・ *ー ド7 ィ - 
トヌはJtジ単で稿表と調製する こヒがてきょう ・ ヌる高 ・ 
ﾡ経級か ら. ふt 丸太が い< ら及れるかを決める二 としてきる.

表 4a 冼补3 人 の直径ﾡ別の平均直径、ﾡ高、$ts

合経ﾡ( し ) 懿耕 本数 平 均樹高 平内
4 - 5 o 2ラ3 タム» ノフ?
と- $$ $.02 23 2.9

s4- 6.5 6.00 2s sタム $o

66 - 75 7 02 $ 9 6 ・&

76 - 5 00 み少 $2 22

84 - 25 2./0 2 ・ 6 .6 ノ232

28 - a /の./ C s 65 6,2/

/o6 - 〃6 /o. 70 65.2 ?/
/6 - /2S // 6o 歩 427 220

.6 - /S 280 __ ノ c. 5

カ ク

平細り曲 練か ら5し3材積表がFら ・ 3表に示してある・直 
区前超ﾡの 平均細り 保を Ruu.んc の樹木野順Iに プロ ・ ト 
し. 材賴を プラ ニメ - ターてヌ名 . プラニメーターでﾡ?
た能米を対数才服紙で平済しものか 3ま一 -4&ac& 2/uc2- 

n ﾡ弾 !も材事求 に系してある。
3求ヒみ3しんしaす のt3材油示とを比へてみるヒ 

9vwよxa分の表は -イ&2ん4れcんw-7t の -4とeん4イ1e 

こ炎分くすそろこヒが分り. 2〜よ%神正する(互経によ? 
て 烈 る ) ル撃があろ う。ﾡ合材ﾡ表Iに肉する レボー ト で 9w-2- 

&uang) が、ﾡ々 の ﾡﾡ に対して百 外字術正 をほとこせは、 て 
の樹理iに 対し一つの 材ﾡ表 で 充分て あることを示していろのて、 
二 のに 較 文 行った の て•ある。_&wn は、 ちょっヒした 神正 係
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殺が受で あるので. 文乗樹 • 十業樹列に材頑友 を用いると 伊利

てあると考えられろと血べていろこと2除いて .ﾡしようケ結ﾡ

及付.b.ん ( い)

2 -&Ccc& 2/uc② の細(表

D.B.H 
0b 

( ) (&t) /
各位ﾡ の B.Hにお

・2。¥S 2/ ・22 25s Jsd ム」 24 2?

a d。 ジ 37 3火 2? 23 一 c
すc " 37 6 32 3ォ 23 一 ・j

s o s 46 幺a 3,6 2? 2.0 一 o.
$。 s 次 & ? ジ4 27 - e

6 火。 6S s/ 炎 2.4 一 c
$c 6.f s4 s2 4 3夕 3,/ 2.2 c
6c 5.8 68 S3 ダj 38 2.? c«

7 4o ク6 6.5 4.0 so 5? 2.少 — o.s
s。 ク? 4. 6./ ss S 5s ・S
40 77 6.5 62 $6 s/ ダ2 sぷ 24 o$
5o タク 7 6.9 6/ s3 3o 一

60 テ7 74 ス/ 43 $8 ダサ 3フ 26
7o ラP フ 22 $5 s? s.2 炎 s 44

? 60 29 発 スタ ク/ 6. s4 メ2 2テ ク4
7o 2? 0 6.7 s9 Jo 7 o6

/0 60 e6 チ7 2? 20 ん/ 47 30 27
クc /6.7 2ジ ? 戍/ 7ぷ 6.4 $2 40 27 伉7

// 60 /22 /o 4 6 6.7 5/ 35 7
7o 2 28 88 対 &夕

ス/

s7 2 ク7
2 6r /ジ ク2 /o. 夕 &2 ジタ o2

70 /6 2 8 24 55 2 &2 4 〃け

-イakん才とんとw一れ の) /&c% /レぴ ( 4 ・ ヌ$$)と 

-とのcん 4/Mtc2の細 り表を比べてみると ・ﾡくﾡかなﾡのある 
ニヒかスられる。 -&02cA 2/uc2 の部り 表の 訓製 I< い方 

法 は ・ どacん イu o 細 0表に目いた ヒ 同 じて あっf:。 -の 

2勝種の材ポ表のﾡはいつれも ・ 材務表部製才えの ためヒ 受われ 

ろ, したかって、-イ22RaてcAレau の -PPん+や /レ c& ヒ 

/ce nou zついて ﾡじ材ﾡ烈が使甲 てきる ・ さらIに研4 
ﾡめて行けば. 針な剤Iに夫々杯求材戒あをFる こヒがでをよ う 、 

こによってﾡ在ある ・ オ表に ﾡする多くの ﾡ乱 が解決 さ る 

てめろう .

ﾡ源調査や他化のﾡの 調査の計界は、たた ー つの」もゞ 材根衣を用 

用目的に従って 修正係数を 施用 すれば楽く Iなるてあろ う. 

列用さる木材の番け好・ 不系系によ～て夕る. -っの基と 

して Jいﾡ慮表を河いれド. 利用 可能な材題を 計算する麻、理実 

的爆ﾡと して利用でさよう ・

I 図は直 径級別 に $13ネの利H百分年を示していろ ・ ^oft 
1'藤後洲から .工 師1区 れ ヒ tI:翌る2 ﾡの 利用手を示 

てuる, 4函は平 均 直径か、介 ってお . 林かに 公月てきると 

う点2除いて 、 ほじものを示している。 ニハ ゅ令 平均ﾡ経は
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2 図 B22& xc&. の瓦区に対する友内」も3平ﾡ材点 3 友 -&Cacん /Lc の安内 !t材称

反
决
立
オ
フ4

ト
残
理

及付ﾡ経 ( い )

P B.H 請 ﾡ (t )

o B o 0 so 4o 7o すo
( レ ) ビ *
a /2 4 2./
5 < ラ 24 2 s?
6 25 5 s
7 3 ダ7 5? ク2 82 22
P 光ジ 5.? スJ 2/ c8 7
? バ/ // /4S

/o /2 ? 夕 2?

// /い5 /®7 22?
ノ2 /22 220 2
石 222 252 2*2
/化 25 2夕o 335
5 タコオ
6 70

オ/ この表は平の細り 持? 木の プラニメ -ヌーて測 
っr: か 描 からF製しにものてゐる ・ ﾡ1F Aに逆んr
/ クク 本に ついて テス トし「に・ 系ﾡ差- 2.7い・ 
平均准=?4% 浮 岸 旗 釜(個々 の 及 がら 直後 翼 
土し1-)= ノ.//%

o.と ら 以上の許ての -40acん そレスムル について昇し「-・ 3 

図 ヒ a 惓ヒ "は屈 く 僅かな 相 通 の ある - レIに注ﾡするル受かある、

コ - ドの け 2*める 場合 Caん& ては ・次に示す よ 

平方ﾡが用いられている。 ( 9crvんdaa クチ$) 丁'- 

わち. 材師 クタJり・生師はゞらJtj.樹皮は ノラロピ 

している ・利皮しに結系 ・ﾡ反ﾡ称は -422&4CcAewvwnt 
J 夕ゃ44 により・ /c%と区定さ nrz ・ ノda&c (/タよ) 

Iはとﾡの パル プ用ﾡﾡの対皮厚ヒ その%友にするレポー トて、 

/のん x九c の材波率は ～ %てあるヒしている .

/コードいの空味のﾡは、才の大きさ・通ﾡ性・ 平消さ、ﾡﾡ lニ 

新皮 しにかヒうかてﾡる。は2さりし にﾡ論止 引 ヨ 中 な い It X 

と b、パル? の 長さI2の ひが付I られい x ら ば. 粗コ ード当 

り •喫 ネキ機 に HらかIz み5%を旅えいであろう. ﾡさ “オ Ki 

L杯せられる パ ルフ材は-桜Iに5c/れでﾡ切ら・ 26 ヒ 

ﾡられる材は/com で王切られるのが 普通である ・ パル 

ぴ の 工 当 な 別 夜 ヒ して ○れt-材量/oest一 &探問すnI 

ルガの は 商単Izる て あろ う。 / cuuc Iは . ﾡ皮 しT:
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3 上部査径3ヒハ利材ﾡ( もう)の立木村Iに対する百
介率

M
は

百

分

率

6 IG

分平 メ b.ん (炭付)

-115-

4函 上師型後うヒ火の利甲ﾡ(!tう)立木に対する百 
幸

パルプ材 X グX 8 Jt の叶にぼﾡしい。
d額者や救友の 計算I ﾡ在ﾡ索計ﾡ株の 法ﾡIに xり 改更 さ 

れつっある. このこヒを急固において 宿計項の公式をぷびく 
場合に・ 従来の材想表ビ Iは 異 な ? zオ法が とられ。

二の公式は次のよう利点をもっていろ。 ( レownu. ク57: 

イとA ed と /ク$7 : -』uv $ )

/ 面倒なﾡ向の ル予か ない,こ.ﾡ木のデー?一が用 い,
.ﾡ経ヒ 樹昌の 西 港 に ついて 神向 & Iぱ塚 ヒする ゅ合Iに 鈴に 

役に立つ・

2比教的にﾡい材ﾡ計耳オ法が利てさる・
s な式は. 索計質炭て材ﾡを計ﾡ才るのzに右効てがる

4 樹商 . 資活lに 出命げす る際にだろ・ 未ﾡの偏りか・ 公ずに 
よ り式 す る ・

- 公式は. ある理ﾡ改区すIﾡ長置計照1に使ﾡてきる.
次の公 バ-Ccん ス/c2 のほ料ハっホめられ ・ 

アゅ 公式 &ゲラフて示す めI: め た: 速礎デー y こ示して
ケIは 危経の平 才 

ヒのﾡ係を示 
$ﾡヒ6図から
V= o.ノク3ワ2

ヒ ; も 材 箱 の係系を示し、 6 * 上
y /2 じして(るッ

.次 n 公式が字め らた.

#表は 
いろ ・ 
ヒ」ts

c2&DHノ2 V= の.2$十
ﾡ任によへてﾡる数bをもっ公式が、3求からめられに・ 

ほ数bを来めるのに用いられに方法について ・ りConrし(ィクテ?) 
かaじて い る ,
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ノ 表 回回ﾡﾡ と来めるzめのデーター DB.H.0B(i) S & フ 子 タ・/C///2/ /と ノS

古区店 本 数 平D.B.H 
ob(ウヽ

平内樹必
(f t)

D
D2H 」もう年ﾡの 

平税消
皮内)

/00

3e - 5 ス . /o s6.ぷ 4.8 ク7
と $5 2ケジ $.o2 K%よ 2$2 バノ22 2.?4

$8 一 65 2sZ & 00 "4 34.0 /あ22 52
66 - 25 /6 ? 200 $4? 4ラ0 26.2o 4.テ6
?6 - 5 ss み00 $2o 60 ・ク74 2 2
あ6 ・ S 2 2 /o 426 /ス32

26 一 /a5 3シ o/0 65/ /22.0 0 /6.2/
/26 - /5 ラ /。 70 652 /5 フ445 ス/
バ 6 /2s 夕 / 60 627 /#& ?み2 270
26 - ノS / /250 フC &5テ 2/2( 30s

6-0a<ん 一と のぴ材救をﾡ士するのzﾡ用て 2る父京 
を次のように平約する. ここで▽lは-2&αん2/uce- の皮内 
い破であり、DIは v 平の反付ﾡ活ﾡ径、Hは」し 平位のガ 

商てある. ・
の) ▼一 &/ク5D・ - ・2 . 公式/ ( 5沼参照) はﾡ高の表化 

によ る 修正 2 しない 他 才 的 材 表 の 推定 式 で ある が. 面 経烈の 
平均栽須 た 考 恿に入 ている. この 形の 公式は 一桜に 大ﾡ炭 岬 
査や区区計ﾡにル歌ガもの てある.

2) ▽=225+22« 鳴岩 公式2 (6 函念 ﾡ) は公式3式は 
/ x り 茂み使い結果 をよえる.

(M) v = P ( 2より)はﾡ径と 樹高 2知って tう対椅の i 
似値 をﾡめるのて用いられる.

w) V=bx サみ ・ 公式りは れ上 計項磁を 用いる前Iに はA べ 
/, 2.5 zはべて計界は食にﾡ干落ちるけnと 浜も正ﾡ結 
票を与える. Km ( ノタ5$) は. これが電ﾡ計ﾡ総にお 
てあると 扱告 している. 係救りはE経によつて次の ようて彼化 
すろ.

株ﾡし o2$7 ○.25.<.3% ・.2d/ c.2X c3 ◇327 c223 c.2ナ Gンく c.22 c.2c

5 ﾡの 平ケと」しミ と の)ﾡ係

( 区 d.b.f )

※行冷ﾡんに/。 c 本り)木による林務表 ( 3表) と公ずの正 
さn検ﾡ結※次の ヒ おりてある.
t a 唯 た オ 法

4 __
平 ソ 5.

____ 4_____
ﾡﾡ %

険芋 いウポス 27 &い ス/6 /// /

▽ ーニ 25+ 62 s.3$fはい 7 2 バ &c

T= グ/ノア D3- /2 % ﾡい Ce ・6,70

3 06&い スパ2 ZZ ノ2
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図 ブ と」も3材ﾡと ド係

2▽= ○25 + cz は甲的には. ﾡ弾才表やも 

つヒ枢型公式ヒ同しように又おﾡ来を与えr. しにかて 

-ハ2は. 白と け高 の分って いる ゅ合 単木 の) 」がォﾡ2 港 

めろのにﾡ笑される.

とデ▽= ◇/73ロー 22 併ﾡと方ﾡしに式にルへて 

ﾡ誤ﾡビ 平月ﾡ准は糸介木 きかっ/- ・ 上の 2つの2 式は 自 厂 

訂 風先を用いろ舟には 足 頂計 算か速反* 愛.めるかに 役立つ .

心“/ o2式V。Px夕 は 凝 民の 結果 を 与える. しか 

しの2にとべて正確こ2 かﾡす r:め. ﾡに加上計区者に 

L? く条魚がカ が平ので この公式の快用にけﾡ何がある。

平ﾡ層区 折面減. 材対のﾡﾡかつ正確ﾡﾡ去

1& <cmれ2e atd ctccwuaCe cc0cu0ctou 子し

0-4イourt3Qu&. arucZv -Pcaッt -A&c?んと,-保cdnこ

2/u20.2rLL レーイwtmue- ・
ニ オ注のﾡ御については.お右けはuいしの看老と条ﾡされにい。(/ジテ火)) 

平ﾡ任 Qua canucロ
平均断面ほをもつ木の在ﾡ2*めるには. 断面頂 そ 衣める 此を 

b:をまめょう ヒる撃もい。ﾡのは . ¥木の包怪 

2平オし 二の平オ をNえ合4 .本ﾡでらるだIである. このﾡ 

の平オ坂 平均断画ﾡをもつ木の白性てめる.

,: 兩

断回 ﾡ ad& acQ

• ♦爾 は. 直径の 平 才,和之素 め. 常数 cceszsc き朱ずヘIr 
*まる.

Hの w 単の 宜経の 平 オ に格 数 支 乗すれ IrHﾡ病 はJt ¥位 

cふえらる

B.A = ミワ x c.co5d5

H ﾡ Vじwot&

▼=◇/ワ5パ- 2 ・V=のステ+の2 一 のよう

2 2用いHIf片ﾡの工正確定催をﾡかIにホめるつヒが て

る. 単木齿に杼段計鼻之 す る 心理に ない。比军ね の は D ヌ は 

黙サの刑を来める- ヒだけて 終ての対み木の 材 土東 め る こ ヒ 

かてきる。

例 Nホの木ﾡは、 ホ請= ◇/? エ!>ユ ー ル( 4 )
スt t扱= N(の27)+〜2 ! ヒろ.

みらハし め商歌化 して おけ卜 加上計ﾡ求でプロw トデーヲ& 

ダする前ﾡか" ﾡ的てきる ・ P3 の 和/平均直径、新品ﾡ 

カガ 之 計知二 用いる間には ・ 埼にそっ てある. 二まての経験から 

[ 片；)方法で その デー ヲを計ﾡするIzﾡﾡのよ0%がﾡ内
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されるてあろう.

あﾡ文ﾡ

イーん.ろj, S. R. ?ud と・P・ 00 ・ /?ダテ.

Comuuedイt Vo&wwte Jaム2c。 P アuu Qnd 工んav 

o/uexccttor ル 胡2 Cau -&tてu ・ エocんndcd2 Bx.&&a工w
◇*, U.S.A

/2e ・・ P. /夕$・ チんcんucdd au L2unadイy e 月aた ・ 

oン Pwr and Prw 2uc.243vc o Canuatz . 
L2ucumuしu ・

?rv ・ P- P. ラク. Rxgnc&wtィt CaetがdcdoD チwれ 

CcwuwCいn夕 Ctとと テーt レa&xu c合 Rc。 (cwv 

エ' い...スん Pu ? ・ c ・ 9ロwmcw〜: ・ チut 

2n4 Rwtc xnuut &ててmt ・ agtu ・ いしC～ん ・

んly ・ c・L・ /クダタ・ Coutu cxcm a フanu〜 2&2、 

チれみaん ん;" 九 -442んaスんw. ヲX ・ CRou ・シ/(3
イmuプ/, J・H・q・ at J. w. & ・ ・タミ アーッン&.t 

V&r? L2:ruuム c DH- Ronuvt メーu Baん 
C&uta 工wnムレれ?u4ロ -イut4xv .

一wレ, s./・ ノタ/・ ・-&ハれ&ル4 Cowrnavcattmi
V&twnue ・ 子unwtん " 子～1 ・ s2 <“).

( Jアん ピとイ Cfuoudcee 
c.L- KC久w

VいI38 パc.3 ノク6o

一I21一
トネリコ . Pactru . wん.Q 4w.& のが ホ ﾡ式のﾡ 

友の検定に ついて
工edt。 ◇チ ccイetot of cめcと - チーイ -Du2& - レーe〜mu&- 

-28+0QCot。 c anuv, ぬ.フtu, 2ntc 一u.C2<c&.

D ・L 8+2d:nta ・ ◇ 尸 ノx&2

ﾡ 平 08イvacて
35確預 が れ ■方程式•の 源 反 の 株だ 直 3 周 域： eRハt..c.

一な。2tc& ・ イu-Ct;ty 3/u7 I:つ( て行っに・
資炎ヒﾡ部た r2他立交ﾡビ 考えr場合に Itﾡ及ﾡ高て
、メいオ極式山 結令友救式 :▼=a+bくdbf)コ (金研蒿) 

オラの夕そLして移ﾡ2いiれt.ﾡ長の系ﾡの方度式は 詰合 
烈登P復方ﾡ式 :
▼こ2+bC&b A(全書を) ※ ニーの旦件

+えかき 0 オ◆tcオcot

内ﾡ計算に計界ﾡのﾡ用がﾡ し T単式にェ るﾡ定方まが. 
7 ラ7注"共ﾡ本法に反へてﾡっに・ オ曜式バ ・ 計ﾡ求加ﾡ用 
てそる以外Iに いくつかの長所2埼っていろ. そのうち登撃し 
のの一 つ . 卅積泉 潮製 力 除に 個人 的備 りかへって -tいことで

府が氏の信価をﾡ米するに. 浜近快月されて いるいくつ 
か ク方怪式のﾡ尽力検ﾡが価のある才法ヒ ﾡわれる. にの所究 
の「»に型んに25レオ桜式を次の5部に分ﾡしrに ・の)形飯を用 
'ナー、旦紋式. ()形2ゆを用いる負«式 (う形級2用いない対井救式 
メ形級を用い る対ﾡ式 ⑸到余" 原法

州余填ﾡ定注は V= Q+bHなる形のケ宮式を快用し ・復 
c級Wの デー ? I . ﾡ立の動 y して伏ﾡし に計高I2井 して互ﾡと
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なる ・

オオ大 2スに示す.

V一 Jげ単位の利用可ﾡ材ﾡ

D一dbた一 i峯位ル高 古

Q 1P.卜- 回新杯数
み

H= t ¥位八ﾡﾡ

Fr= "iく科'ども?«5sなに¥は

FA= -上す6/卜、&4L2Lg_堂座』

「 - E一 く」こメ b( ・ ¥ ) /皮 abたて平 に,

Fi, = 上/フラしαtb (w 平位 )

Fmn = 上(H一/)/2」tハ4tり(in 半位 )

Fs = 上とst のdcレ (m位)

2y- /( 2ﾡヒす る才数

形び2よ ないR攻式 Qu工, してc つ フ: • # cC. u

う8式 / V=α十bbH (徳合夕ﾡ )

スV-Q+bD+cHナαDH ・ Qta&cny)
ジ ▽=Q+bパ+CH
り ▼<αtbD+cワH
5 ▽-+bH+cげH
3 ▽=Qtbp
7 ▽=Q+bH

総 M によ る1牧式 QutAmな2 とン c2xud

ダ ▽=Q十bPHFn (杉 彼による 詩合友史)

9 V=Q+b DH Fr:( » )
o V-Q+b DH FY (. ・

// V=α*bDH FI,
/2 ▽=久+bDH FMa
ノ, V=Q+bD:HFIs
ル ▽=+レワH+CD:H Fm, 
バ V=Q+b DH + Cp・H Fn: 
& V-Q+ bDH + cD-HF;

形級に よ な い汁な式 -ビ480tCwutc 7/t ・だゥumt cCaad

フ -&V=-ピゃ3Q+b(-28ピH) ( 対状結合友受) .

/テ 2 ▼ = -&-y atb( &ォ D)+C (2y H ) (.んuntacんw) 
/? -2・9V=-2e夕Q+ b(-24D)

税炊 Iに よ る対ﾡ ・e2atんttと t とピxd

20 -2一V=一2タα+b(イいけFr) (形然による幵敎祐合疚更) 

/ 2-V= 2 2+b (2 ゲH Fra)( ～ )
22 ムサU = -&-4 + り(-&xyDHFr) ( )
2 -〜チワ=-2321り(-クーypノ+C(&-H)+4(&Fmッ) 
っ -2dV- -2ya+bc-&xyPw,)

刊Aけ法 Rodua2 レ&.ルLe wuoxんヘイ

2 V=(劉余材)す(対ﾡに汁する救)H

万 去 ,〃ルモ レィ

イoズとfxtvai ﾡ項高林茶部が-&a.んc才cん..a?t て 

ﾡしに刈血が利でま「:. 9ケ/本のどo&ntue, 9す5本の 

,ハ,な れ..と ・2み5 木の トネリコについて次のﾡ目 が記救 さ 

nに,出高, /t(仲探高) (ﾡ高),上初ﾡ区的 

まてのか/」t向陥の尽におけるobヒdt b
a 佐刑足 值 は べて ・ し. s 局様式 s$sa Iz プロ ・ ト さ 

n これらの点をm～ て平浮田終を引く . 「t平の利ﾡ可ﾡ
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口花 は プラニメーターて 求定まれ 亿. 次の 役料が I-BMカートIに 

キーパンチされに・皮付bf,ﾡ内くしb, ◇.すJt のob 
フ»」ひのαcb ・ (H- 夕$)々」しのくd b ・お高 ビ 

¥位の 利用可ﾡ材ﾡ ( 材旅る /」t以上上部dib5wれ て)

J2aZoズwmt 225 c030t42 Comwロu ヒI BMパ>ケカ 
- ド本置を用いて • 回ﾡ分ヶ. 相ﾡ分がを4っに.

オ程式向の有危ﾡ験ﾡに用い1方まは • 主ヒしてﾡ向候救のた 

試によ2・ -udccvu ( Ps4) の歳就 してい るる相 11 
数の信瀬順X2計算しては救を行っ. この計平オ法を用いは 

しの/%*ﾡの位と用いろけれヒ • ﾡられる相際係数のﾡ抑Z向 

は. /%以下の確平水ギヒなる。

方ﾡ式に 声す る立明 火②c.uLcer th 2guoxtor

形級之用いい ﾡ炊 Quxんw.衣c nottet cCaa egutd m 
才ﾡ式/ 2 ・5 (全甘根I: ついて ) のﾡ内ﾡ数のﾡは有ﾡ送 

ない・( ォ程式 2 3 の相向係数は オ祀式パ の相係の定抑N
今内 に ある。)方左式4.フの相ﾡ係炊は、 浮式みどのトネリ 

コ を除いて • オﾡ式/2«sの相向係枚よ り有ﾡ小さ い.

オﾡ式/2 火Sは同一精及て材稿の干測がてきるヒ切持さ れろ 

oて . 才ﾡ式の逆択は判の考条によら ねばな らい ・ 回W係枚の 

ﾡ半認並は との才ﾡ式についても小さいのて ニは方避式ﾡ 

次の迷ずとはらない・ しかし. ガオヨ こ小ﾡの 計 ﾡ 機 て計ﾡし M 
け ェ らい時には チ く の 常数幺財 えて おく こヒ か向畑に/ 

る. 例え ・I.BM cc 型計ﾡ炭か 用いら れ る ﾡ合 にはオ選 

式2を用いて 材ﾡを質払 するには.数回の凝作が歌てある. し 

にかって ・ これを基ﾡとす.力ﾡ式/は他の才ﾡ式の2スは 

3ﾡのあ登にべて ・ 独立安更は /けてあるク てく しにがて 

ﾡは・ a 、 bの2っに)最区とﾡわる。

有ﾡに小さ 相肉係攻 2 t つ方ﾡ式は • 大 きさ の 小さい 船 に. 

.& 7式てあろ。w スcc& の稿と材高の相ﾡが ト
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ネリ コ や/ax&ハiu に比べて 前い のに 左目 すれば 面白い。これ 

は wん.2 4u. c のﾡ本のdbんヒ ﾡ高 のﾡが比 ﾡ的 に大き 

いめてある.

形枚を用いる京放式 (2 しそんれ?してしと だン1 • cそ&30 -880ペイマロ

浜量Fr (才程式みタ・/の) を含むオﾡ式の相係ﾡは、次ﾡ 

アw 2もっ. -にﾡする才種式( *登式ノ・/2・/シ)に比べ 

て有意にきい ・

ﾡ立表ﾡか ノ以上のオ程式 (&-と式)のうち、独立 安¥

か / の方程式(ナ./0式) よ( 相株枚の いものはいのて 

m及の奪しい式の中ﾡもﾡﾡなものとﾡぶじいう尽から ・ 4バs 
/E式は二れ以上工はﾡえい ニヒにする。

I の才ﾡ式(80式)のうち. 9式は、 全片ﾡに ついて

0式よI有ﾡにﾡ く ・ /ao&nu ・ トネリユについてはふより 

zく, 景台 の 相関係政を もって いる。み式の ﾡ係数は w.Au.tu 
xvutce- につい てだけ・ /○式より有ﾡにﾡい・ ». 9 ・ノo 
六の回帰係ﾡの爆挙談ﾡは .ﾡ係がないヒﾡわYるﾡ小さい.

形ﾡを用いがい対本式 Ceみ4てんru〜 7のれ・ポ*mて - cしQ4

二 の ﾡに 入る3式の中. /式は.他の2つにべて有たにﾡ

っている。 ノ7式ヒ/夕式は. その肉係太か非ﾡに似ており.

そのだは有危てない。 ヌ回帰係文の妖ﾡの入をさ との式がよ 

り情ぶがよいかを決める基ﾡとムらないのて 町易性を堪業に 

ノ•じ ハ はな ら い・ ﾡ立夕数がたに/っの ・?式は 正ﾡさと 

s のな房さ とﾡﾡ して いる。

形みを用い る対数式 CeaacRwと P?t- c&x&。 _e8tcdイot 
・

zu式は、 この組屈するのの式Iz比とべて有ﾡに方っている,

他ﾡ牧を3っもっているが.彼立友登がたた/つの 20. 2/.
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22式にべて材ﾡヒの相ﾡが有ﾡに貸くい 2シ式は. こ以 

工今 条しないことIにする.

形数2用いる 真状式 (み. 9. /◇式) の場合 ヒじく. この越 

て長ﾡの相ﾡ系数2もつ才ﾡ式は. FYz2含む式( 2/式) てあ 

ろ・ 2/の相ﾡ係状は ・ /ao&ru と wん2 4 ce にっ 

いては20式より有危に大をい。 20式は いん.な an九.& と 

トネリコ ては 22式と有 危ﾡは な く、 Paknwvue zついて は 

くかっ1z.

鶏 余材ﾡ法 Rxdxo2- いwイwe. っuてケ

この力えは *ル e ハtte にっいてけ検定し . このオ法の 

相肉係女はの2か23 てある.

方程式 の 5ﾡ類の 比萩

Coucvr o -C&。 だe スn& P 2zutてキ

4 b %と樹昌だけ が別代とれる 埸合. オ程式は. 次式からﾡ状 

そる.

/ 式 結合安量式 (V= a+ bDH )

/ デ -«ou..o/uu 4 ( &av =2Q + b& D+c 以タ H )
25 制令材油式 (V=ﾡ余称十高がXH)
剥全材務式( 2$ボ) の相内波は /式2用いz ノ入ル“ハ, 

ののPP5? Iz対し て ○Pケ23であろ. このﾡには有 ﾡ近 は力 

いパ・ o αbf級分に刊会才積式をまめるのに受する計コ 

と . 剛余材救式 (25式) と用いて 計昇校でわﾡ をﾡ法 ろにや 

1る作ﾡ番からみて ・ お合役受式を 登べの が立当と考えられる.

結合表こ支(/式)& &Amuau 式(/み式) ヒべて 

ろ と ・ /atんtu と トネリ コについては ・ ﾡ係数の ﾡは有を 

てカいが, />式 の相 肉 保数 は いん.. 2/wc。 ては. ノ式 

も有ﾡに大きかっに・

-4w一 ( ノタ.S 2 ) の行 っ c検足 Izxれ ば、相肉係攻 かA

一l27- 
攻にﾡしい対数式は ・ 遊のﾡﾡﾡﾡが大 きかっ。しにがっ 

て ﾡのﾡ誤ﾡの比ﾡは ・ w一ん.しx<nccc について . /式 

ヒ/»式とをべる以平がある・ 次の方注け ウwyン( 夕3ケ) 

の若案 した もの て ある.

/み式 平ﾡ材のて表かしrに Syx

= 23o.2& ( Sンx )

・ 20.26 (oc6?2フ4)

= /テ.夕$

/ 式 Sxx = s

平夕』の% て表nしに Syx

= /メ・22

-れによれ 対牧式が真坂式より病ﾡの高い材ﾡ進え2与 

える ヒ は じ ら れな•い• ^

上 &sJt て-測られる形ﾡを表登じして加えてもーニれは 

dbA との比スは迫性の 定館そのしのかﾡわれる- オオ諸 ヒの相

は有危な理に改巻さない。 しハし 彩ﾡをﾡするために 

(H-メ5)々 t の上部互修を用いば. タ 式の 犯 関係数 に . 

/式に止べて 有ﾡにﾡ加すろ . 地上 ? ft の五優測ﾡﾡ ( s 

式 ) は い一んC。 c/wcce ・ トネリユについては /式よりﾡﾡ 係 

数を有危にﾡ加とせるが. Pao&rれiu についてはそうてはない.

二 の顧先 て一用いて いる上印測ﾡﾡは ・ 様式 ss テQ にプロト 

レにﾡり出ﾡか ら み とっbのて.上 か らポ定し c 上部皇後 

よりb正確とだわろこヒ2. ここて埼する歌がある. この 

府兄 Iレ 上即画径の 渕定が. 対稿進定のﾡ及を向上 させろこヒ& 

示しているが、上初ﾡ径の椎定に よ り. どの程及の "塔が期特て 

さろか刈題てある。形ﾡ雄ﾡの正ﾡ友は 我少 す るの で. 形領 

のﾡﾡは、あろ程友 では ・形叙のこを含む形ﾡ式は ・形級を 

用いない 式よ り精及が方る点 まて&下すろ .
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合炭 方程京 Come-at -28〜aイvu

3程のﾡ秘別に・ 方怪式 V=Q+bレH(/式)を用いて.
次のつヒそ決める にめ検2行 っ レ .
(7) 3坊正の合成オﾡ式(型ル付を平均)が /acRnそ 

のものヒ同- 精彦 て /okniu の 材泊 を子那てきるかヒう 
か-

(2) 私の形の係攻てあわされるﾡ正係枚で PacAnイ 式ヒ 同 
- 精及て どacMnwiu ﾡを子測てきるよう z合炭方ﾡ式 2 

変ることがてきろかで
合抜才ﾡ式とけﾡ別のﾡの有ﾡ准を検定するめ ・ 雄 足低门 
撃誤ﾡの平方く Sンが)と用いて F検たを行っに. る勝秘の才型 
は
みocRrwれ
レ-んん ペ/vLc2
トネリコ

V = ②20557夕+のcc226/86-PH(yx=ィジ?ビ 

ブ=/ P$o2 ?? * o.co/eフフs/ P2H ( Sンx =5s佐ビ」t) 
V = o.9r628+ ooc2o2sSDH(SxX=3ox2t)

回数 を検たし ・有意狂のあるこヒ が今 ? tz ・

3 っのﾡ怪式の回候数には有ﾡﾡがあるけヒ b ・ 合成方 方 
式は ヲ』催の平方H・通和を-おしてﾡたしrc.

合式 : T= ～ケoジみ?テ + ocoxクo3?DH (Jyx=3.P2(」 ノ
二の式 が /ooAnwu と同- ﾡ及の /acknu 材ﾡを予調 

てをるか ﾡべ ろにめ ﾡず坂ﾡのﾡの有危桂 をﾡべに。ﾡは有 ほ 
てあっに・
合才ﾡすは ・ H&tfu 式ヒーﾡ及て/ac&/u& 材問 
2子測できいつとか・計ﾡでをろ ・
合ぬ方程式 て斑しと平均 PHの木の材ﾡが PaxA/uc丈 て W 

止し た 同 し木 の は積ヒ罢 しくなる よ うに. 未数ﾡの保数を会成 
ﾡ式に重用 しに ・
/aoe/u の平内ワH の他は グ2ノジ.バS&? てある.

pocknu) 式 で 百出 し に 二 の 木 の 材用 は タクフス 2 ボよい て
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る . 合ﾡ才程式て評士 しニの木の 材ﾡは. ク.$z5テ stてあ 
ろ. t22ーキ = ノo2が. 合点才ﾡ式にﾡじられる係数てあ 
ろ -
二係放をﾡL た 合成オ森式 の 魔 定値の 林 率熒追ヒ PccMuintc 

式のそとのﾡは有危であっ「. しにがって.ﾡ正係数付の合炭 
才程は よc&/iu オ種式ヒほ- ﾡ及で どacentue ﾡをキ 
刈てきない・

合内オﾡ式の Qは PacRuiu. 式のαよりも入きく. b は小さ 
い。総正係数にゼ式 る物さは 合才程式のa &し. bを式す 
こビて ある・

*数形の係攻の仲をは . 西着と大さくする ・承枚ヒして 、ﾡ避 
nのﾡ正係数を用い て ・ 3ﾡ椎別の才ﾡ式の洞 とするこヒ はて、 
こバいよう I2だえろ。
3ガﾡの う ら , /ac&rwu は平均 p・H がﾡ小て ( Kュバ) 

トスリ1が二れにつぎ(2シ23) . u.んcv- uce- か求大 (
クのュク)てある・以前に行った じデーアを月いて 調ﾡ 世 条
よ る 研究でほ. PH 対材ぶ曲ﾡは.直解が及尽のオに下に力

-プオるD:/ の小さな所を除いて ・ 直ﾡてあっに- この ﾡ何 は 
の西名によっても製祭さYi ・ ( -&nu /2s2 )この研 

兄ては PH のいﾡはPcR/シ曲旅上ては、 w一P.Co 
xルc やトネリコの曲保より大きな彩署をおよしz. とい 

っ . P3Hの位の大ﾡ分が比救的小さか～ tcからである .
,,3八“レレしg o合には、 ワHの大ﾡ今がPコ/の大さ 
n MIz よ り /acRnuの合 より大きな影ﾡを受ける 曲条が深め 
らnに・平内DH のヒころをﾡヒする回解は・承て上オ. 
反 例 の 姉 で 下 オ に移初 し. その結果 bの値は小さくなり(ﾡ 
2が戒ル) Qの値はﾡ大すろ。 Qの僅 み5Iは w-んu.C。 </.ce 
式て ﾡむしにﾡ合にﾡられるヒ xわれる whれな2 ペce の派小 
*木ルﾡ てある. このは・小径木のﾡﾡ を 延大准定す る ・
p?Hのﾡ田L分布が. 3 ﾡ で様 であ ば、船斜 は.もっ
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と似にものとﾡることがﾡ特されろ。 しかし ・ ﾡ田はていい 

のて • 合(ﾡ付 き平均 ) オﾡ式は . る避Iに五用 し に そ 

naビﾡいお米 を号える ヒはﾡ持そきない.

二の研は ・ 同じﾡ出の DH を片つ稚 に対する 合材政式の 

える可 ﾡ性を否定し ているnけでIムい, 二の所究に川いﾡ 

桂のPHのﾡは. - れらのﾡﾡIに ヒ っ て表的なもの て めるか 

ら ヨガﾡが共通のﾡ題をしつように四狂してもつのﾡ的-ﾡ々 

の世量の ﾡ会ﾡ町Iについて ・ﾡこﾡﾡする こ ヒー に と って 役 

z立た な (。

/ 次

ﾡ税ﾡの互区 部 対ﾡのﾡ計ﾡ

ェ
uんれユ

D.b.ん 

トオリコ pxA- ノir&
才 

いと 
イud

利戸可 所/彳 頒

トオリコ

t)
2a夕-ナンレ1&

W一
</nucc

トオリュ

( )

加4/41と

※ 小 e 9と 6 フ2 29 o.2 o. ,

/ c っ e ィス5 ノ" o ・222 バP a s5,/
ポ 内 /火5 Pd 725 67? s4/ 3257 2o.u6 P:

E 一 - 一 2302 /Z 70 字 ・422 /ゲム 2外

2次 岩だ刑オ理式刑の相ﾡ係ﾡ、そのﾡﾡ区、の

、ﾡ迷名の核のォ /の数字はA肉係数で・ ―孤 内 の な字

そ の 個の信ﾡ区向.であり.が非談生は らと介に示してある.ゝ 

改を問いみい具 数式

ノ V= Q+bDH
/〜<んレレレ
しんじし </tce
トネリゴ

P.?ァ$夕 (○クオゞ火-ア・クタユ) /

o2P60 (29P3-2Pドス) s;ビピ

o9Ps2 (c.9c2-e.9Pクd) 6v2

式 ブ=十 とD"HFrュ

んて </レレとと
トネリコ

② 2夕7c 
◇PPe/ 
。 9F4S

c2 クPク7- ◇Prナ。 ) //2 6
s ラ2P
2 ?P

3式 ▽=α+hPう+ cH

/chwtrue
wfut& 4/レ(一

○.9フジ?

クタフフ4
c クタイ アサーク クワ7)
( ◇ッフふ5- . 2 P// )

トネリコ o P*cy ( .タフ/一 ○9よs)

/式 ▽=2+ bb +

/ cR/vttと 
ot 2vuc2

o.9ぷ69
○. PPテ 

o.シ*&/

/ 
s.5ダ 

5cうゲトネリコ

5式 T=Q+bH+c PH

PCRrvtvu&

P、一、 a/Lc父
o.ydフ //ク

5.
oトネリコ

ヒ* プ・/

. クs&/

8式 ▼=Q+bD3

/αcん/vito
te x九wccC

○.9P2
o. 274ち 

o.974

( クタ,た？ー,タヤゴタ)

c ○972-の9se/)
( Q 9&97- ◇.9テタ )

*V " ・イV " イ

ト ネり コ

7式 ▽=Q+bH

ルocRハiと
-ん.とc ・レレt(一

トオリコ

○.7«?
0*520 
o,24P?

ﾡ紗之用いる負攻式

V=Q+ bbH Fr,

e9テテシ 

◇.9タ23 
c. 9 92

； 6.タP62- o.P9c/)
( ク.タアクター . ジタジS)

( c.2»9フ- c.99w)

/・フ2「ww『 イ y b " -
i-んt。 ペ/レMイ&

トネリコ

2 2 3P
. P5

2ボ ▽ = すbD"+CH+αレH
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0,9900. (の9&92-の.クバ) の.ラ

"んビそレパパ 0.9 963
トネリュ ・9クs/

( ②・9ジと - C・?タプC)
(タタ タ/Jー c9Ps5)

・/ジ6
2アダ

/o ▽= Q+bD2HFr
/cR/wu& o.982
If.な メ/vuC2- クタ タフ？

トネリコ c Pse F

く c Pォ/- 6.2P6 6 )
( クタPS4- cP97 )
( 2.2P22- ～.99ペシ)

/ュ2ど

22
クフ

〃式’ ▽=2+ bDHFm,
よa<R/wvne .266
んし イutと& e 9529

トネリコ c.925

( ◇ タナ2 - o.26 ? 2 )

▽=Q+b DHFn2
Pcc&rw 2.26フ
んしなし 2/cCQ o.9フ/P
トネリゴ クタイ P4

c 2.9フ2/ - o.P2夕? >

式 ▽=α+ bDHFwy

iんvバと ペンレc&- p9sとフ

Q2/t クタ6 3 3

co.9$/7- c.ク6$2)

ル式 ▽=Q+ bPH +CDHFm, 
よo.cた/u ク.タケ8/

W•厶」は 2/いtc②. a 9ォs/ 
トネリコ c?*ケ

バ ▽=2+ ・レH + ○pコH Fm
ドノソレ、ル ク. 9P66

イ 2/れレtc&- ◇.9S少 

トネリコ ,タケ S タ

6式 V=Q+b DH 十 ○PHFms

c&ru C.タタフ

レーfしc 2/れtc© o S 6
( 〜PPS 2 - PPP )

トネリゴ の.クPビダ

形級を用いない対※式

ノフ

/2式

/式

-8T =2す 

/んcfu/vtrこ 
WRし /い cX. 
トネリコ

Aナ

よoofurwu
いfvt //tu'Lo&.
トネリコ

-&+3V コ 十
りれ② 

/・ 
トネリコ

形を用いる対ﾡ式

2▽

2/式

2式

b ( -&aいH )
o02 (o9フ67-0.9Pジラ)

o.P/テ c～.9922-PPララo)
c,99o5 (o.9Pフ/-c.9929)

b(-&c8D>十 C(ビH)
?Pcア

2.2ラ23 
o.9p,6

C C.タフ?4- クタチヲ»)

( / タタ0と- ○.9タジS )
( o.PPs- c9ラ うみ)

b ( -ピe3P)
oPs26 
o.93so

o. ク &//

( の2«$-
( c. タタジ-

( o.ワフ -

ク ジ&/と ) 

o.9P8 ) 
c.PPsシ)

グ.0字夕P 
o.oフ,

©.Cフ/

o.◇今7

ク.クSり

-2夕V 1ク

とスxfハvux
ん伝。 2/ttc

トネリ

-&3PHFr,)
の・ ? 724
c. 9クタ9
o. 99か

(2ダ4ダ2 C・
く c, ッ92ふ- c ・

フダ/ フ

99 )
( C.クク/6 - じ.2?5& 入

O・/6ど2 
o.oe/d 
o.cv&/

=Qす

Ptやrw 
w〜保れにン A
トネコ

と ( -2-字 P2HF)
o.2タシタ ( a タケクター o.Pみ&3) 
c.999s
o.993 (o9夕23-P.99Sナ)

乙2よo

o.ovd/

-&+8 T= Qb 
/a.cftiuo 
wAとe &nce 
トォリコ

C-&み DHFYs)

ア・ P
o. ? 222
o. 99ク/3

( クフタアー 乙.Pテジピ)

( ○ PPe - 〜2P3入 

( ©.sよ2 - o.P936)

o.0P 
o.e44 

o. oscフ

23 ーパタ7= Qすbく&aP)すcく-の8H)*α(JCe3アW3)
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/acawuo ②?才/す (の.?フ算テーグ・タケ6) H"63
しいC.A/c2- ・Pタ26 (c92/2-2.99ョフ) クク"»

トネリコ o.9ア23 (e.9P9S-P.Pクク3) c.c$/a

2式 -2+8 V= Qす b C -2c8 戸阳；)

/o+&/れ
(一んしと &/Vtct c&

トネリコ

o.95ジ? Co.9Sゲ-2.ヲ66P)

○.?か42 (0.タケ 37 1 U タサ AM)

c.9シ3/ (シフ72-o.PPフ$)

剰余材ﾡ式

25デ ーピw3T= ( ﾡ令林枝 ) 十

Pafrv o.9お23

(お高 の攻 ) ( 材さ 

く。9フP3一 c9才S)

( 2 S 式は /acerと のデー ヲけにいて 検 一 に )

注) ﾡﾡ接産は京数式ては 5t'平位てあ らわしてあろ。 な式 

て は 千内対井&減 の百分字 として 坪ポ ﾡﾡの対数は 示 I 

あろ.

P ﾡ部AパP0&oc火cot地方 のズトロープアマ人工林のお秋表

Cubz.c 卜wrそ ?0Ccnc そいそ. だu ocそん〜レv aAPaCocしどau 

ひんょそと P?t& Peowvそaそou

しSで最りもい旅ﾡした人工には. 北カロライナ州 A2Awvccec 

fくの B.しtァuu E4と。て。に ある/ ク00 条粒隊の来部をズト ローチ 

マ ッ ( P2wa ◇なれ。) が含まれている・ このﾡ以来. ストロー 

スマッは市部APAとacんし地力の再造林に. ますます登要な役拠 

を残 じ て来た. 成長は早く.ボ督は都く. ストローマツﾡ泡さび 

• ( Cuouatこuwt 〜どごczCa ) ストローマツをうむしく P:- 

xodce ヘオuイ )の桜者は この地方の北郎を除いて催かである.

/P52 年から/%0年の問に. 約 2oc。 万本 の スト ロースマ ッボ 

えけロライナ州の面部/5奇でﾡ林された- /表 2表はこの研充 

話の一団である。これは同部 APPcco.cんca地 でﾡ造本されに 

ストローアマツの承(ﾡ)を推定するのに用いられる。 これら 

",責 泊 主として北カロライナ 州 でとっ たユ2/本の概本木 のましい測 

T位厂 近ずい て. 回帰法でﾡ製しにしのてある.

アR2 チ九2レイ CんwuccPe & テ 7 /Y。 2 /メタ/
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次式を用いて. ﾡみ付き回用ﾡ式をﾡした. /0. 林における居秋のﾡ算について

救積( ビ

D-H
=b。十 b,( DH

Mruc cし ◇イPそ子れd ?しとそして 孑 CのrPcそれ7 ccuvrし
wイmuo. u ce u^voマ(3

ただし D=ﾡ高直径( イv)

H=#乱 (t)

ム。b,= デーダからボめられた係数

方程式の回帰係数. 平枚ﾡのﾡﾡぎﾡが3次に示してある。

J 回ﾡ係数. 平均救秋の様ﾡ妖ﾡ

上前直

j 登仮

平均枚秋 

の

_______ ビ______,

の b o

「- 1 1
度 付 oco-6/6& -2 $8/o77 土

炭 付 ocpss96 - Q /$ 土 o.s33

4.0 反内 2 20228/ 土 o.5夕

J o 度内 2 20-22S670 - 2 マケ4ダZと 土2

左. 平均枚秋の妖誤=(至み付き回帰から永めた平平方 

ﾡﾡの平方) Dア
^cそ人co-4ズet /cedを 左2<っuっれ花 ・Sそそニのt

シt ュ必の誌文には. 単木のﾡ積をボめる簡単かつ対な方未 

Kふしてある,ﾡ者はﾡがこの才法るさらに峯にし. とんな*秋 

ﾡにもﾡ祉に仕立直せるものど信じている.

ﾡぶを表わす Da&. の公べはXの通り である。 

典社係数*ﾡﾡ*

/ 000

米計係数は断面秋の五償値である.

分数ーーは 海さが棚高ﾡに考し い呼前形の ナいきを単木のコー 

、ﾡ価の版誤に状算するものである. この分数は 名v。 で表わせる 

Da&の条計ほ数の べりに a oo5x540で許面表を ボめること 

できる. Dはある浜まではﾡ単に平方でさる。 そうすれ ば式 は

_0005454D*_棋高_

00
ヌはD* 世高X 000002ケク さらにﾡ単にDX樹高X2ケ 

とロそが この場合 預の小数兵をとおずらす委がある.

D&e の旨支に示し てある レシタn& 産マの求ﾡ表からとっ 

- 1ートﾡﾡ pac. ○か去て求めた健. ここで炭町しにか法で式 

のに置の比武が/表に示してある. この衣は27の代りに28を可 

る,二 この特定のﾡ積表によく一致することを示している- これ 

Hゆて並べた"仕立直し。である.

Peeacし /Y〜イe。 ル。 /62 /ム/
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/去 3っので求めた標率ゴードﾡ位の種の比鉄 //. 孫林におけるﾡ積のﾡ法

一I4I-

1 abん 衣表表 Pu&cのさ去 ・2ク・ ・e ・

樹高はすべて$0 もとする.

i 2 o. ◇27 ○.02 2 0マス ク ○zこ

S 0.07 223 o. 23 o. ◇
e o. 45•4 o ◇よ o 0? ク 2 今o
ク 2 o 68 o.07 2 26ら 2 o2P
s ククタ/ o.2P o. 026 ムクタク

ク o./ /, o// 2oP o/
/o 2 /42 o/3 Q / - 2 /o
// 2/7/ 0./と o./63 o./eP
/ ◇/ 8 0/? 2/Px o. Z
/ ◇7 222 Q 2スP o -7
/ 2 スク クスム ② 2と5 o. スクン

/ o J/2 .3o o 324 2 3/2

4 レクっ一その一 れそんそ チ coファVxンイク

ムっルいァ次 ?マCco.es < *e そ-と ・

休※来務宮は 枚源表・ 断面秋係数賞いは単に刃定できろ掛高. 

資高型性を反引の援率的ﾡ定求位であるコードに根昇する方を問 

なLで浜な内の単本向ち立よの感がを推支する呼速に当面するこ 

とがし ばしばあ る ・

このM風に営面しに時には. 林気央務官や出天は. 番ﾡ人的経 

みマ削tにﾡずいて定2行う。 彼は様準コードて救秋をﾡ文する 

pに2つのこと を考える ・

/ トラッグー軍分のパルを作るのに愛才る木の平均的大きさ 

と水故

2 ヘラックーﾡ分の誇を作るのに 桜がﾡっているコード坂 

経※音がコード当 り の木数を知 りたいと思うならば 演の中で.

% 口のトラ、ソク祈のコード 数で. 一ﾡ分のﾡを作るのに硬する永数 

2契る エーカー当りのゴード数が知りたければ ﾡはエーカー当

「シ 林出来るトラッグ材の数を務定しようとする か エーガー当 

不数をコード当りの本致て刻る.

ED R ceイ
Jowoと ポ 石vesイ /26/ YeL5f o.7

%25e3%2583%259eCco.es
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/表 dbん 2<れ ～ 20イv まての木の ・

断面ﾡとﾡけ計灰数の比装

! bイ 断面表 東林係数
イし 为

ク.ク2 ク ・ ゲ
、◇よ ・ ◇
・ クタ ・ e
・ /a ・ /
・ 2 o ・ 22

7 ・コ〜 、 2ケ

s ・ ケ • J3
ク 、<ン ・ ィ

o ・ 今ィ ・

// ・ と ろ • $
/ 2 ・ ・ 7ィ
/ • クユ ・ P2
/夕 Ζ • ◇7
/ダ / ・ ス / /夕

/・<2 / s
/ク / •、$P /・ 2

i /S /・クグ / 7o
ク / クィ / ・

ノォ
・- ・----

2 22

¥木に各まれるゴードﾡを定すろかなり正確な一方法を 
たに分け る 単木の断秋面がﾡ単は和によ って五似求るというつ 
の帳測にせずuて 者ﾡは呼びいた.

ユ"+"+... .b.ん面積 =----- - ------
したがって胞あﾡ径ふイしの水では. ﾡ計係数は

2 ++ + 一 -+ ク + ■ 

/o0 三 2 一

-143-
/に dbん 2«～ 20イの木につい てﾡ出 したﾡ面積と 

条※&との比鉄が系してある.
条計ほぶは愛なときにはいつでも簡域に天老できる. 社木に合 

まれるユード枚表は次の型式で定でさる。
条計ﾡ x 村 X 先

ゴード == -------
/・ 000

剛として 直径ふ必し一その集計係数は0よである 一相ﾡ5t 
の木を考えてみる-

o 4 x Sケ' X 一
コード =c ------------ ---------/ 220

ダ合. 今-
フっ。=ク2ジe= 2/0

「がってαbた 9 ・ ﾡぁよた のは 、/oゴードのﾡﾡ 
2生産することが源符される.
*番の糸去で出した枚秋とﾡ積した木からﾡﾡした木から実 
しにﾡとの表によるﾡは C。 (/?)のﾡ表した枚表 
一と S_-c.trt と /.cとu く ^ $5 ) のﾡ表した代ﾡ委よを 
Cればﾡ強に分る. この秋央ば米回梨ﾡにﾡする各秘の針. 玄景 
ゅに逃用されて u る ・
米ﾡによるコード枚がのﾡ法を例示す るたにめに※んだに枚ﾡ救 

: 受なった地域でﾡなったﾡる右により函製されたものそあるこ 
とを指組すると共に. ※楽の利用合には差があり. これ以外の回 
子も以登にﾡ巡することを注ﾡするル受がある- それにもかかわら 
y 牧帳ﾡはどのﾡ減についても 各古ﾡ ﾡﾡ席毎によく一致し 
"る. 累計去 で 葬出した枚根 も又上く一致して いる. しかし Aw 
exyLat の放※ﾡに滋用される積表3 -最小直後2ムれ以下

5敬Lしている- LJo.c人P分uKに通用される救秋表4 一伐採ﾡ 
- ,+以下一ではﾡ大の迷が見られた. ^..-e～yXaの古繁 
s Jec4 Atzu かう生ﾡされるﾡのコードﾡは。 央際の利げが
日行なわれてい るバルボ生艦手求に一ﾡい ものてあれば. 株 
※で所出される枚検に上り並く なるである う .
条計法でﾡ出した放秋は単木や構部のコ ード本秋の近似値をﾡ婚
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て永めるのにﾡ分係用そきろ正確さを場っている・ とい うの は推定 

者はf製位そ*めるために これまで に絶資されたﾡ受や前面秋 

表を用いなくてもよく. 抜ﾡﾡにﾡ愛はデータを求めるために皮 

周するば愛もないからである.

J E Du&e. (Jwuバud2dtF-cxオy Yo/? Yo3 /E/ Pクバ〜Pィ3) 

枚秋表/ Wんtpxu(コード整位)

(括報点は水表て*めたード単位の枚系)注』

注 / ・ Ca, 4ueイビっt・ &vde2vQ?t。 71ペれQ ・ % ALa?wペ 
uっu..u2g Pu..s ./2? 光上 t以上. 上旬直任«イ 

上の枚積を合む.

D らん

T-- 「-
樹_____ 為 -

貝-

[必_ 0 と0 Z2 2
i し

TT

孑
003

i (Q0)
■

ククJ
(2)

o.oz 
(o.04)

o oS 
; (o.25)

ク.
(22女)

o o一 
(o.の)

007 
co.。 )

o.09
(22P)

P o PS 
(0.の) 1

ooz 2.0
レ.")

o. // 
(2/2)
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(の./)

(2.2ブ)
o.09
(oc)

o.// 
(o//)

o./
(o./3>

o/e 
(o.)

Q // 
(の.//)

0/ 
(o./)

〃ル
(②/と)

2/? 
(o-P)

.22
(A2ユ)

/i o.
くo./ 入

"/ら
(2/e)

2 /タ
(2/9)

C 2 
(2)

226
(226)

oo 
(o→P)

/コ ! o,s 
(o./-や>

o/9
く4")

○.-22
(o.2)

22ケ
(2マケ)

ク"
<2/) (2)

ク.グ
(o./8

o.22
(の22)

026
(2-ケ>

2/ 
(2J/)

236 
(26)

00 
(乙0)

/ 22
(222)

ao
(2/)

2 
(2と)

oz/ 
(の.4ユ)

dx←
(Q27)

2zP
(②Jの)

oz
(Qど)

2z0
(Q2) (Q48)

d
な。 |

材本表2 S/u.cと (祖救のコード枚秋)

(恬物内は集計法によるコード童也の我積)亢

4
ﾡ 弁

2s
- よ2

～
ご 22 Z2 ク上 s2

河

A oダ ククク
(22) (20女)

( 20 
(o.の$)

20b 
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7 o0e aoe
(2のよ) (206) ! or (227)

oo8 
<07)

么 c9
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8 d0z 2os
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ク
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1 a8 (4/ナノ
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i 22 
； (2ユ3>

02e 
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o.A
(ペ27)

23o 
<A-パ)

みs二 
(o/)
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(22の)

oz 
(d22) (22一)

22 
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23の
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23z
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/ : o.2と 
(o.26)

029 
(ペ29)

2/
(Cジ/) ■

osz
(3)

osg 
(a &)

oク
(。 ) (22)

2z
(2 ミー)

o ； 
/36)

oe 
(2み)

〃ル
(e<2) (oダ)

2 !
(ペイ ]

/e 1 2se
(2・3ク

2.3
(240)

0.2
(ペ*夕)

2*S- 
(dペケ)

〃心
(o/)

dz
(のS)i

7 2 «0 
(2.*2)

043 !
(046) '

2xと !
(2夕) i

2se
(A)

2.S名 
(2$7)

イザ
(26/) i

パ 244 
(2.«ク)

o xP ! 
(ok/) |

2so 
(ペ*4)

2 
(2) (24)

2gz ■
(268) ；

0x9 
(o.2)

22 2 
(2

A g0 
(Q 63)

og← 
(247)

az。 । 
(22)

- 22 
(AよS)

2←ケ 
(eep)

262 
<o&)

ose 
(27) 7 (2 クダ)

2ケケ 
(2パe)

才 Cay ・ 4ccsてt ・ 2zrイouoビs QQC ・ 
イc ALowvw み0u-e24<イ /e4o ・ / チ ?
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/au ・ /e- ALaw4イィ ・ ンcu& で 伐 劇 した 

本の※料による. 上ﾡ直径は4ムれ

波質表3 M-By2anu の広茶機(コードi位)

(括内はﾡ汁法によるコード単血の本秋)注

d bた

樹 注

_。 - 40 2 4o Z2

1 s■ 2o09 
(202ジ)

o. or/ 
(0.0/)1

ククス
(2.0/)

「ク/S 
(2.0/) 1

4 20 
<2 2/)

o. 0/9
(2 /)

2.0_
(222)

oo29 
(222)

1
a0/ 
(402)

o0x
(20)

o0u3
(2 24)

o0s/ 
(202)

6 00z8 
(204)

: a06o 
(のよ)

202 
(Q06)
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(20ク)

0 063 
(の0

a 09 
(2.27)

oofs 
<202)
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<207)
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(2.09)
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(20P) o/3す 
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// 0./?
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2 0ユ/0 
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1 o246 
<0.22)

0222 
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2っ4
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(23/)

クアタ
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/ o32
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0.83 
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oz9/
(の4) osss
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Zいラvdaっz 九a～ィ0& .、スだe AawvxuoL注

一みレレレーイレイイざ /1e44 ・ /?
この表は Aaan Fmest についてのもの である。 eC 
ウuととについて作製されたものであるが. 他の樹種にも逾用 

そきる. 直径2u以ての枚は満求として利用.

表4 7ム* pu (コー ド単位)

(括ﾡ内はﾡ計法によるード単位の本積) 注
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Cw AtA才cu. 2ケvdw?ua?te 2142uc42 ・スe ALx4wd み～u-eンイaPee3-

理任/丹 以下. 上初直 径. ﾡの粗幹 救秋(Lん。州林く試験感よリ)
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枚み炎5 祭革コード単位の単本の度付政列可能求積 2クン。. 当 

(括災内はﾡ計去で求めた一 K単位の救系

aM ﾡ あ は
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/2、 イイ のへ二における形ﾡの交北について.

Cんn夕c4 シ2 /シm c244 iu ② 血ノ P シビ

クamtatcm A メ&em 尸. Hのu_

/ムw Yc 大学林学科2永杯経型学数. ニューョー

尸以格れ のIくP 4ルt B SPin4o の人工内 

:-超の成長武測型アロ・トをﾡた。 この人工林は、 二の地 

コてﾡも軍くﾡ林されたもので、 現社. ほデよ0年生にして 

• :oで. 光Xﾡの林ﾡﾡ方ﾡにとって、特に笑のる株 

ゅそ・ ニの株分は 光東地方のﾡ布に広く分布している象* 

○高 季こ 在 保す そために. 6 -22&* Bいau Scシr 会社の 

当の所相着によ'、 ノクe4 〜ノタ/=のﾡにﾡ林ごれた 

- でろそ。ﾡ炎羽種 に は . 東 アカマw . at2 ww ,
uし た&・ポンデロザマ"・ カラマ" 政カラ<", E州 

7にケﾡまれていそ。 この期可に、ﾡ2/ヨエーカーの林地 

材こ た。

み加の求受登プロットは /Pノみ年に X. C. 教运.

「算で 殊科 大学 によ 設 2れた。

このﾡ期の所は/P22 年までﾡけられ、 合P盤のプコ 

tろいるな林分内にﾡけられだ。 A令なことには、 な 

量に ルエーカープロw卜が度かノづつ 設円 られたに 通 ご 

ので. 二のﾡﾡか=ﾡられる椎歯ばﾡられていそ. 採本木 

と 二. 九,樹矽の也 寅•樹高 は /タョ2～ノョみ拝の5旅 

科ﾡを孫いて・ /○坪ﾡで測ﾡされた. 平均木のﾡﾡ析ﾡ 

/己ズクた材事は t/が式殺でﾡみとるために、a度で表 

れた。

/Pテr歳の測ﾡ期に、単木材ﾡを決のる欧のこの1ﾡな 

受長を 紹試す そだめ. 形板 呀 狼奏 の匣用 の 可能性を ﾡべる二と 

ヶめられた。二 の部社 は、ノP09 耳•二 4 x 4 メと 1ﾡでﾡ救

Jom.E.Dale.(Jwnaピ c# Fexetwy- Vo/ 今? Moヨ /P&/ P/?/〜パ/パヨ>
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し た。 そ イイ の人工内にﾡたプロ ト 三けに ﾡさ 

れだ。

Ga ○予坂を刑そためにばれる太を 樹冠の武 

に表ずいて廷出した. ラロ以上の列ﾡﾡで必ﾡを汗て = 

ネを /っ0ﾡとL/。 二れまて2回の河ﾡﾡに&るヨ。 

いた木は 力2思どし. 三回以上O利定ﾡに今を折てを 

キをヨ想とした・ 中介木 お よび枳圧•木 は含めなかった. 7

ニクと のホがロ ッ -内に める衣数は活報さ さ そ さ 

天ギ eクるには少な況さたためてある・ 完社 オタの

. 表を 考通の方法で 激 足し た. ゴ なわ を找派马；" / - •

• / ユの=部内旦ﾡ x go 
た,と んれ

迫会 各梨突翔における . /た大の上研ﾡ「ベ 交 い一 女 乂 P さ 

二シ ニ. そのﾡで . 六のキにﾡに堂す そきc 般敦州、み -

= 坂买注特 で•謝定 しだ 国正を デー プで 一足し エ：一 • —

二阪とた, xにのズしをﾡ二するたにカ ニのキ=に- 

う正系*をK長姓の受=に型こた / タ, F ・ .
ノパョ2 を示すﾡをにﾡえ.迫当な神王低終を魚ず北ば. : 

年におる む し ら バ次定でSよラ・ ニの列ﾡﾡを 

ﾡの際宮ﾡ洲ﾡLた 寧冬木 の &P で例れす -nれ: 

本の電去における 6イx&d D仲バる,

3ﾡのﾡ冠の位質群のそれそれについて . 不河 4イ

ﾡを /ノーケ・ /ク«P. PラP. /パマz につtて京出 ^ 

/パラ2 の別ﾡ当をすいて 三図メ上のﾡずで 受考るP 
った木と逃去2型の測ﾡ西に優新であ。た木の移炉2 或 ノボ 

下である二とが分<た.

- た ゲ2 て. 二 の 2 つの脣 は一 とめにし ・ 半感ﾡホの •" \ 

ﾡと共に・ /2に示してあるように、 列ﾡﾡに対して

g以ル& の形坂左プートLに.

J mnM/2ウCQじPn8

/メヨ2 には・ ニク 林夕 は2ヨ生でみっつ・ ル エーカーの 

ア 比用 ブロット E. エーカー当な終ゲP?4本 町五ﾡが/44 
t o 株分 次ﾡを表して ・た, 

平力断ﾡ役の木のの.P.孔・によ.ケ/ であった・ (介じ平均 

" e 完全々平的に ついてはノ表モ 参孫。 ニと) 今内© ﾡ太と 

ﾡ多不岡の平舟 & ﾡ 殺の 差によでみろった。

(24 7とクョ/ )ま/ ﾡ木O林ﾡ項○場合と百じ手をほ新 

こに名甲コれは、材ﾡでﾡノコ"。 ○妖をの生そニとる. 二のﾡ 

.3 -てtそ。

ニ a 形級の○差2. ﾡ任 つだじて 2～=% の材ﾡの変 

»そ二とを示してい引。

-ョの旅ﾡﾡをﾡとて、ﾡ分棋ﾡ はﾡ こ 4 変。e ・ み地の 資 

P-そと ラP年生のP夕 牛にはエーカー当な欲は?4女 

受ざなかった。 しかヒ 断画表は エーー当 ノP4 メt で 

n五ﾡネの Pん は 6.Pい でやった. 承もはげしいﾡ化 

をチしパのロ 太の形次でをっ/, 準景勢心は足狂. 平点クイん 
R/2ケ で受ﾡ木は平ﾡLて 2.5であった・

々の求化については、ﾡﾡﾡ木は智年 &.b.A.0約ノ% のa 
• ラタか缰加-す 4 が、、度努木にﾡ年々クと の割合で増和する。

•/ ﾡそ考水ゲ愛木よ営い今イのヨタスる在もっといち二の本ﾡは、も通 
二ない,いﾡﾡにある木の組,)は一おにﾡﾡ勢木よリも』、こい. この2 
つのオ者メの才*ﾡ — 23、この二と を含明するであろラ、 九イ&u 
・ ヘロはﾡﾡに殆んどのない ミとを 示、す場色』々みる •龙吋 
• おいて 研そﾡ傘六キ.今低守木と今示の平方毛の株は、ﾡ 
小/ *て・平ﾡ云のﾡは.三、Sたでった .
し し・ /メラ坪で・低多木っ平、と.れは.準ジ木に比ヒバ 
て/〜ダ じ大で、みっニ・オ「高と力対定ゃ*ていると いラ 翌ﾡづ 
ﾡ不・愛ﾡ不とほぼﾡど ﾡのﾡをけると1定でっれ、ちホー 

べて旭Fにざいか 一ぼ つ"と <れ全く で ろヲ・ 三 ラさラなモが 
ﾡでれば、を木、は. の上ﾡ下に比たべて一や 多くつ林ヂ ・クん 
以下のところで生だするこラなﾡ式をﾡけそで ろラ・

コ こで次の二っの二とがぼとﾡれる。予状、つﾡ化は、、一紀に
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考 え れて いそ=fかに区2 . 材療次再 の 廉 ニ○=とをﾡして 

いないと大ェなﾡをを生するでろるろ。 ャ2に、 非張ﾡ木の秒状の 

資くなる列合に&争不二も氏く. /よヨのﾡにつ、 受ﾡ千と 

ﾡ受ﾡ木の形次のにﾡ内-さ < なる・ 鈴帝の○ﾡ化が二 2と ラ ～

なそのは. ﾡ許上の各ﾡ三に おげる称ホが一枝で ないためでぞみ
そ・ ニのような及ﾡ木でに、d.Pんの系受は、 ポニ/クマ士

ﾡ任旅ﾡよI性いが、ニの2系おける年授勢木の政受辛前ﾡ 

ベaぼ一枚である ・ 二 ○ﾡられたﾡからﾡ歯がョ ご出 そと

れば.*夕よキ生以*T 卵も重任、ﾡ高ケチだ浜長没ﾡにろ2ケ 

ご K ,明 妙 統別に 形板を ﾡめる ニ と ゲﾡ子と 思れる。

/シ とx4t 西孫で/fe千にﾡ祭二れたんイメク。 人 行 

エーカ -当')の平ﾡ林分状ﾡ

そ "aは2«こ23& 二の人ロはニPチ

/パ バアと ノオ
---| 一 m1においてﾡべの ::

/バスス バク2 1 Z/ ーヨ7|一 -
; バアラス アグ4 〜 <ケ ク・/| 44.? j に成育する ニとべて を

PンI Pく 〃7 *ケ く.2 クケ ク5ア
メィ cダ ,4 4.子 『V ケ &フ.ケ だ ・ 枯死木»下ﾡ © :

" i • Ii ・r * 夕/ 1 こ ク? みコ・ケ P/Z
シw季マ季番事マ w*** 奉▼著装業率科輪帝幸季森業導帝事参帝番番参帯業ャ幕季落 ん ﾡ木の株衣 . 下 ﾡ 工

承メ外、 中向の杯全※行なわれなかっだ。/メケク に 一

の次也な 台風匚 おそわれ. かなI1のﾡを段けた。出キはパル ガ 

ととて用し・さらに ﾡ報のﾡをっ <、 ニのOにﾡい問を塩一 

・ -のﾡは 沿大の知らないうちに行なわれ。隊去 し、ソ

須を記しだﾡﾡもなかった。 大学にみるﾡ一の記ﾡは/パ4ア

/P一? 手ﾡの測定ﾡﾡだ"である。

これ らの友から. ィパイケにエーー台ノパ«チt み

材みほ ノー に ,ア fレとなり、台及よそのﾡの向がで ・ カ ル 

のs2～40 がﾡ去 されたと雄 ﾡさ n だ ・

二の和度の ii をすと. 秋海木の形なほ落し い彩ﾡを受Y そ .

/ にみク= みった 受木の 平 合ia 形級は / P一 r -； 
にはア2.テに下)、 成ﾡ木は、商ビ期間に 小2.$かたア/2 z
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-Kな休分ば頭らかに新しい受意に 自ら連きし、め静は. ﾡ 

S河Oﾡ大に紀じて軍にを形奇するよラになった。 Pなr～メr 
Tの 苫後の形秒は (/因 もちらん. どんα二とが想っだたかを 

®だけのものである. ヨは. 林ケが受ﾡにX元する1に、形服 

" ラに必下す そであろっニとを示しこいるが ニの-と は公日 耳 

子に上初めて立ﾡて さ a ・
この安垣なﾡが. 装ﾡ司体によそ状ﾡを浜わすな己は・ ﾡAの 

「で とL は見落さ れていﾡ決ﾡの- 五に 注系がﾡけとれ 

「カるラ。同プロ・トの 技•足 材積い岡じ合 イd 形級材 演 そ 

工秋/牛杷通し た問伏〜ロ ッ -と 非m伐プロ ・ ト の材券気に 用 

そと ﾡﾡニ・)少くとも は低くなるであるラニとべ二の肝 

で示さた,

&wtw の Bイcんt2仕- ○おっ た回ビ 様な 所は、 二の2つ 

ﾡ裕にを#えて4nれた・ ニのHには・ /子年に血<九た 

ゲ ル以 林分のそ号木が令まれている。 幹の変止に次の公ず 

チられている。

ﾡ以二2進のムの必○直ﾡ(区) xgg 
胸任 ( 炭付)

$年に同にﾡった が桜打は点なわなかっ た 林タのは 々 夕 

ユな -た、间横主 ﾡ打もﾡなわな かったプロットはメク学位 

1プﾡとた. ﾡ次を忍祀Tれ、ﾡ桜によそ材ﾡのﾡ初はク2 
E Pっでが のCﾡを ﾡめたと さは.そのﾡ加はﾡか40% で

ﾡ Cnc&uじor

― 二: の 範期精 菓, ﾡとれた母のデー タかゐ引ほだ=れたもので 

pそが、その結果は. 対ﾡのぷ究をﾡ分ﾡ扱ずけるに足るものでさ

二 こに示Lてあえﾡ型ﾡの授ﾡは= の方の他のﾡ区にあろ.

L うな本枚猛ﾡを もっ外ﾡﾡ人工林で もみられると いろﾡﾡは.
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あ分ないことではない・ 人工の経送が、 業や木材を利用そ 
エﾡにと って次ﾡにﾡ手性が増して 承たので . そ求の研究は0た 
方で算型と林分、対区の位ﾡと のﾡ係をﾡ契L . Gイ&d 形報に n 

るがお上す 彩番の測ﾡを行なう 工うに強く 坂ﾡすべ さである。二 
の工うな所充人工休の材預長受のﾡ切な 測ﾡや材ﾡを 決わる 2

ぎ$
Q

の乱においてﾡ子とされている。

/ 当

N.Y 州 6t pwル 

SPMn子 の んイ イ た 

工林 内の所究対梨木G 
平 均 6&x ﾡと式 

ﾡﾡとの ﾡ係.

丁 Qu7ペ少 # F&ucムオ Vo

PノP/一 P/ 2

よP.0,三 /P4/

4

,.,ﾡ 市 ﾡﾡ(4 みピピーP"ビイン タよユcん.c人い.

ノz / /N

a
,

ク

ア

〃
/
 

ノ

ノ

ノ

ノ
 /
N

コ
フ

ノ

ヨ

纟

メ

ク

ア

ク
/

/3. 測ﾡによる材ﾡ定
三 イそレmレひ4 ひ-のイ が〜cm イなのク mとQdu?munZo

業枝与私 は採池に殺～ているか ら用材ﾡを 性受し 

のrればならない二 と がある。ニのェ ろ な 像定は 我孫港が斯方 

ﾡ界にチたがって以L た場合や代そのﾡのな い木をﾡく と こ 

にゝﾡとなろ ・ 標ﾡ池によ るな状測起は者ﾡO所材生差受ﾡ査 

をd ず 全回的くは地方ﾡな刑材似量をﾡﾡす そにも度用 

てきよち。

この代による用がﾡﾡﾡのﾡﾡ古法左テズトするため、 キ 

共状*ぢﾡは全ﾡﾡ系林ﾡ浜ﾡ狂で枚にわだっ て ﾡ光ﾡﾡ 

プ=ー ト てウ※を :査し記炎し た ・ ど状測ﾡﾡの外に . 次の こ 

とな次のる心密がある. ・/) ﾡ高度経とﾡﾡ宜任との劇係、 

点沃木の取引可柜な樹再.

2ク22本のﾡ 2ク◇ゥt ・4 muaAuueC .

Cntwz2 Stxv。 ク広おのﾡ河資性と根良の○ﾡ氏を 

好27c。 本の女木について高受と / さ とﾡﾡした 

高の宣区を って 決定L た ・

これたの木は、Ja<ムwx と aMc=共=点にﾡけたル林后 

のﾡ査所プロットでみだこ / 学キえた れ=ﾡ生に対 

する平ﾡ由都査低を示丁 ・

/ 物心初 Sと2な の広素場のﾡさ / チt の叔童任 

と関杯づけた胸高ﾡ
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(イし)
"一福* —
8&xナ-P2じ&,8ac&.cCeewCotyrwwd i

その他
ろ番が

3ン 
35

1
2ダ
2ろ
2 ク
22

2ユ
2 7 
25 
Z&

景大の司題となる及引ずをﾡ哲

M 2Mん4nto4&。 イ Pe4 44t P&+&ot

探末の 現引可ﾡ樹高を正ﾡにﾡる二とﾡLい。座 

が最に行っわれたのてあれば、おが4づのLの数 距雄 ら 

投と利用 し な ハ2 た消預ﾡ 商の距隆 . 材 のたoにでさ2 
aそ りぬ司求な吸跡問の距姓の0よ らなチ ゲか') かちﾡて a 
よラ・ しかし 級出. 天域・ ﾡ初のた二れらのポﾡを消Lて 

しまちか、店で こないものになって しまち。バ浜木の恐引

は勝高を迷主十る則法は その池E 子にﾡ塚ガ区 0□じ様示 

太の双 可 ﾡあをコそ 二とである

-れらの万浜のいづれも契行不可紀であれ、ﾡ種および百 

別○永引司ﾡ2千ﾡﾡを ボ す表 を みつける 小る p平がお 

こ。 Cotcu&2) Srtの主ﾡ友乗ﾡの最小上部直経?じ まで 

O取引可T紀場高べi&xc ・ 9wduawc 火wなcx, o/e) 
州で行ったば深のWに 叫Eされた ・

全師で約よ。。本の杯木を刈ﾡし、 そ○ﾡ票を平Lた.
(2 .
二の上ラ な前高は平角木に盗用で さる だでろて ・ 平*と 

非帝に登っている残会にはﾡ用してばならはい・ 刷えば. 会 

木が 非由 に 移 源した 後繰J二 おれ H、その攻ず可紀の平ﾡ樹部は

Lと.ん、ﾡ和にﾡ所係に/*以下であるろ。逆に、忙次) 

土池ヤ水はmのよい必ﾡで 、 大初分の木は= ～4本の及氏の 

/6 t 太を産すろﾡあをもっているでおるろ。この」っ

一I57-
な合 及引ずﾡﾡ高は、 その○地氏は百ﾡなてに残ってい 

る木からﾡ起すべき で ある。

2浜 Cnかaし Stt の広場のd.b.ん. と樹耕別のﾡ木当

/どt 太の平救

四

4 I__ 匹

/2 メタ /一 30 0
/ 0 ク Z0 スS 注 -
/6 々ク フ.0 25
/ア 30 アグ スニ 3/ I ---uiな, oa&
20 1 0 ユ5 ぶ/
22 20 2 3o エ ・・・バ・カエデ・アカシ・ヒッノコリー.ぞのOf.
〃 20 フケ .0

4 70 一 ミテ I ... d cx&。 . メズカケノ、人oチu
2 • 2 5 •

T ---Yc&&ewx-Pec&u シケノキ

アる日ﾡに甲いこれる材ﾡ交がﾡﾡでみろ。

ハ 木○材 ﾡを受する ﾡ*チ だ=当 < 材ポ 受へおボード

iート 材秋を 読みとるニ とで かる. ニった力 に. 羅の樹ﾡ 

P材投長と作られたあらアそ 目的に問いられそ 来はﾡ夕 

王産な材積をキえる で ある っ ・ = 炎に示L そおっ 材環受は、 

Jadtanta での約=c。 の形契の可ﾡﾡ。二〜も 0 

そ 二nはカシ・ アカシャ, イ* w4/e ・ ンナノ*にっいて

mzwn の森•林蜩後で羽 いら れ c ・る材我表 cろる。 二れ 

プ・ の 8使は、 系率 約表に示L て みる 材須に対し で m ぼー 鍵。率 

f着放している。 トネコ, Cettonwvgv , イwCナチw?t ・ク ルミ,

ト スギは表マの表、に対 して2% ヒッコ り一. み22～-/nvA2乙.スズカケキ, 
マ ノは平均ルてケ. Aotd 2ん&さre% . ナは /22% でめろ. 材ﾡの 

ﾡは円さ北る場合がラいか5 音置はﾡ断王の長でﾡ分であ 

ら. i.のCcnや2 Srなe ごﾡ甲される材積ﾡも 9ndcax の 

2 らる日ﾡにい これる表とる れ程武わ ない.

チのﾡ用法
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ﾡだけ が利用で そそ 現合に用材材ﾡを在走する 二は、ま ゴ 

パ城をﾡﾡおよイ/ft の話さの質経に記ゆする. がの科だ 

ﾡをノ表を用いて&.P.イ にﾡﾡL. 2表くその地区にﾡ 

れて いる問じェ うなの測定ﾡから倒木の たな牧をめる, 

長なにﾡ当すて材ﾡを 表からtみとる, **** ・

つの方法にょ リ水列定低かと推定 し た ホー トマィ - 卜材枚 

は、 小・女の木に用したとそには王ﾡとは思えなt。 しかL 
数千 のボードートを文のそ合には. ﾡ頼のでさるﾡ支営4 

早える であろっ,

三ﾡ Ccnab Sraなd つ広茶ﾡのﾡ材私ﾡ

( ォー ドィート ) 回KんW 呢 格

とん た
・ー 1 / 2 2ク s : s 2 !・ .......* ・ * . * ** **
z| 2ク 2 Pァ o

-----
77 ク /*?

& ' /ク 4/ フ<ヨ
ア ク / 1 /w I スヨ 2ケ/ 37/ '
クP= / 2P4 3/8 c/ "ク 及力' ←/バ 1 ィ々 |

i 2バ/ 1 さろと <マ/ -2 イコ &クi <P/
々 ! /グ2 i 一/ i 夕/ 今3 4cケ 44K クP2 みど2 ;

クく /e J" i ケテ 4z4 クxケ 々/ ケ7ク /ク2イ !
ナ ・ /メク i -ィ7 4/4 クョ3 50 ; /o27 * /ユv/

s。 1 230 1 </02 ■ クク 3Sと _パタ_ ""タビ二 2"」 /zテ 1

ﾡホ 画直と 生 産区調査

お裸が2を起法と とて- 投に認められて いるががﾡ査は ス 

六生産磁につtて非幣に正確なものでは万、・ さらに、 パス杯= 

たﾡﾡを日渕で椎ﾡす そには炎る 経列ﾡバ立ﾡで める, しかL 
二れに及-て -のよラﾡ査は、保年ﾡ工ﾡ生起をﾡ本ﾡ式す 

そ©に若千の利えびある。 ・/> 番ﾡ査の一都としてﾡなわれ 

ければ・ 資用は少くてすむ・ (2 *杯木の大ささ、ﾡﾡにっ 

てのﾡ報をﾡ供する・ ・s) エーカー台のお状材ﾡとﾡ様に依 

条これたﾡ林面残につい てのﾡ報左 ﾡ供す る ・

K.L Qw2&4

/4, 立水材ﾡﾡ

Yo&ume 2802d がと -4とandin子 tuccd
(系文に F る受ﾡ)

さ

ク以ら によってめこれて来. いわる. PcAと 州 

○立本材ﾡ表は. 測が学で非市に正撃な位質を5めてお、 番 

独の測定に広く用いbれている・ よく知らnれ乙いえよラに.、二 

のよラな材 ﾡ表は. いくっ かのﾡ子が夕っ < いるﾡに単木の材 

ﾡをふえるもの乙ある・ ニの百子は一般に胸ﾡ向任、樹部およ 

が移級であるが、 丸/のﾡ千だけの二ともあるし、 ャノと*2 
の 四手を一評 に 用いるか、=因子とも用いることも 々 ある ・

材救ﾡは、その浜ﾡ.ﾡ用ﾡ去と問じ4. a梨方法もケなI 
道っていろ・ 本木につtてボめたデー タを基祀式科とすそ易 

合が長も多いが 時には・ ﾡ曲保式の資を名めて炎学的にル 

限うニとを 主ﾡと し こ 小依。 ホか ー プ pろ 埼合も み 

ろ・材ﾡ表の多くは増心明が欠けていさか そのﾡﾡ方法 

-っいてのﾡ瞬が全ﾡな4 ・ 表のﾡﾡﾡのデス ト=ロす ロボ 

ートも欠いていろ・ しかL二のようなで本ﾡを尽べ、 ラまム及 

かわれている場合ちみそ ・材積委○市ﾡとモ ¥せ は非 ラ 大 切 

こわるから、ﾡ好林ﾡの総括ﾡなずしい考妖を浜すべく 強 

く才められた. Lかし、 二のためには相当の紙面がじﾡでおそ 

oc 二の歯央に告めることは、 mA費がかむため不可ﾡで 

ある・

Fm イd では. ニれまでに 一級約材液表 は一=も作らなか 

った・ ﾡ名る外国の兵がいﾡには とわけなく知られて! 

ご 7 #v Jcnイn く Mイo-44パこQ00&と イ twズH4&x*uwe. 
Sock-んo4w )のP材表炎が用いられる。ニのニラな型由で、 

火下おいてこれとのﾡの直用性をﾡべ- 二れと新しい表との 

た鉄をﾡっ た .
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十分べ理があって、 Fとuイdし で新く軒価されている 

Jcペeイ の材ﾡ表のﾡ用ば、準采の王圧さにﾡ大な関杯のみ 

そ いくつかの浜で不速長な点があっだ。 ォノにフィ ンラン 

の全料ﾡお=びﾡ付と皮内材ﾡを 茨ﾡする のに円 じ材積表がﾡ 

甲できそかどうか疑回である, 刷えばオ獲の樹許桜査は. 岡 史 

や料短の彩次が先天的に受及る一そのた 材ﾡに生が生する - 

だ やにﾡじでばない。

二れとのﾡの重月に当って、岩にﾡﾡに?製をまめそ二とO 
ﾡしい=とが文証された。 珍状のﾡとLて / 昭部以上の樹

のヤ忍の区径と 2. ﾡ高互との丈が用いられている。 上部 

質をは・ﾡ/*のの木ではク4ケ ノ4tでは ～45m 
2 2 ②では 2cs ○位質で測ら力ばなたない ・ -れを立木 

につtて正産に行う ニとは*や 田数である。

口受となっ ている表のﾡ着に形ﾡをﾡめる ための科城左着 : 

Lたが Zのなかで、望ﾡ法がも要である。二の方法で 

わ中る賀高、すなら、瓦の曲左力が条中する許上のな

ネ. 樹高と料忍の形か 己目ﾡしな nればな ら ない a 池上 ・ 

型高点子で2ﾡこが、予叔を示す ・ しかし ・ 空福彦の讽又け-

くともマィ ンランドは一 不ﾡ契なものであろことがを所= 

-た。二っに、救っ か P 研 にニマ乙・ このこうにして 花定 し 

た彩阪と ﾡ浜の形級との相関ﾡ係にハ、こ い 二 とが示〜 れている・ 

ブィ ン子ンドで二のﾡの表をﾡ用する ﾡに は. ﾡﾡは一般に 個 

人 的判町Tスは経殺に 二るか. た土た まル上で烈用て さ る例木 a 
測定してだゃとれる。しかL. 二のよちな方法は・表○ﾡ用 

二 のニラにLて *のた果に不ﾡの悠が生ずる ・

主としてこのテうなﾡ由から、 非幣に有用な Te Jeax 

材オ秩安を、フィ ンランドで作にれだ、ﾡ分な枚の裸本木/ 

基づム 去に交えるォ の 実現がの要に なって=だので あそ ・ < 

かる表は、 要とするべての西子を. 直ﾡ地上かﾡ分正成 

つ測字でこる 工 っ つﾡ具すべ きであると考えられた。 二 の静女に 

に不してめる新材承ﾡは メ2ク 昇の2月に、ﾡﾡﾡの手 でﾡ 

炎2れて い る ・

※料 p 測ﾡと 処型

Tん mud44のut & Zとaズマeenc % cんc dzz

-番右いﾡ科は. /Pペ～・Pz2にマ4 ンラン ドのル後浜

& ﾡ製 Lﾡﾡにﾡ名が孤走した z一4テ 本○裸本木なたと っ - 

ものでみる。 ・パ24 百にﾡ年地, 雨交車や 送 直家,伐 系 

施 をご找 ffij H れ. 正 晩に 測ﾡ=れたオの=ータ がニれに加えと 

た,ﾡ*均には. 約ノ,～20本©杯本を甲いた・

ﾡ本木は区聞に分けて刈ﾡし/・ すなわち 根部 のセクション 

は/ので、 ノ2wレ以下の木では、 その他のセクションもノ・ 
/2賞 メ上 の大では2河ﾡにE分とた, ﾡ場 に感い木は 笈

tクシ= -で烈ﾡL・ ニれの尽の性測ﾡ性のに. ﾡ 

やﾡについて、いろいろ測ﾡした。 データのﾡﾡには度は 

およが成内材攻 ・ 樹点系. )等の計算が各まれて いる.

歹 株ﾡ は樹件に沿ってのっゲ、ﾡ株額 を除いたﾡでそそ 

消ﾡ材 の将 これそよっ な素を 調式す そのが二の巨ﾡである. 

子のため-. ﾡﾡ初に各まれそ確からL いオ 積を めそたPに 

ィ ンラ> ドのみ ン 2場で、いろいろ は杯池ぞ、47ケ0 
杰ル 根称について. 特別に測定をﾡった・

および安名0W式された頁業の測ﾡ位置は. m"材不 

チて総分変っている。多20場各 メ叔高およびﾡﾡを決める 

ﾡ卒は. 一殺にその木がえたﾡ質を充分に表わL ている 

光乱 と - 数す るキラにとられる・

-かI、現ﾡのﾡ被高は、大部分樹ﾡﾡ都の形によって交っ 

てる・ 浜の酔複に公るﾡﾡ)のない城合もあれば、地上後 

Ζ o Sム 以上 z 位置 でm所しなければなとない程、ﾡ ・のろ 

a ニとゃある . .



-I62-
注. 二の許久が印刷されている形に、チしい才税しﾡゴのムのの○シ 

と行して ズエーデン でそ兵っれ ・

二のために. 部やﾡﾡをめるための0ﾡ準祭は 代杯D 
ﾡ室とな. 二れがほければ. ﾡ初九太の形状に炎○形署をす 

そ及役)0最新長. 一枚約に云えば. ﾡ許炎面の植生を除いて 

ヒまラと. 出来るだけ必くﾡで受る規であると収だした。

このエラにし てとたﾡ測定ﾡによれ ば、 二の ﾡ楽塚 

上の○平ﾡﾡﾡ a・ フィンランド 全ﾡを左登じ て /◇〜/チク 

c みそ ・樹種に工 るはっきしたﾡばみれず. 互任 *針受の 

登二そ変ともわすかで あった・ みﾡのﾡを解次し c か 

し. 書す下の紐を交めるだめの測ﾡをった. ﾡﾡに 

2所究のﾡﾡとLてﾡられた役株材ﾡを、標本不を渕つた時、 

そのギに、二れゲ ノﾡ念まれるものと し て ・ 扱都のセ クショ ン 

かマし引いた。

一 たべって 材承表は、 式のﾡﾡに二')そのﾡ株材根をﾡ 

いた掛殺を示し ・ ニのよっなﾡ株材殺は、現束にみられる 

平 方 氏株材ﾡにﾡ当すると 感 れ そ ・

材積ﾡP ﾡ以 PAhu&&wu f eん T462&4

炭灯 積 Tイ 0te九 - fん イじmc,

二 の材私表に次のヨﾡ千の列ﾡにﾡずいて作ﾡし た・ 

任・ 書都、平六・ 初と02っ はﾡ天とW高ﾡでﾡ単に飛ﾡで x 
そ ・

ﾡﾡもﾡ攻とm査を行ったﾡ票、形状の長も有効な格標は、 

ﾡ都ととの高さとのﾡ. すなつち、んbん-4。のみ凹 

優である 二 とが度部交れた。

負んのﾡﾡのあるﾡ件上rに んわ、人 のあることがたむ, 

差る と 思われるが、 堺的な血負ﾡと し c玄くい eれて tる.

上 ﾡ直任左 4 ヘLメ下 にル L かI) さ デて も . 測定はそ れﾡ超 円

-IG3- 
にならなiか)イ・ ﾡ木のﾡ状を沢すろ時には、不王攻 

が巻すだけでみる・ 逆に4 tx上 のDﾡのﾡ任を正成に 測ﾡす そ 

二とはﾡしい。

二のﾡを (a.b.ん- 4.0tの資径) が高 みw上の木の 

次の宿ﾡとして採用した。 6～クvL の○木については三・ケスし 

のﾡさが、 上都置径を叫るのに当である二とゲった・ saL 
メ下の木では. 状の測ﾡﾡをﾡいるじぼはない.

したがって上師査性は. 分に奇木の場合には、ﾡ林少ﾡ的 

じい位置で測ﾡされ、その二、 その高2はﾡﾡこれている。次 

の女際的な飛宙から、二のﾡとなったのでろる。 すなち、 

40wの虹径は刷えば感述する 天を用いれば. かな正皮 

に渕ﾡで乏え. 一ﾡの高2、 対高のﾡ分の一かの高ごニIモ 

2とかにﾡﾡめられさからである。その上樹ﾡの夕 以下 

2点で到っ た上ﾡ型任は、 氏式の注ﾡで 納じていそ4 ンン 

ドでD研究のﾡﾡ 子当なことが立ﾡごれた。

ﾡ女木左/c Tﾡの紐)4に今→、さらにつのを/のm 
間の樹葯配に. =ら// 向ﾡの胸面空任に分類した。表の

投に迫 って2つのた浜、 サなわち グラ フにょ る方法と、尚単 

・W加的方法 (=&c-ーテ) を一播に用いた。表方の0場会 

にa 内都ばを枚独にとれは. 消ﾡ・ 細り 限. 樹ﾡ忍なに.

-般に z,。 と z.5の向にある 拠当広搭枚が巡ばれた. すなわち、 

いプれのﾡ合にも、直任- 役出ﾡをずロットすれ、ﾡ株 

ﾡﾡ不不された・ &Dﾡは. 細)級 ﾡ商板ﾡ、直怪報ク平 

ー ニの囲内では ②のﾡの変化は. 一ﾡ的にﾡに小さ 

として來められる。

ﾡ内材和 Tん uncL ー 4a& ンイm

ﾡビ大受さの木でもﾡ区ﾡに はかなI) の灰化がみ られる の で 

内材積の計算は改灯ﾡよ I) 不ﾡ票である ニ とが示ェれた。
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L たがって ・ 皮内材蓑について ば不モﾡな結界で満兄L なけれ 

aな らない。

秋ﾡのﾡﾡに咲して、ま丁ﾡ付材秋浜と同し方法で政内材 
表の浜を契した。 Lかと、いまべたような現由から、 -o 

ような表を希ﾡすそことに不ﾡﾡと若えとれた. 皮内材殺のﾡ 
ﾡのため、 改片材式に会まれる皮内わﾡの不均百分率を永める 
二とで=の百約にはラ商ボな表が作ら九た. 二れらの長はポ 
種 ﾡ祝 ﾡ者直怪級別に作ﾡzれている.
ﾡ受をのをはかなI大Sく.ﾡﾡも大であろ。 とたべって 

表に 示さ九て い 三身関 百分率 から多レ の隔り を示 ことが母々 
カアー そのため. ぎﾡ界をﾡめるなんらかの方法をゆる 
ﾡがある。ﾡ高、西任- ﾡ冠の形次の外に、立立地の性ﾡ、 光理 
初レ段. 林分内のその木の成感. 樹ほの彩氷. 特性. 樹令き 二 
きが皮手に彩番する ・ しか し実風椒と し女められる回子は . 西 
ﾡにお口る桜ﾡだウである。桝女理と 木生婚の觉内材.脸手 ： 
西には多少のﾡﾡケみられた.
二のﾡ岡は 兵/に示し工あるﾡﾡ係牧についてのい4 っか 

のﾡとはつミ!すそ ・ ・別女がにﾡ的に少なかっだ zク ct 

メ上のカバを除いて、 トマヒとカバの担ﾡ係教に高く. その承 
ポ規老に小こい・ ・4 ダの区内材列に券するﾡ高の平均裕区

ク例とLて /二図が示Lてるる.
資台を 函 監任と m浜都 c 分項し たとはいえ、 マの相内 

係女はトウヒやカバにヒべて、 あさとかに低く . その禄ﾡ妖表 
わ高い。マ"のﾡ友、持にﾡ下師の九なの罰分のﾡ査に、山d

にべてﾡか小に不ﾡ則であそが、 それにもハかカみす、掛 
ﾡﾡは、二 の樹に対してもある程真土でﾡで さる補正係数 
としてﾡ用でさる。一例と とて. 4 頁のﾡに P4 %の炭内才 
横に相当す そ平方樹区浮を示し ている・

全体とLて、胸市の料区厚と灰内材ﾡﾡ同の向係に、かか 
の 線屋がめ名 にﾡかからず、ﾡ許全ﾡの灰内材ﾡﾡを方 s

-165- 

ﾡに当用すべきﾡ正ﾡをめる基ﾡと L てﾡ用で受る程担ﾡ 
の高い二とが立証sれている ・

次のﾡ製とそ○ﾡ用
Condtucten. an a&caten f c tc44u4

<ッ トー. バ則に材須表を協製した. ブナの表にﾡﾡ
/4 レメ下 の、ネリコににラまく合するが. こ九以上の木に 
つtては 剛の未がじ翌である。 ハンノでについては. バO

預 浜べﾡ伏的 の座を号える の でﾡ用で ョ る。
ラ グ図は 紙種の 樹筆の刼•何の 妾を 系す い4 つかの刷を
っしこいる・ マの材求は、一4にﾡじ細". ﾡ部. ﾡ高ﾡ 

工 Kの トケヒやバにべて大aい。コ れは土と してマ ・の料 
区はトワヒやカに比べて、 ﾡ高ら4 ッルの ﾡさまでの高、非 
常つ落くなって いる •ためで. 一れゲマ"のﾡ点がら at上 の 
今に ヒバ てあるﾡ日とな って いる. マの次はトヤヒて、そ 

ウ ☆バー般に バである- しべし例外も復多くある.
ﾡﾡ乳 のﾡ を ・ 樹ﾡ ゲ2〜 74の 木に 用いら商単な表と、 

ﾡ高"みのれ以上 の番木に 用いるﾡしい長とにけた。 s Lメ下 
22いて状の看ﾡは示し ていない。竹二世べたよ っ に不に 
ﾡ用1るﾡの秒本の裕ﾡに、ムム. ル- sよO直ﾡでみ. 
予木では &b.イー4のの直任であそ。
ラ*は ﾡ新>のの木では出有林の系林ﾡ査に二れョ〜5 

クれ のﾡ1坂にﾡんと からが入). 4～7への木では 
/〜ョのルの堀)緑に 丈部分が含よれる. 材積表にいた環木 
| D大師分は畑I)ゲ川こい木の判々がﾡいと 隠、わ れる。 王ﾡ 
木 た、D 分 からとっものである。

^受昭は、ﾡﾡ古依と樹高がビ木の示す細)根向のをを
わす 2, ヨのグラフである。
二 のDそ金は大ョ いので当您確い 級を考逐に入れる ﾡがある。
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二のニとば、周ビﾡﾡ血経- ﾡ高報の木がいくっかのﾡ)ﾡに 

わたって 分布 す そ 様子 を示す、 2, 3の例ち示す ク支かつもに
?そ!する。

表のﾡ用に当っ て細)は務高曲ﾡの飼製の た めﾡ本木と L て 

選ばれに木について. 例lえばな述するﾡ尺をﾡいて. ﾡ1単半に系 

定でそ そ ・

ﾡ1)は、整 取で 切え は. .6ct～ 火←cwu の木は4のLとL 

て測そべェで みる ・

例lえづ. ﾡ本 ブロ・ - を用いて ・ 似 的結票を來めろのに、 

材示にﾡ大の秘ﾡをわ= す ﾡﾡ置径板に最大のﾡみを耳え 九 

a )ば、その平均ﾡを用いてもこしつかない。

油ﾡ窒任よ2c以メ上 ﾡﾡヨ。～2のの0材ﾡﾡは、 ィメ 

ランドの本林で一報的にみられる意大のわのである。 にの項 

日 好弘き 含み、 根疾材痕 を 除いた兹 地位の東材預左ﾡわし e 
いろ。ﾡ会左る好にHに. 胸ﾡはﾡ表のと). の上か 

らでなく、光ﾡかと測らねばならない・ ・

内才ﾡば・ 永に成せてある亭をﾡいて. 友片材ﾡケたて 

そことがでさそ。クラスﾡの百ヶ年のﾡば. 非常に小 いo 
で、一 小屋木の 毋合を除ム ー 商部 直経坂と ﾡﾡ級を zっー 

祖にして すべて妻取で. 二らのﾡz示してある。 ﾡﾡ最大 

のﾡすを示すマ"について、その百分卒の変化のﾡ囲をわす 

2・ ラの例がケ長に役せてある.

付材秋長に・ 平とﾡαる書区をもつ木に対Lて否分末 

の 近収为 な 冷•正 ので s そ らん 力載せ てあz. #区耳はﾡﾡと a 
)を測ﾡするため ○摂キ木と LてFいた木についてﾡ反を用 

いて刈ﾡでそろ・ -級に. 同ﾡが分と土で友る林地の希水 

を友める 二とでろば。本に示L て みを平否分卒にﾡヶ正 

括ﾡを与え る。

の千席さ ん2 &cCwa# 给 te ta&L

ﾡ状の君標と してのﾡﾡ

Tfc /- c2z44 &4 tんc z 孑 イw

ﾡ材求受のﾡ確zは、 主として移状を系丁ﾡ)ﾡの々にか 

っているが、 二れ左 木 で定するつと はﾡかしい・

6求にマ"の全標才不の真材ﾡ一 区分奴我浜 W 观っだもの 

一が力ﾡ表による特ﾡの細叙古にあるﾡ囲、 それの料 

J級にわたっ ていそ ﾡ回 を示していそ。特 ﾡの相 )ﾡえ の条中 

友は 旅には 4 &衣に示してあるものよ)天であるが・ そ 

nれは材項がそれぞれ レw ヌ はd単位の神向るせずに cm*位 

od. & 6ヒ农単粒の樹名を用い て. 材ﾡ表か5 ﾡみ取 ら * 

ている? らであ引 ・

ヲ殺に上') マ ッの全標本木の約 ラム が含まれる 2～5の細 

教で 口貨材ﾡは表にポ し て ある符受のﾡ1 ﾡの材ポにそ0 
以メ上が一致L ている・ ルったにﾡらない、 4 ～ の担I)ﾡでは 

※足のく 格弟 が 殆んど得 もれない.

止鉄のため、円に標本ゲロw卜のデータにTen4のﾡ去 

を式用した・ この表の形根はノ ﾡﾡ上の対幹の中夫のﾡ径 

と 2, 内高宣社と のと し て女られて tろ. 2表は、各形授 

-アたる 不の分布 ゲ. 細)紙をﾡﾡととて 甲いたﾡ合ほ どﾡ 

には 本がじ要とするものと一致とていない二 とを示している・

二 の土ﾡから油 ・級は前述の ヒで表 これた祝と 円1 じ 樵 に. 

静状商を決りる手及としての系求左ﾡしてお'、Aの五以的な 

方法では従で さ ないﾡ高に及ずいて権ﾡされた形級ニ ・)はる 

ハにﾡれ てta ニと が明らか に なった. 愛利した細リ 紙と、M 
須求からﾡみ とっ 央材積に相当す る細1)叔と の 相阳楽牧 na 
ノの全様本木について aP0士aov« であった. 秒級につい 

ては これに対たする相ﾡ係数はαよ"4士αvo合 でっ・

4&と x4表に示してみるﾡI)ﾡのﾡ半爲ﾡは横方ﾡには平
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方にして^テノテ ・ 方 向1に /テ でろ 今坂マで は そ

れ ぞれ ヘP44, z Pr である。

二の本ﾡにク2, ク/ 委で分るこ うに トウヒについても同ヒ 

である・式の担ﾡ氏数は、 *)級では«テro+cgo4 

cは. 2re7+2"タr てわる・ 秀のﾡ準課炎は. ﾡ方部に 

は平方に対Lて /ケ/・ 方ﾡにに X 4oテ で ・ 感着 はそ れ 

ぞれ < ークケ ^P4 てわろ。

乙, ケ^表をﾡべてみると、 二の状ﾡゲカバについても同 

ビで アる ニ と が示さ れている・ ﾡ田係女は . ﾡ・)メで は ペハペユ 

工 cr2夕. ﾡ級では. ペク/ーエ«の= ・ 平方ﾡ半額は す 号 

c / s P と ・ククニ ・ 鉄 通 でa N,2 - と<Ps« ご あ/.

二 の抱具は・ 形塚の上研資ﾡが叔の 多いﾡa一が幹 が梅通 

るに超4なろ - 内に入らニとべ多いため. 大麦ののﾡ田とな 

っている・ 樹料の=のm分さは、 枝術向のﾡ任のﾡ化が大さく 

=のよ らな希合烈定点の位置を少 しﾡった戸けで. 結 果)二た：、 

なみ替をお= ほす さ pる ら ・

相報を函定 る○に用いる上部をは /クm二のホ - 

P 型だ丁 そのに 甲いた尽よ り 暦■い 也 速 ご Aらnれ、 細)が尺」 

最となる柳幹上のちとォなれるﾡでは.モルく、 したゲ 

てE任のﾡ物セ 4なる.

こらに ﾡにﾡくほるﾡ射の上部は、ﾡﾡ。の以下のﾡ分 

一全ﾡのタ メ上を占めることがLはLはあ2 - に 比. ベ、 

* 我に 号 上す #番の小さい-と べ指ﾡで さそであるう。

やﾡと相!妖を用いてゆた飛とのﾡは、 トウヒではマ 

ほど大全 くはほか〜た・

二れはトヤヒの場合にも4のの高=の飛ﾡ点 ゲ掛 冠内に形る 

二 とが非帝に多いという事のたクで pる ・ »バーにフいては出 

に- 二のﾡは大さい・ これば、 カバのﾡﾡの形状が. 材の」 

新で契ﾡ変るだめでみる・ ニスといってもこいよち なx合のま 

い大核は、新材本ﾡに刑いられているメI)紙の二研ばのさ
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-たべて ・ 現町とに お上 す 数べ大a <、予及の上初☆ﾡo 

二彦な 炭ﾡを広元西にわたっ てﾡる。

材表長材チ と ﾡ材表と○比ﾡ

Tん vcCuace?iucu t ze vp&owc ta&Lud z4 CenoaAEd w従ん
tんL 7ce w4umc

材済天の 正理そ Q R 愛を. 主とLてこれら○浜のﾡ製用い 

た E分來秋法でわた標本木について与った・ 内ﾡ費性をのL 

#位で 営ﾡをの単也で測支しただけのにﾡは. 材求求のEL 
いた止ﾡと はな之ないが. 表がﾡ際に二のような出方を 杯っ て t 

eので、ニのよろはﾡごﾡ々と考えとれた。比ﾡの格求はP

でみそ二とゲできよろ。

スでは. 汽材ﾡケこのﾡ材預の帰ﾡは、 様本木の4ハク%
ダクよ ・小、= < ・ Psよ %ゲ/ク+ ・小さ く、ﾡかに/3

ドが・ Z%X上ごわった・ コの4イの受と同じポ本木の 

A材ﾡとをﾡす ると —— 二 の表は形坂。と て上部直任と 脚高 

A任のにを用いて いる - それ ぞれ水のよ う な親差が留られる. 

xr ・ Pマ・ ・2/%・ L たゲって両材独来の正叱= は等L い 

が&着の長によるﾡ勲は 秒叔が一ﾡに世ﾡ点そPのmよ

な去で決定=れると いろ下のにク、実支際上は不正ﾡで あそ, 

卜▽ヒについては、帰 ﾡは 全駅本木。 ク2かケ% 以メ下 で

/よ2%が/2メ下で、 20メ上の場合はなかった。Jeuot 

み疚 を 用い だ 物 会に は、 二れに対起する牧ﾡはそれぞれパ 

ケ,02% であった。

バでは。 頼委ﾡのﾡ材ﾡからの ﾡﾡはもっと大ョい, 

九は叔ﾡ)ケﾡの上研* で受L てお) ・ ﾡ区ゲー級に不ﾡ則 

ため ﾡ状の交化が大さいためでおる。ﾡﾡは カバのﾡキ

o20ノ%が "以 下で・ 4ナ%がク下で、 優ハに 

4%が22%以上となマた。 Jewの殺で二れにﾡ当する 

d っ sヨ.ヨ, ア2 ヨ ,4%である。
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営炎Pﾡ号 (正そは負〕を考ﾡすれば. ﾡられた果に ガ 
戒发今 ら卓出し だ 全典冬木 の 材通桧 打 が異 和橫 の 縫計 と たの 
よろ々差のあることを示した・
マ"でーク4タ・ トにで-26%, カバでのﾡでわ" 

た・負のﾡ塗はこの場ﾡよ'は王しである。 というの2 . ; 

や吾のある所でべ保が行なわれる合には. 高は 内承 
表を超製 モ 系A塚ﾡ としてと。たメニ"あ4なを公口"る 
えからである。
大ﾡ木にﾡつに和校ﾡ○お央 - 商高E経2。〜ケ。内 

料高/2〜スクx, ﾡ1)級2〜/44- M 種 表材執は . 
求積で 旅 めた 反 材根 から 次。 =ラな因ﾡを示している 
5%下の 脅差はﾡ本木の クルメ％ 
ク～夕Pや ・ ・ ター ・

//の〜&夕% ・ ・ ←»
/ク〜ィスダ ◇ ・ a4 ・

材ﾡの総計と資のﾡの係ﾡは- a 7 で っ尼,
2 - Conc&d2ond

樹ポ別に材表表を岡梨する ニとは. ﾡﾡmにﾡのあることペ 
今ったため- ﾡく呑当でろった.
ﾡは引っの日子- ﾡ新区任. 樹南, おェイ形ネ- 
て作るむﾡがをっに, といラのは. 材ﾡばあさらかに. ニa 
子すべてによって來るかさてある.
ﾡI)級すわち材高 P 上 のﾡでばﾡﾡと 4の市る4 ・ 

t. 4～7の木ではﾡﾡと .5mの高さ との畑を移がの0相 
愧として用いれば. 形状のﾡは、 実行でさる手ゲイ)をバ7 

二とに分る・ﾡ手資任. 二のためにﾡ束しﾡ単は商Xる 
Hいて正産に列ﾡで s そ .
材種炎は2つの分に分けられたが - /、 州高。～7の 

木に対る表, 2、ﾡむ r以上の木ヒするﾡ - 表の炭用 

にばそれほど不ﾡで はながっだ。
ア付が積とア内材秋について刑の材積表をﾡﾡす ろ じ撃が 

pるが. 株者は区付材項と区内材積の百分年を示す 間単なﾡで 
充分契用) 二たえうる。 平片と落しく項るﾡﾡをもつ掛許の材 
根の計算が心理•反動合)二 は. 二の百分本は.内ﾡ位置の掛皮ﾡ 
を用いて似ﾡに場正で 纟 る.
出彼 K 験に丈". 新材ﾡ表は、なく 用いられて おり何頼ので 
sる Te Jen4 の材事表と同ビ 正路ェ の材稿をﾡえる二と 
が分った。L ◆し後沼 ○ﾡを月いる場合には、#叔の正zな決 
差の姓しい二とが立証zれ、二れを ﾡ似的 上に決ﾡ Lたﾡ合ヒは 
不ﾡ束なものになる。この工うな欠ﾡは. 研材減ではKﾡの 
く程友まで 除かれて お、ごとにニれらの表はよﾡ生にい 
ものであるので ——ﾡ種別おこび炭内意と 皮材役○別に材 
ﾡ長が作 これている。— 二 れこのﾡ左ﾡ地ﾡ検し 、 E夏条 
を送している二とが立証されれば、 74 ンランドで広4ﾡ用す 
るの尚すとでめろろ.

YYj。 \^AA^9-
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©/テ 業料の普ﾡ約 ・) 表の新しいﾡ用法

M - wZ4 44 42n8 的 2mu&2 tat taA
イし cnfe4

H. P. s. Fiucん

( Fouと4ぴ Cmwud4tez Feut Rcccwd /o. ョ2 )

まえが , noccwcttow

井系樹▽令内に あけそ材殺村ﾡ面積資ﾡが Feuuxッ 

Cwmwと4 8 uLLcttn イ6.2ダ Pw Iで研究され e, 
( Hムルm& ・ /ーー)こ の研究の主ﾡがこの Bwuwi 
1<令れておス剤にFペu% Rvcgd 0.sノ に発表L 
ろる 者置タリマ長でみる。 (HumwuL Ps4 ) ニタタ

フ 天にﾡ新叙でE分し ないで科高 超期 だ•けで 令類したMシ 

表でみる。 -れは 林分の上忌高が»/ナt 以内であn 
@Acat 8-.となacv のて○ﾡ樹の力らる池位のﾡ午林 
に理用で乏ろ.

フ兵によるコ表は 内杯竹に向木の材ﾡを進定T2 
手及ととて /クケ=にコめて系を員会所忍の針ﾡパ人 

エでな く用いとれるよろに広った・ この市去はスポル 
ク立木材ﾡを定すそのにもﾡ用で姿る,ﾡﾡは遊定盤 

い づ のものてめっても、ﾡ本 木を採してのた測ﾡ償か 

ら御均笈 タリク春身が決 わられる. -の&ccxwcはA別 

ベ . 立木の灯を向力す 主伐木を.標本•ボと Lない普過的 
・プ糸の立木に方する二っのmし い血甲可法を 式族 し e.

ニク2通)の方をを別々に祝"ろ二と にする .

I杯で は, る林分におけるﾡべ木の タ ・フ番号と 主ポ 
のタリフ番号とを ﾡL た ・

両着の恩にﾡい相Wがあれ、主伐水の ・) フ番号はnべ 
木のそれら ※受でぞる。

Iﾡでは、 ク ・) フ番号と 分の上ﾡが とo関杯左ﾡべた.
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この目的は. ある分にﾡ合する タリフ番号にそ の工ﾡ高か 

ら掛びく 二とがぞ※るかどうかﾡめる 二どでろった。

I 初 主かのﾡ本木と 向ホのクタリフ 番号 と のりL軟
P&t I CeoVhイれi4イtmu M てん2 てと卜 如々！ルム c ペL&イmu

ch -n&c とcc』 &nL tんiui夕d

頁 科 MaズeuiaC

この別は 系ﾡ当会の互ﾡﾡﾡ光の記袋から とったデ 

-タについて行った。 /"w ○対種をさじ総計引4ﾡの 

K学地の記盛を迎んだ. 町怎な屈 台に は. 各ﾡのﾡ隊を塩し 

たブロー トを納 種篝 に最ん・ これらのブロトは総て、少 

とも一回 はヨ 列されていた・ 吹洲アカマ、 コルシカマ・ 

ア "ラマッ、 カラマ・・ ベィマ・ 州 トニ シトカ ト 
"ヒについては当なデータを利用で*たが 2o.cdttu 
んL cdeL ( Tんw& P-Ccat P. Pe )
wtdズu イwmu&cA c T-イ& AoteA/aBb乙 S み子- 入

Pan S心u。 +九 ( A #c。 Puondi。 ムバルイす フ P 
株的小数の デロ・トの培界かたは、 正しい埼ﾡがl出せ 

なかった"
ﾡトヒでに. まず Bewmuc?t のプロ トボけについ 

てaべ、次 で 二 の用糅 の 他ク データ と一諸に して 研究•した < 

*ﾡのプロ ・ットをそ れぞれ4超の副 プロ 、ソ ト に分製 し ・ を向 

K試ﾡを ラデン 方ﾡでむゴけ とてある・ c Huowou&・47

• ■ ク冋ノ力次が关々 練烟 ぎれてい 石 の 者、処のデータ 
上i#し <解が才 る二と がで き た。

内 法 P2dCcue.

プマ・ トを西測するだがに商木の平夕)7 番号と主

*の環本本の平タフ系覇との差を. ﾡ和、商ﾡ別に紹
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べ。

との料のプロットモ・ 正前にﾡでれてお) ・～と 

のﾡﾡでﾡ測でれている・ 型のﾡびに. 均み本の0ポ本木C 
材ﾡ次められた・ これら©杯本木ば立木のまス測) るﾡ 

木の材ﾡ地孫から利用点に到るまで/。 そ 両ﾡで単 

てみろ・ プロハ トでとられる 商木ク材殺も 同1様-/ ftn 
ﾡで計務して»る・ (A / ク -s )
プコトの測ﾡのデータを用いてﾡz のポ本木 と F t 

*のタ ) マ番号を著選内 ▼リマ致か己めた. 尔 に ポ 

ﾡ用するクリアは 『本の杯木のタ・フ系事の平ﾡと 

*腐しな.

商べ木のギ 内クハフの算☆委は同べ木の本数て変。って 彳 

る。ヨ"キ 以上 の 西 阳方 が 紀慨Nれ で ・ そ ﾡ合に ほ、※* 

)フは次の2っ2方表で計算しだ.

ノ ) ﾡ大の ﾡﾡ商田をもつ2 ○本のﾡ大の平ク フ と ,

ii) メ小及ラ 2本の木をﾡ作*に武び、 その*y I 1 
として.

i) 紀受こるWA太が夕。な下のﾡ合は

ツ代太をﾡを甲いて耳Lた. =の%合 地和木と内 

ﾡ置/ 以ス下のも のはﾡいe.

結 家 Ru4ut

2りキの承大ﾡ田のﾡ木から計算Lたﾡ木のタハプ番 

考と. 全商代木のﾡ作たﾡ本から算したものとのﾡ

P 4夕4イ1イムd 4cu.e tんe ピしムmnwe j 
cckcuとoox ftt + wwwg ww 

ん ・ &X sac caLcuムxtd イom

み& 7mL少4u4,

4 4&火
② クイ?tclemu

44のC& 4 &42 tんイwnチd

最 に, この肝究の 枕撃 をはっきさuておげ ば収利 で x
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ろう・ /表は、 二の2っの神出方法で計ﾡLた同木0タリ 

7番号のﾡと 標』ﾡをﾡ部刑に示L ている.

2っの問木タ・7番覇の計ﾡ方法間のはハく. ﾡて 

の用球について福喜空はなか った.. デー タ を m方法刑に ﾡ 
べた場合にも月 ﾡな はな かっ/・

ノ炎 P樹の木についてZ通の○方法で算した平均
タリ 番号のﾡ

ッ ﾡ 平均すリブ書号の亡のみ本の減大のの創ネー城ムル本) 

ヴアマ "ソ 
ゴルシカマ" 
みH 7 ヲ マッソ
ラマ・ 
ベイ<ャ 
FHI 卜"ヒ 
ジト トウヒ 
A y&nxd

エH

十
二
三
ェ
エ
ニ 

ダ
ア
ク6

エ
ア
ノ

J- 

3

タ/

ク/
"
3
,
 

ク,

ク2
 4
 

/

のク/ 
X ・/
② ダラ 
c*
o.sP 
o. ク/

本木と向木の平ガタ ・フ番号のﾡ

DtuuCed eなwegn muew wm28.ed 4f イ4ny&c 

L &し tんイmntngd

i Bcwmunt 試殺九のデー 7 : 政 トウヒ

«ﾡﾡの商代方法が Bewtmuent の ロ ッ ト て行なわれてお 

)、いづれも4 回ﾡさ れていろ・ 2表にはタリフ番号岡の 

炎の平月 (m木のタリ7 -標本木の タリ7フ がグﾡのﾡ 

六浜刑に5年向預で示してある・

2 た BゅcイルAt の 政州 ト ヒ のg両1に対 すろ年別タリ フを号 D平芝

タブこ写の 平均
/户". / /ア3タ. よ. ； /Pイ2. /d 45. : /2$グ. /」

.中 ﾡP 板
LC利及け
・ダ為意*の フ 6

一2.0S)-o.才 のア
～パク
2ク

ズ 八
ズ kasr

-04e

-ス50)
afよ Hx7ケ
爲广

2 ク

イル) 
&30ax4-220 1
・
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との測の場色にも ・ ﾡ本木と 間木と のタリブ 番号 に 

名をﾡはなく、間方否ニ の差に有ﾡなﾡ響を 段ダさなか

たが. Bﾡのプロトでは. 最依の2四の呼測のﾡ 約 

タ ・) フ番月ボり武小、複注= れた・

i) 全料種のデー ク ク“ル 4 a2 eciu

二 の研究の対条と なっている o ﾡのﾡ厚0ペロ トのﾡ 

を. 次に2べた・ ろらウる 林々 ・ 地位 . 商代方式を告むデロ 

ッ トのデー タ を 樹ﾡ別に 分ﾡ した。 木の タ1)フ番号と環 

本木のタ 1) フﾡ号のﾡク平がヨ表のロ ・ッィ I に示Lてが

る ,

注 ベイ ベイズ で,ベイモヨの デークはネ小*の"ロ・トからﾡられたものである ・

三シ /ク ﾡ のﾡ理○ﾡ木タ リ フ番号とポ本*のタ番号
ロ・ト A だ 1 lたのタリz登式二任生よの2発】

I 全 ブ・ロ・ノ H 工B恐のrセットを除く :

ウてアカマ・ -24f X ◇5o - o.cP 土45o
二 tシ カフツ ヨ ノ2 -"4工 c.4工 一Qケエ .47
*ガィ ヨ /2 一/62土o4マ ー々アビ a4r

! ラマノ /ケ -24エグ4Z 一 a2s エ o4K
ベイブ ケ / 5 -2./7工る? 一/ケZ 工 ク•3
Xx ト ヒ / ク クア -2ク土030 -4// エ o.z5
ン ト Hウー ダ /ム e.z/土aケ/ -42ノエク."
べ / " / - ◇.4○土 452 -. ....
ベィス / 3 ス3こ oF ア・フ 土<"P
ベイそ Z 乙 -/e 土 C.74 c.cよ 士Cヨ

コ ルシ 7マ・ ベメマ・・ ベイ" がで は ・ 1イ木の タ リ ' 

aポ本木のグリフにべﾡﾡに小zかっ。二の 明仔. ﾡ 

の行なわれた〜ロ・トはBﾡだIであった。 総ての場fz ' 

いて . 間代木の7 ・) フは一般にﾡ本木の ク ・) /をﾡ小粧ﾡし

クリフ番号の平片ﾡがめる。〃疾は 面成通測の a 力 示 

し ている。

グﾡ 種別に分ﾡし たタ ブ呑号の : 全ﾡﾡ

(w*のハ番®二*キo」・ ・マを5)」f -

LC ・歳上m

一☆/灯

ニ6 工 ar__ 2.2Z__
8 種を 抱したブロットでは 円 木のタ I)と 桜お木の 夕 

リブ と に海語煌が 乃り. c型のズ・ットで はﾡ分があった. 

Pおよぴ Hc ﾡのロット には右ﾡﾡはなかっ た.

二 のデー タ は. 樹稲 と円のお合さ n だ 効※が町木の 夕 り 

ブ と 主林木09 ・ ブの同係におよ ほす 影響を 次め石 に は不 た 令 

んものてあ- た.

しケし、 お表のブロックエでみるように. ベィ マツについて 

は 灯ノタ タ)フ 番号 の後 はや ば" 南意であるが. 8ﾡのロ 

/Oデータを省くと 一般にタリフロの推はﾡする。

次の段ﾡは タブロの国ﾡをべて 林々ゲ士林木と間然 

*のタリフにおよほす妙響を次わる二とであっ。 ベィ・ゲ、 

ベイスギ,ベイそミのデータは このためには不ﾡ分で形リ、 

さらに以クﾡのBﾡロ - のデータ は右いた.

高代木の クリ7と 様本木の ク リア の回 活 を树整 別に プフ ッ ト 

・/・林令によるプロ・内の関休のﾡ句を示すため. 各プ・ 

/ ト の月を迫報でﾡmに.

一 林分について は 同依木のタ ・) フと主林木のタ ・)zとの 

ロ どの#令でセーであるとﾡわれ、 この場合にだけ、m 

ﾡ 次の方程式でまわさnれる.

Y=&+ /40 *

-こでY=堺本木の8リフ, x～向木のタリフ, &はﾡ穫 

引lの幣女でみる・ ク麺の生雲樹種別の平沟回結方程式,日杯 

数のﾡﾡ原を, 団ﾡかこのﾡ準ﾡがよ表に示してあろ.
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樹 控 資方 翌べ mx"シク*差

次州アカマッ yェ/タスナ4/ x <4
フルシカマ Y = よクトバアア* ア/ケ < ヨ”
政 ウラマ・ Y=ァ.グ&+"・タイ* 〜/42 /4グ
ガシマッ Y= 4.ス0+くP6* ○. P / 三
ベイマッ Yニ-3.3K+</Z* o, &
チ トヒ Y=-ケクキメバアメ ヘP☆
シトケト クヒ yU>.ク2す4ボス . 252 <&2
走. Y =ポ本木ののクI フ : X =水のダ リ 7

攻州 卜にとシ ト ト▽ヒを 除くおてのﾡﾡに ついて 回 
女は/と有そ反ﾡはなかった。政 ト ▽ヒの回係牧は/=' 
ﾡをに大るく. シトカトウヒでは. /ェ相念に小、であ～た.
これは. 主木と m本のタ ・) フの司係、が林& に上 っ てﾡ) ラ 
そことを示してほいろが. ﾡ天番を雄ﾡすろﾡ、 所に受税4 
ぼわれる程のもの ではなゲった。

このﾡ査のﾡ果・"タリフの衣書" a一級に主林水の際の 
・ノフ番号を通小椎ﾡするつとになる二とが示された。 主林オ 
ml水の©タ ・の関係に. 樹種と 林をゲお 上 ぼす砂ぎばな 4 < 
でわるゲ・ m方法の秒ギは特にﾡ及回代で は救分は っ翌し 
ている ・ 林ﾡ員会ﾡﾡ局でﾡ行されて いるﾡ方法で は A
て の因 子 の彩密が結合ざれて ・ ー城に主林木の/ ・フは

7 番号だnm複虐さ た。

I師 上活ﾡとタ・フ番号と0ﾡ4
Zんo. とた ノ切レ / &# クwmじu 2oじxtondんP

上層高 ね エーカー当 レノ クク おの最大木の平均町面 積に な 
す そ樹ﾡである と定表さ れている。
平 均树筋や 囲回 の よ ろ な ﾡ子でな < て ・ 上ﾡﾡを 夕7 fA 

と門係させた型由は. 2っ○主な考えによ2わのでめる。
ci) 分の上層ﾡは、平均ﾡ高や平均商ﾡにして、商1方ま

一I79-
によ )、 はっ 1) したﾡギを受げない。

(ii) 資用面介ら考えて、林分の上登ﾡの測定は、千均ﾡ高を次 
ﾡする上 ・筒半である .

資 料 MaなucaL

次の7州桜について未ﾡ員会が阪集 した闘定ﾡ率地のﾡﾡ 
を・ ニの刷充に用いた。
攻州了カマ"・ コルシカ マツ,敗カラマ, カラマツ, 東 

州トウヒ・ シトカトヒ, ベィマー.
各ロ トの頂可ﾡのうちでﾡ用した項目は.

j)エーカ -当)本牧
i) 上盾ﾡ (フィ ート)
ii) 平ﾡﾡﾡ四分ﾡ (B.H.&.6)
iv) エーカー当材ﾡ (皮付 イPw。 ft ) 
v) 前方法

法 Pdacuu

消測のたがに、 ロットの千均木D材釈を計ﾡした. 千木 
の材承とB、H.Q.4.に相当するタ!7新号を、一 很的 タリフ 
&かとめた。当岐夕) フ7番号に対 し C上形ﾡを〜ロ ・ットした
ラ を我校 別に 作製しだ。各m代方法を示す縦と号を用い 

て 倒々のプロ・トに対する又を締び付けた。
二のゲラ7の 一般的ﾡﾡ からひどく 隆れている を位ﾡに ﾡ
た・ *低の場合、大きなﾡ差、 K内から区付の積にﾡ専 

すそﾡ, 用いるﾡ炭率が. ﾡに大ゞいか小さい二とと関ﾡの 
める二とが分つた・ (二の時祈生ずる浜常なﾡは、現場で樹皮 
新をﾡする方法が不正ﾡであるため生したものと云える・ ) 
このような場合、 ロットのエーカーﾡ)の灰け材積は、ﾡ回 
と その 发の測 定色 の平 均 と L て次ﾡしたﾡ平左ﾡいて再計事 
した.新しいタハフを. 平均木についてめ、 2れをﾡいて、



180-
ア上の尽をﾡﾡとた・ 各樹ﾡ別に平の条左うい乏・ /の 
t のﾡ高ﾡにﾡをまとめ合板毎に平汽尽をﾡ払すそと震利で

める・ ニのグラは、平均様と共に. ベイマン について ば次】 
(/y) に正ﾡL てある。

他の樹種 の上登高と ダリ 番号との関係は、
商代方法とﾡ関係に. 西様、に皇条で炎わせる。 この千均 

は、研究対象と L た総て の樹痛z ついて2図に系してある。
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樹高と タI) 番号 と の関係

プ/ ラごソ ----- -
イマソ -------攻 トゥ U ---

ﾡるフィート シトカトヒ --------

カ コy------- あ
2図 樹高とタフ番号との関係;7ﾡ種の平均ﾡ
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ヨPメt〜よのチそ Oﾡ田内にある上騒高の t 毎のタリブ 

番号ゲ. 樹運別のグライからﾡみとられる.。 二の結票は更地で 

ﾡ甲する のに叔利な形式で 6 に示L てある.

この体果を、こnらの対ﾡの函ﾡ裸半地か己系ﾡ的にzテ" 

のﾡ本を袖出測ﾡL だもので校定し た .

ﾡ本に武ばれた各 ロットのタ 番号は上活ﾡの測定営と 

と表のR型ﾡ料からめた。 二のダフ番号とプロ・ トの平均 

ﾡ哲田分岡とを用い ・ の妥あればﾡ町を行って一般的 ダリ 7 
から平均材ぶを求めた. つの平ﾡ材ﾡにエーカー均の本女を 

そしてﾡめた燃材積と王ﾡの保楽地ﾡ査法で だ材承と 

を 比ﾡヒ た・

エーー当1の事出材複とﾡ材と左ﾡすると、 全謝書 

ついて、ﾡ計号2ラブロットのOうち. 276ロトが、 /の 

%以下の材ﾡﾡ定ﾡﾡ (要材ﾡの百分率て表わしだもの○) a 
しだ・ メョプロットで、象先 /2～zク.亮')の4 ロ ッ 

rでは. zク%以上でみった.

こ 括果はク表にﾡ移別に とまとめてろ、ﾡ部 /ッ 

7各号の関係がら質出しだ材ﾡ合と 、 ﾡ準地の記録から式め 

だ材事合どのﾡが示し てある.

攻アカマ, コルシカ マツ,攻ケラマッ, 政トウヒ 

ベイマ ・の質出材秋合計は測定材ﾡよ ・)救分公4 ◇ったが シ 

トカ トウヒよカラマでは. 極く雄 かで はある が材私に通大 や 

ﾡ=れた・

東麻面への ﾡ 用 A/P-&cdLen4 te- イoaoty PActud

をﾡの外ﾡ樹林分の成長受に す る知故が、地方的な経散 

面を材てるため反ﾡにのﾡ性を 州して*た.

林分全体は、林班の立木ﾡをﾡめるにはﾡﾡ性が次行4 
計ﾡﾡの最小のものとﾡびつた方法をﾡﾡと Lている, -o 

ﾡ文で研究しだた一紙的タフ表の僕ﾡ方法は、二の回風に-つ 

の解答をよえるで める っ.

ノ・タ・ブを交ﾡ"する方法 アfe ・74itSu6.なcttxt"
muetんみ

材ﾡをボpようとする分からき処的に量ばれた、私小ﾡ 

/2本の同木の材秋を*めた。 二のm木にﾡ当するタリ 

7番号を、一城的7手からボめ、 平ダフを算出した. 

二の夕7を. 主杯木の夕7として坪戸した・ 主木くは 

査当なぽ本のﾡﾡを測定した。 材秋支植を来わる方法ば. 

削木の立木材ﾡを推ﾡ丁る方法とﾡじである。

二の方法の長所は. 時1と労メが相当約*でぷる二とであ 

る・主林木のﾡ本木を置び出し. 二れを到. 劇ﾡずそ心王 

はなくな・ 材ﾡ椎定はﾡて. を乱のﾡ代でﾡﾡてれた木に 

ついて行なわれる。

二 の育志で 番根を徙走す名と 一祀に通小ﾡ定と なるニとが 

示された・ しかL、 この○i小定はﾡ台にﾡ合がとれていそ 

ので, Iﾡいて行ラ. 林独成長登の計ﾡには秒番しないで 

pる う ・

どの#ﾡ. ﾡ1代方法に ついても、商木の. ノァ 

フ7番番だn 主林水のタ ・J7を小椎定すろ。 とたがってﾡ 

木から算払した平点? ・) フを/ だけ大受く すnれ、 工正 

改な材ﾡ進ﾡﾡが母 られるであるう。 二 のDﾡ タ・カブが立* 

に血用これそ ・

2 上高' ニ上る方法 Tんc'TPHジMt" イuet/od
渕材学では、 上ﾡﾡはエーカー当I ノ。 ○なの系*商ﾡの 

の千 ﾡ所田ﾡに対応す るﾡﾡと定表さ ncいる. 共用的つ 

は. よI) Kﾡに上意ﾡを定す る浜を用いる二とがﾡし
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上居ﾡについてのﾡ本プロw卜の記らを、 エーカー当 
ノ。 本の殺大ﾡﾡの木のﾡﾡのﾡﾡ千ﾡ として ﾡLた F 

私新上 萩した ・
7 料書 の いn についても対たする 上ﾡ ﾡのﾡほ ﾡ税で : 

た・ 広大α林分でぞは、主林木会にわって ・ できる戸げ 
許になるよろに z。 ～ョグ 本のﾡ務木の平 樹高 を測る-と 
て. この方法はごらにﾡ単Yつで※る。

6 表 7樹程のﾡﾡ級別 タI)ブ番牙
上ﾡﾡ (セ

タ i ...乙 番
欧ガ了カマッ づ レシカマッ 

空型ォシノ てン 政・ヒ ・カトヒ ベィマッ

ラ ク /r ノ ァ P / & / と
/ 乙 
/ケ

/2 
/ P

/ P
2 0

2 2 
2ク

/ 7
/ ク

/ 乙 
/ /

/夕 / P 2 グ / ご / ク
/2 2ク 2 / マ / / 子 / 子
/夕 22 2 / 2 / /夕 ス 乙
20 22 2/ 2/ / 夕 2ク
z0 / ス そ Z 2 ク Z
Z0 Z 2 フ 2 Z 2 フ /
ス/ z Z 23 Z2 22 ス /
2/ スZ タヨ Zヨ ア / 2 /
2/ 22

え 2/ Z 2
フ2 23 コム Zご 2 2
22 23 2ダ フク Z2 z 2
Z2 スク 2ダ ラ 2 三
2 2 2ダ フタ 25 2ラ 2 三
Z3 Z7 2ケ 2 5 2ど 2 ろ
マ3 Zよ 24 2 5 N夕 24
23 25 28 2 と 25 2 ダ
24 2る 27 2ム 25 2 ダ

一o 24 28 2イ 26 z4 マ タ
/ 2 ダ フム スク 2 ク 24 2 ケ

アケ ク? フマ ス7 26
ケ 2ク Zr ア 亭 ク フ ろ

25 2P 2ク Z 才 2ク2 ダ 22 2 z み アケ 2 6
24 フ 2? 22 2 7
Z& 夕 2ア P 2 ク
26 30 2P 2ア 2 Z
27 30 ラ/ Mク 30 ス Z

40 Z7 -o 3/ 30 2 ア
Z 7 ラ/ の -号P 2 ﾡ
2 み / 2 ア / ヨ/ 2 夕

・ ご 才 ラ2 ラ/ 2 2
zケ 夕2 ヨ ミ/ アz 2タ

次 32 3三 ヨ2 ヨz
2 32 3 ョZ | 3三 •3 2
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i--------
“务 タ ・ ブ 委

, セノ
ヨ ヒシー・ソ 政 ウラマッ ガラマ" K別卜 "ヒ シト トウエ べ イ<・

zP ヨラ 9 2 3 o
コ3 ヨ /

P 32 ダ アユ 3/
ク2 o 夕« -タダ 三 /
/ ヨク ラ« ヨ ダ ラ 2
2 ラ/ 号よ -引 3 2

/ 35 5 32
ど / 36 -5 3
$ ラ2 ラ 6 ヨ5 3

野2 ラ 4 ヨ< 33
? ラ之 ラ グ 34
み 3 ク ヨ ◇ 3ダ

1 2 ララ ■3ナ 3ク 3ダ

Lだがって、林今のダリフ番号は、 4求に示してわる関係 
"己式かに決ﾡでそるでめるろ。 その次にﾡろ方法は. 立木 
の河代材積を椎ﾡするのにﾡいられるものと同である。上 
区部/タ) フ系号の関係は周々ﾡ木林のﾡﾡ法の効Kを高 め 
る空となろることが Huwwu2 の材表が面ﾡﾡよ ( Humn2 

/ f55) つ関する研ﾡで指されている・ク・7番引の 
化を簡単 な上ﾡ高の測ﾡﾡと 契係付n ろ と半木法で タ・)7 

を疲ぶ緊不可 こな呑労左しないですみ、 条計の歳に新しい地 
的ダIフを算出するため生ずる 訳建ち超らない.

7た 算出材積と実積の萩
—
ﾡ 整 eット 出材表ど付イパP女

w セ ォ ﾡ皮 
は イffu お

工-力-☆ツデカ皇 
愛付イ女し

百分県ご妙し 
右壁エークー日り

政・アウマッ バ5P / テ/e /ク 4 -44
ゴ Lシオマッ S 7 /e7,メ2ケ j" ラA ダ -/3

ラマ /ククナク /クf. /イマ メメ
政k州カマソ /5 4c4 /ノイ・ おケ /ク 一P
へ イマw -3 ク /レ 才子 /eo. みク/ /",ダ -4«
吹 I トヒ 今2 /終ケグクケ /«ケ&P/ /・ 今 一"
と 上ク ト上 - / メZ4と PP ク生 /°クC ヌフ

上融高/タリフ番の関係ば、広宛囲にわだるﾡ児地テズ ト
は村なわれていないが、今チで件られだお受では、 かな正



ﾡな立木材積を花定ごさる二とが示されている。いづれの場 

きでも、これらの株差任に各まれる塚塗は、ﾡを通にて 

相ﾡ峯する頃句がァ). したゲって成長ﾡの計算にﾡ大は納 

恐をお 上 ほす でおるう。

感の森 A cんwwtdgumt
ﾡ名は、FC.HKし坪主一長本会R会の測樹根当官- べ

二 の研見において •いろいろな 起告と指導 とて下さったニとに 

対して丞ﾡする。 こらに ォ/ﾡで用いたデー タのﾡ的術が 

をLてくnた J.N・R Jム4u . R.S. Hペw.u& /. 二o
失の利とに甲い ているデータ D番条と計算をﾡめて <nれた 

ク、EEんれ板, Aワしに感合○起2来る。

参考*献

A/0ん..( メーケ)・FoYeStyYCoow:ssion.code o! sanPle
PLot Frocedvre (VtPVPtished HvatteL,F.C. (/P&?)・
7he Pownoみt KoYwaY SPrvce saaPLe PLots.

Forest YY メAI,o./・/アクク,PP.ヨの-4z.
Hルペ®e L, F・C- (/ = )・The voLume / BasaL A reaune 
A StvdY i。 Forest

M1=LSしrdtion. ForestrY Cvwtissioa BvLLet/ vo. 
24. H.M.S・ 0.

HURcL, F.C・ (/ク54) TaYiチf TabLes foY cowifeYs 
in GYedt BYitain. Forest RccoYdNo.sI.H.M.S.o.

て他の測樹関係論文
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分断面ﾡ の商単かっ正 ﾡな計算 オ 法

A <wPPe , accuaズte ueL 

auc& ぴ Peu&4そ 4在atce
ポ ccwtPuZ子

えたがさ Nが-eしccイ〜
前価研ばﾡ材林の一つの測ﾡであり. 二れのﾡ刑により ・科氏 

ェる別又にﾡ有α誤ﾡがﾡけられ. 五ﾡ測々どけの労合に比べ 

工】 a用片 林 り 構 並 ﾡが得られる ・ この」う な 視 田 から . 面 

xuなく用いっれている。

いろいろ4目ﾡでおのら る町価ﾡのﾡ計受にロ- 最ヒ 次のよ 

なものoみる。

ﾡ許面積 平ロ町面ﾡ . 平内町両登の 位. 様ﾡ催委.ﾡ 

※の和. 単木成長量. 林分スアロットのK長翌 系内ア長* 

工長 曼 の 虎準俑 暴, 二 の統計量 を 来めるを通の 才決は非常にﾡ。 

fれゐか 系枕付4課去がっくくる, 正確でほボの年は方支 

s 発浜するのがこの論えの 日tである ・

ブ の及ﾡ ﾡev.w ・# 〜ut&ecム
か前団書る来める各の仕オでは、 尚面新炎近用いて期足 

う /" * ふヒI 価&& 記t入 し、 :れから じ委は統計要 & 計算す る, 

不 鉄か 歹 い 弟合 に U. 二のオﾡﾡがかハり . 労t かが 

g期的は工ﾡである。央ﾡにに系ﾡ的α"味が行えす. 受付か 

uいが 正の面d誤委が入りむ. このケ法では. 断面ﾡの

ギ ス旗 お」が 平 内ﾡ品積に相当するI後以介の統受&算出

( てし*だけのﾡ価はひいのが重付である。

n品i の統計受 を卓出する、以ホの一 総的オ法と ・ <、測足 

・nにI/を ﾡ分 *7 ( て •断 面ﾡ 浜&問いて ・ a与一7のﾡ& 

ウる才法がみる。 二の才法ば当体前商者にべて 時向はかからず 

・ au R値ﾡ 誤り にキ ビ にくい。・かし. ﾡ分 け のた めヒ系 ﾡ的

( 岡求は心の立径は之会d円 て設送 はa い t のと仮ﾡする. )
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ﾡ委が入ってくるが. その大さ3と険ﾡは 直経分布 と墜亡フ
ラ スのどで交る. 浜の補商&比でしにﾡ合に別ﾡﾡの添具が
入っくくる,dらその試差の号ば. 新にﾡである,

式にる方速 Tた。 ポnu2o wucZ&ed

ニこ に 任案 I て い◇方法は町面橋の解ﾡ的X後から xびハnれる,
。- 工—— ,

) C“ノノ

ここで»ばチ マ表わ!に断品郡. 乂纟 レ てえわI CE従で 
み o ・

p てだ二 - -----------  ニ・の◇のババ-.....(イ) ( /メクノ
とずれビ エボロ

P=メパコ (z) 圖
と系せる,

-"定表と 沢に示す式を用いば 消整の曲面求の統計Yは 
斯単。、っ 正 確Iこ 算出 二れる. ミのオなは 普遍 の表による 方法に 
対!て"六にゴ○才法"といpれている,

出かげく"い※料に路用Lに場合
APP-女co乙et ごっ ttatocfcL Lxなz

と宏に2断面ﾡはA分 ▽ に合にtそっ でないg合ヒU

郵 で22. 超分"tくα い 賃料口ー般 に 小 標本を 息 味 L. 本 敢 
クく じそ とこn。 税計 受い両#て Mr品m表&Hいるのが一 

番ギいオ法でク。 犬が投社に dるほど 公式支の長断がぱす
方硬デ(ラノから宮らに次の内係がかれる。 統び面ﾡ口

b=&二 (3)

切 断r品環口
こb 8__,,--- 左 • (4)

一I9I一
ニニで工bに面稿合針, タ エムコ は任の手

太り和でめる。 平断面釈にﾡ自するK後は (ス) と c4) から

"-野-率- ,
豺面Vの度準幅差h正
.-/コェ - / - でみ

=ケシ=い一 (こい =念/こ*-(二

iての 公べぐ髪なとの高沢"利&求めるにはﾡ径を尺3いﾡ 
:#べ次に系ずエクに否そ」 作歌 両者 の 稜エ長示し. 3の 
アお和&*のるとﾡ¥である。

(みっス) 十(?t一2)ァt一2

乂 L そ C, Cz Cs
L w クx mなx tm 17L t

m一/

ゲー2

外w一/

-2

M％ E. 2～
(ン1一/ノLォt一/ +(21ーノォー/ *(スー/ノァハー/

1 フ?tLt
(7ース>ク?ース 1くーパt一 r2(tーノ)クー/

フ斯九“1 *---

<m+---

生 石色 公布 が E こ分伺の合にば.次のよクにて 乙と" &mいないて 

初血祜り Iル的c卒4とぶ*めることの"でる. 工削L4の Eー/ント

ニラ ど から こ&=ル(の+Nコ) x*=(3ot&Mがt 

⑶り とaる.

ミou&才ﾡ式(にバ入Tれば

& ,----------------- )__________ ______________________

V W E " 一(二) = A j2^t4tAfc^ = 総J/zes(o+2パ)

- A 広一でマア(秋マア・スでチ

= &/ パーチア z

二。 血Mボは¥ に 科1るを用いてい◇のて有問てあ リ. たとえ 設差 oあ っ/にと(て 

IM の採半述る る じ愛みないこと&示すの に役立っ.
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3 ・ 7 33
ス 2メ2
ノ , クレ So S, S-
計 S, S Ss

こ = S, こ" =4s, ーk2 +S,
二のﾡポ和 . ババ ハシ / で .ﾡこ t て いる:バあリ

"頃合:しぐあくもよいバ. そのﾡはC, (・C に乙入> 

る乙みろ ・ ニのオﾡは一っの ケェ 7にな→ て ・る ことに注 

日・

T4ヤラ ﾡ代和のボ後の座は向のうんク斗とαっく いる・

系 &n ら円ネ図の沼は相N分ﾡ函常才決に いらnと

¥であろ・ メ&商係るそとす h は

二bス=た火x (s)

こb<は a & けおるか itの※ﾡ和 の方支&mいてよッ 

学に来ッる=とがぐさる。

分ﾡは"りで行iクが く&示すベりに の4ごとに 

工←a示はば二*=So. ニ4ェ=25ューS とaる.

単木のﾡ面荷べ長ﾡがル受α二とロのっににαいが その5単 

ロ =れがう五W&型解するのに役つ. ・と&ﾡ成ド愛 

A b ・前何ﾡ休氏E dとり&暴初の位ﾡとm価ﾡ .4+ 。4 

りr2ら& あと期川ﾡ～血経およべﾡ面稿とする」

い

b=々・ ・

とすは

クす2ル=尺 (イナヘ〜)ス=た(+22+24・ノ 

呼&すれ

・ル=た (242と+2〜・)

=ハうE ラに株めG長ﾡ

三=ムb=A (2二人。よ+三ムュ) ()
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断品ﾡ0平ﾡ成長そが

パ=# (2二42rニヘ火) w)

とd2 ニとが べハ n る ・

合αがら と ・4から ○。bを商早かっ回ﾡに来めるオ去は 

aいが 一般的ばオ法

-..- /一で (.,
でで 小櫟 Ah 同-し てロ普 面の 修正 原孜£風いる • 2の 氐 

て オ|求のつにUAb&-つづつ平才して乗計し 平す 

る受のみるが オスﾡは新記の ()式&平方Iともの&mいろ 

とがでさる.

出かげにア- 

A ppLccatcot 
ゴの［/にアー

' に置用

C みcc/2cc- とそ・e

o合u 殺価と し < &報の中た&用いろ

5 政ヶーﾡに唯よて いる,注4 aaMと( て ヤなえ問いに時 

naかけにり ﾡﾡ所が一ﾡ 分ﾡゲ統で役のﾡが同w 

=ルくにI にがって除々に式少I くいる場合 (す&わ9 • 飛点U

#はﾡWに居ﾡに血すく )平内平かるﾡ向ﾡの平オの /z の正o 

/り2一ﾡに生する=とを ぶ&erp2a ロ示I た・3

訓面衛 ス は平内M価 ﾡ右 経の ﾡかの和"両夜であるから a 
かり［にアーヌでは た&a膚ﾡとす・ﾡ スはの

正 &施ず :受べある •平日(エ/ム•囿痛 で 口. ごの神正は. 

呼"。cos～s< tちろんこれに心して その合計も小 

:utのそある- 常 .二 の神正優ヒ小さい のそ・ﾡ用 価位はα
tかu sんerp2aの福正は ﾡ分けの平内約諾米に 

円すること&ﾡ味( くいることに注々するじ妥べある・ 大岡的に 

注 a1o家府子内はた分αクフス&号えるしのとﾡ係でヨるが.フラス内の平方和 

がRバIア小く"ることがﾡらに示 れあであろう,
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は=の平向&めてし4はム いゲ. 行にっ <は 年えのa 

午けによと結糸" 、組.分 リ( 名 いぐ 呎りた通から 。以Lt

4 る こと にあ ろ,-旅に a ケけ( =アーヲハっ aかIt 

合と同じﾡポの W う o :と は宅ん どuいゲ *の時リほめ
でPッ a分 けだりにぷ日するﾡッは r:とえpっ/とI<t所 
ハるみろ,源にいくらハ伝下するヶ ニo然計モの幕は 非 
室 に弟 でみe ・

可A的にa分(7 I て玉ウられ/の面ﾡのが受は以受) 
こに Fす2.退 f"a分り は通常 / ポのヤ統をﾡx。. 
工り。o「リ人ゝくと ?くPり. 2。Jr 以下 の 直 径 で ノラ ス 
の示! くPと面砕及じ少い, ・/がってﾡが山受にαり 神 
店にけはお堀 /がいらLる。 ニのにのに入って2ろ 活 送 u

くの トム 以小 、 い 歴. 合tvnui c ゝoiにαろ.
88 " ア と I くﾡ暴ク めt &m い<1ジ 生が すろり. この .

め に一ﾡに cgs小 とびる.
二ﾡは 次に示すクに、くﾡうに正ぐゝんが ニ の依 工
4 ほと^ど行nnなu,

A&報の中点 a&ハハウの4ﾡと する.
二 ら =A三d - * (xペ・-ダ
々二A2は長っ 中だ& 同いてぞッらi1る. ^

別 の 点. を 用 いく 殳"(スナ ク ア &*ッる.
R&布い<汚えnu

ニ ・Ara)3 -三ペ2+24二A +ルa-

( たが って
エパ=ニ (Ara) 2二A-～a・ =二 (A+a-2a(Ara)nw

-れハ 通当“ 修正 き 行ねえ ば 平才和さ来めるのヒフラス 
と ( て息"4&呼いく 締票の*=わnない=とが 分る.

央解の とニ 眞 の アふ、パ ・ "ノscよの工>にIAいに<いK 

"ばお研&なめに3。にめにビ 仮つヤ点、を甲いるテ去がﾡ# 
でみる。 う二A"=乏(A+a-αrてpるハら .ャはッのα

一I95-

をmいろけど・ ﾡ次のﾡばﾡに*まる。
二A=二(A+ヘーん (ノ
A=二(ArQ)2一2a二(A+aノrルa- (/)

二A3=ニ (A +&ガ -32三 (Ara)・+3aニ(A ra )一 (xs)

こパ=ニ(A+Q )*一 aニ (A+aノ+422二(A+4コ-4α3二
(A +a ) +/a " (な)

=二で点tくいと公ぶほビ エA" s来ウ2ため. a分けt

にデーターに! て (3)〜 (&) &用いる。
EAY= ニ4 + J.Lerp〜L ○編正

・) ～ (スノ&今むa分I I てないアー に計す るな式. め要
u 前 同i4 " 統汁 聂を 求める のに は国を コる.

盗 P A .cc.e〜～ae
次 の 椚 ュ ﾡデーツーのとりコと"と ユ"式ェ肩いに汁 

w & 示ず ・
このﾡ定4のら (商秋uにめ= > < はﾡい c)

パ - /4よ
二4 = $4s.o

二=/44 <*

ニゲ=3よ32 4ク◇
ニり=/0クコ (曲価 留 表 か シ)
8ニ4=。 フz<
/ま 叙別に スﾡ環の姫た』の計ﾡと共に件ﾡのオﾡて 

a分 けIにアーシバ示してある,
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/系 の方法にるﾡの合のﾡ

ﾡﾡ面径のを団 不平
高

平共
攻が優 2 44 A A+Q 単木1

本
*

イr 尸” タピ バ

/〜 2 3 ス /2コ4 クs7 o ク4< Ζ 2く

4～3一 44 色", 3 348 3.e2 333 フ…

ヌ4 へグ 〃必 シ 32S2 3コW Jユ" 330 0
/7 e 7ノW 2 343 フ 3/ ン・ぶ4く ：

Q4 ～ 44 フ 4应 < ◇./S ◇ 32全 e. 3クス ◇.*/ス •
---___ 1

/sよ e フ2く ノノ ン /e /◇ヨ

公六※にりざ分げ[たテーと計ﾡがス涙に示( てみる

2 公、ﾡに」る助 面積 を末める刷

中、 
(4T4) 千

n(A+a ) c, Cz

4 N ス ス /2
S /7 狂 クア /e
ダ 37 /4S sダ

3 <4 ノ28 女3 フフク

2 3 s Vユタ ノ32く

/ <2ク / ぷよ

計 /4S s-ク &

ムは 血L人がにろ(Ar&)-2aと(A+Q)+a す4わ9
/s4よ - ユ (-22<)<チ22) + </6☆) (-22$)コ = /7eS/2

三b=&二42 ず山わ9似的にヒ /ククタ3パマS々=〜"<oよ

ﾡ正(ない乏b=ノ84A すわち ルノ” とな る 二/に 龙•世

どっの岡桜合計のクち最し正L い とりるのはた三 ハう

来 め二 /の.アZ6 である。 

早不"表度&合計して来めたﾡ&ﾡ行で3るしのとL て 味に 用 

いz. -
良 の P法 を 用いて* りた話果は 平内Lて. 二つ才法でﾡﾡさ 

nるものと矛/していろが. これは 拝えの一やるみって この 

法刈は pゥ ゆる額分け つ平向破 に 鼠用 これる 二と&燥えてちい 

uらない。 二神足の例る /eﾡ場のf径のﾡかけについ 

てﾡいにが. 町 面役 は ク:2o ～.as で 平向してo39 
るあっ/に・ -ocの S&eppa の補正を花し/た e.ッ6 
はだュ%人であっに。 殺っ中たとしﾡ表ゥ めu &いる と.

ず細tによゥに .小、"祐ﾡがらと。補正ﾡ$33/アよ & 

8ss にﾡえると.正統に^ クs sバよ とひと・ 

良かりベめに能向面ぶと平才和を来め係ﾡ々で修正山 こも oと 

1 並>oH. 次つﾡに示さているようにのﾡよがいため 

くある, (3な)

引& 切塔てのため する証差のに戦

A イ
及 価 

712
&ム

1 ・
A +4 
( 2 ) 22

AL 
oハ2

2 クフ3 ◇2>2 クス <2 ② 2 ○ ◇/Sス

コ ・S ク〃金, ・2<e7* 3 グo* 2 e ・*タ・タ

2s o.2sラ o.2S夕*く ゲ ・°&7 クノ W7N4
*24 0/3夕 , /タフパフ <./3< p. ノ34S
4 c4 o クク ・/夕2<3 o/2&3

:らの差はみる H樞そ ロ 小 ごいゲ・ 級のが人さく そればそ 

nだは亜人αtのとdり ・ ﾡﾡすべペﾡゲな< て t ﾡに「る 

n品ﾡ浜&用いる合にロ 小、4ﾡの崎りべ以びかれる・ ど" 

ﾡにBいても 4ヌ5番日の数ﾡが長ﾡにとべてん・ ○方る

ゝいことに注々性よ。 (Ao処の神順. 岬らかに向」ってい 

らが -Rに行dhているクヒ. 返線と以足して行った。) 

[=がって 細分け I た データー に工 る 助 硒積ハ が皮 无 求める こ
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と. ・径が小 称た以下/そ .面ﾡが小 数点 以 下3位て 
示I くある浜と河いてﾡかI ていデーハら求めにもにキ 
しいミと がに ?さッ tてくる. 表と くば. E径小 秋ゃ以Tス 
桁 め両積5祈ユて示してゐろt?& 紙分けによる訳差り 
正と尽じくいろハ. 表以外の才汝るﾡいろ じ受 が:ある, 
公式で算Iに ミ以外/ﾡ面殿の統炎パ ・4表に系I く 

みる .
4氏 各便の万宏で太りう M たそり他 0 断 面砲の

計E o 殺

甲哪(面稹 ﾡ4する記きき怪 炉
才準/と

○ _

ポルよn度

1

表と4 ◇c&-7 3 4 -- - 一 ---- --- -

えとAr4 ◇o</2 33 --** 一 *** 一--・
同ゼル ooso 5 "今 3 S ・C38ラ
及とぶ2のノ o ◇4冬o 3 S *一-〜 —-- *****

A3ッ令計 o4-ノ s 3 の — ◇◇3seS

(/)ァ合卜 o g< /3 3一3 33 - ・. ◇cラS/ス

-I99- 
予段で来と,小ﾡの係本で 和とか平ﾡﾡのよゝにﾡ維αﾡそ 
が&受αﾡ合にロ 的面宙代 M. :れう&来るﾡしﾡギdオ去 
cクb. ﾡ的小衣の番不。う夕社はﾡ計妥&*める永もめぞ的

法は 細かけせずに. ド恐に尺じて (. () s) ・4s 
() (/ス)ボ&用いることである。大ﾡ不でヒ. ﾡKのム 面隔 
で品分け t. a分けに- って吊にﾡ及。ﾡ下すと二と&ﾡぷにお 
・て ()～(4) ﾡに示してあるﾡ玉&打りのが. 私しNf平a 
方女G力る.

$費&るにするため. 公& ニ、に 再録す り.

断両砕のポポ府送 ミ -念J二( ()

ﾡ面税 ミ メ支ど 
千ﾡ西G費 ミ -キニ

(3)

火 . (

平内面積の径 、 「 c.)

ヌd 納「ーー ニ-)

=て*ロあろ々は 合計 について 既に比べた バ 相 兔の ドI
てはく *"収のぐみクク。 グっのオﾡて来めたのy 

千的にの。 と-区すろが 同いうれろ検定結采に妖"やるめ合 
(ニロ 性方伺の所り —— 大とaる - o*ろろ。

相東 种 と 成良 駅ハ 公 式 は 同じざうに大切ではろるが 別 り•； 
がじ受α/ウ 例示tαかっ/が そ。 計ﾡには新 t い承可は合 
まていい,

ペ ゲ S.ッtバte

P ? t ﾡは価ﾡ長2用いないぐ"な 法 ・ 十•直ぐ I れ 
出る ミとの:る, Lハし縦ての成台にハαカ オまはαい. KN 
のオなは 受と、○が. 係本 n人a. 利用 そ a る城的

断岡求"収ﾡ的杯半崎ﾡ AJスJ(キー(" (7)

・d Aぽ /パアT一で
二bメ=&三ど* (s)

n品橋点長量 ・b=& (ユノムし+。4ノ (
ﾡ前科店長登 二。b一&(っこム4+。ど) o)

断nn政長登"様半偽圭 「--(-)i ()

收中更 无 用いた 陽 合 の 補正. / /バシどー(り

一次ぷの和 (
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スの太 ミ 24二(A+2)ール& (/*ノ
3次ﾡの和 ; 3&こ(A+&)-3～・ニ(A+)rィ (なノ

4次 単の 加 ミ uα こ(A rQ.)ゲ-4at三 (Ara)2+4・ニ(At)
ー ゲ (と)

A L2czz Bと&がu

Z 平平方諾ﾡに。るゐ出誤ﾡのﾡ方法

メと c22c.2o.な..〜 # ee 4x～と2 2 a
cM- チューーに 2ee- 2t2-2- <8 "ペ2C- < c ceco.2e-
+4c〜tc-

系西調玄の州調長は . 柚技ﾡﾡの計ﾡ 乙«られゐい oよ り 

小:い"が・書通であ◇. ﾡ川ﾡにﾡ?( Pスト ソ ッア スは 

みでは. 各柚法ﾡは 区ﾡ刑のアロ・フの中共にあり そ

A みとと右 Ro2aと& V。 ← / ル6<
/ク$

o～ロッフ の求え価は. 、毒配タリ のもの以い上える 
ことべで3エ ゥ.
ストリッ"当りの材ﾡがﾡ次ﾡ加ヌは式少しているαらば. =の 

二とH具く正 Iくらくばる, 感たに』る坪栄ポ試走?ケッビ

ト ソツ7 スコ 調更展当リ の平内求の千向平オ店そ oJ(名 ぶ) 

s 取めれ ば. 人術分除く ことがでろ。 平ﾡ平才時ﾡ民の油 
かRパ ○不岡雄足場る与えろが、 S ◇カ字は. 分取 " 春は 
aくuい。 tかし . 二の料の感下は. ﾡ林誕ﾡにおける足事 
«に6 る Aり &式する二とで た分に っぐαわる.

Pl ﾡ設ﾡのﾡ昭計昇才法とIてぷ&用いるニとは 天例で 
梨断すれ一『分 りめい,

止 PewtatPaa... のナ ・カバ ・カェデ・ッゲﾡの 

< 3夕3エーカー2 &..e- a&t 調査では次のよ ゥな &... 当 り 
g 平 内ポが術 ら亡,

千 内

図1条 エーカー当ッオぶ(コード) ﾡ ()
/ /3. o 4o 2令. 0
2 /8o 36. o
3 2 o -.3 / 7

ク フス 7 34. ○
s フ87
和 /e. a タ& フ

-2ノ J
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エーカー当りの 昇材ﾡの ﾡみはﾡしいと皮する。 ニのこと 

は 同区のロットが各調株でﾡうれに二とと同じでみゐ,然 

に ろ・ロット 家りﾡか安化が油ﾡを"ﾡにおよ ぼﾡギ

ねくﾡか"ものでろら・ &... 当ッの 平内 7oロ〜卜政が o 
でみれば. &から /n ほ その 支 ﾡはﾡきて 会ろ. エPで. 平ヴP 
方ﾡ差として 次の置が得らるい

= クs/ (5-/) =マ47
I /にゲ っ <

/z s =/2 3 
/ =3 

ﾡﾡのなダ r -カ ー当り材ﾡMの#卓席送の不ﾡ雅え2 
天わ( て いo・ エーカー当り平内 材み (/e&.ッなs=タノJ) の 

系は *の グな倍 ( 3ん =4 ) てある。すなわち エカ- 

当 り平は 材施 ロ2/ 3 エノ/ コードである・資析平因の機平民ﾡ 
は 部ﾡ合が全～/。メ以ムでめれげ・有ﾡの新団正パ四ど 
二るでみろゥ.

ﾡ諾にフいて eた ct乙&ee
Lの教出 な 数学的 分布 は «だにﾡえ会 ておらす. LEがって 

=の株オェに逃すく ・正函び有た佐のネ定はで3ない. 層化 バ ニ 

れていdい合には ぷ3は 確出分ﾡ・ﾡの分K〜 
。 有 新な 唯皮 出とりgい,

(か! 二"効キの6下は ﾡでみッ 油法ﾡ名の分Kが救法 

正炭でαく 正成分行より. 共分失っている場合には 符ど 

セ カカ ・ オ ジ息 外に 咸ァ るゆ ほ 2と対とはにぷ の神対的財 

キは 费測数が 斌る に っれて 港す ニとそろる. 永ネにないム" 
系い. ラエフ どスのﾡムﾡゲ&ロックてRい ろル合』 

ぷりtていろ M/=2032 と同じに"る系、 =のﾡ合には 

称・は (メーメ・)/4 に番Iく.=u ュと同じてろ2, 
受』の初*ハ下ロ ―一の 誤差限界 の 計算 と 就 大 4网 係
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がうる・ 次率 ・・s &広え るとXわれる浜髪原刑ロ t分布から 

玉"K岩ﾡﾡより共分大く I dければdうaい。平向平オ用 

是 のモーメント に 基 す•く. 経ﾡﾡテ ストおの計算にれビ. t 
か布が血用2に場合ッ ﾡ2s%人とαり. このたp.ﾡ 
の階積政界にノ2よ&平げてけれピならαい。 こっPで・ 目苗 

夏4のtの収ば 2sにﾡU い。ﾡ奨差ふ決ウろために平内千太 

岡をHいれは. ・os ○確幸に当する炭ﾡﾡfは

ユ/工 /.4 x 2.ぷ * 今 印ち 2/3 工s6とdる・
教5的料株? しい瞬お4 び平ﾡ平才時迫つ候用可ﾡ株にっ 

いてu ヘ.... 建ノ が誦し. ていろ. /～と0論文には 株本

1に縦学! てい る林糸ﾡ術者に点がある とﾡわれろみくク» 
考メべが今よ ている.

ベwte- PG いろいうなか米団のﾡ本にBける平平オ時

・・ /Aっuewtcat S. A+ac. よ。 ： 34一A$ど
/ よ

■ "―以の /・zeu ﾡ士はペンシルバ=ヤ州立人学 

"林多放戒るろろ ニクルたは 4 バ2月3日Fuくな◇並
ﾡに至 ム れにものである.

ゲ 4 イん«レ eeスー

eモピーハ4合 4 ^cezイd Sダ 今. o/<ペ イよ
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3 ﾡ部 そﾡの ﾡ界方法

4 ぴcん2パ- チー Cceecピaズみ Cxとe 1-04223 々 

&u社と 2-子2 y eco

の上&って た分に二の出ま& 長 す2・ 町9 ・ 師九太 
」ッ上Iにあろ到定収は. ﾡ師丸太の細りに血友に彩ﾡするてあ

っう、 (ノ 回)
桜郭なの eオ 材求の汁章 

ッ の次ﾡのにめね粧にαる二 とが 

は 的ウ ゆる予の部り に」用c3 
用てさるでらろっ. 仮のを法ビ 
回型的才五2ムり正ﾡで度い。 L

は. ﾡとし て知ロウれて いろ細
クい, -SPwwv の 図型的方法 

ニのエ クム合にい炭
フ・ラ ニメーッー に「と. ﾡﾡの

それでし かム り 方がか

3 :の出ﾡりくで.根九太のからﾡの端丈る. 再

Mで反片径&記ﾡする。 ニのでは ュど..花 ﾡﾡ ノと

tりﾡ師火な・ / 片 方 の が パ ﾡ い

> x太のﾡ *記録 tにﾡ径&平オして

らに・

x よ の基 部のの

子方に加え ニのスっの平才 L二五の 平内る算おする.

◇から .

かう ・

枠ﾡ式が &の 経力 てﾡいえ師余にﾡ用でさ ろとい ク

Ba..ce- と Sc&u.t..c&x一3"m示から各素、れに別の回型更的才 
浜い 同じ」)に正様なわツ 計算代が列月てsn・オ¥り" 

いイクに思えと。 このオ法るﾡ示的に示す。

ノ 不の下ﾡハらつ年りの測点位&ﾡいて.ﾡR直ﾡに対す2地 
ﾡかうの 夜禹 と ア•ロ ット す2・ 次に示チエク山ベィマツにフいス 
o細りの 1え 4次の投ﾡと合せに例と L て用いることにすろ.

叱Wハらの匹Eら 及混 径
とと 分.&

2s /4 ス
/a 今 ノ. N
ス2・S ノ 2
32S /o. 2

ス プ"ゴット( に天&ア ーハ> ド曲ﾡ～平ﾡ止する, 本み人

う主/

2

注3

SPuu 3 げ「o2c4た -etZa "74PP Ra...&d P.ed。 (owp..y
u Yo& ク*-

&ctcz&c < " e ce.tet-〜cixaC.. c8 あ*2 co.&..xxe 4 んQ....u.な.
夕ex2っc4d ミ ノタターノs cA&u タzと
及..ce. り. a ケ X -ScA......e.c2.. 二etcッと ◇cetプutaこ. E.4
J *ぷ3 " -ed.パcGュx-H2&BcA Co.、.c &.なkAs.

( (/2ン) + (45))〔o〕= 22 74 /
恐師太ので端と基切を 除く 全て の五径の 三系和&計奪する

ゥ) + (/3バ 十(/$) +(ノ○)2卜 (/4<)+ (2)
t(/%o) =/ダ%.47

4 »般とs役ぐギv r締 ﾡ&にL あげる。

22,7&十/*ビ*グ 〒/ーテニ3
ノ cﾡの術票に 保我 くccooよs4)(I)〕&※ずる

=ゝてIは 曲上で読少とる五ﾡの向所であろ.

(/43&ユ3) (eco冬4s)(2) =/ア87 ムグ

=れが ﾡぁる 3 みっ世定ﾡであと。

# 算菽パ 挾 えれ 火 4投～7版は. 一っ年〜 -分ぶ

ゅすでこ3すと・ この4っのﾡﾡは 太のセションに 

J.&.なu なず&目め的に血用L そのE分材示&加え上げと 

tnてpる.=のﾡ米は こ"短いeフションの細りが、料ﾡ 

り o 拡物料体 ○細 り に ん ( いほどのﾡり&生づるかも tれ
いが、この郷りは 区分の長」&思かくすれば. タ こくな , 

/〜2 レメ ○ぷべpれ ば犬用 とtてロ たケ ざる 位る

历4,
て崎じくいとオ法は坂ﾡえ太にﾡらてい ろわ けでは 

い, 4 の t のの部分式木全に盛用で e.
Gzdtn4aiaA" が呑浜 I た -ewなor の公式 に基す く 同 税 と

E# CrnowxAanaん,とR [nzcveイ cCde ws-Cuwue- U力浮ルな左宀 /...
F〜eユu c /クuぷ.
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3うし. i下"・の材ポを 仕えす ◇のに用ぐ:るであんク

・かt. =のオ法共か不びよゥにﾡえる。 '回クPに x 
feeそ ヒクションク 公をﾡ府すれし 二のレポーI 
でﾡじ/才法でﾡっるパフぶ7に対して /7sと kc才3oﾡ部 

材事のﾡ足受が保う れた。

4 デネ シー※なの前単位の森林調査の面につ いて.

S "te 4と&Ctイ:cd合 24 /.とな。 チ cczd Fod才 
Jルレーイスイク〜イー～子 t Zー /e7L22一 Ya4とsd

ク4o 平に 声"Sd4 ※谷ﾡﾡﾡの山部は . 取4調査単位 
と tにとに. 合 域的な 原救が用うれ る」クに誤計 L た. 一の

バの項ﾡ

F 2wy 4 Jo4mdon

J o+7αと f F eu&イ4 <S-/んZzァtイ2 ノ ? 今7

森旅調を &*した・ /タS4 ヌ 4 目に灵各 の /ス* "Rの中 
34&関ゼtに,のﾡEの才/回の調査は. 大体,942 平に 
宪303定である.

こ の 相き で保られた 責料 日 不r*、鉄.州山初 州Iお 
』炭節の 計画 官. 品*会 t。 を林責浜ﾡﾡ お水にほ 
fのみる覚方公ﾡ本ﾡでなく供下全てい2, ニ の オ ノ日の 期査.
&林の次ﾡの支にをﾡる送ﾡと L て役立っるあら ら . I にがっ 

て弃a U 岬&救ﾡとtて※ 計品, の広ﾡゃﾡ受部料の分ﾡが 
いﾡくdと,

の訴兄でu' 24の 即 現物 のTVA条林サ>リ ッグ<イ 
nに投駅on< っハク面が. 調支水前のK&ぶ験において ・ 

に. ・ス エ-ク ーヘケンアルロッ ト のR外可ﾡαﾡ所体材 
20胡374。○えﾡ(表受s)が スの』クd目的とま 

何オ法よ用いて解仰会 .)取桜のポ本の交効係次とポ木平 
aのt総(8仁館ム(地区的ﾡ止) と学出屈の才が意の欠 

E ひ岡川の 殳昜％ の 代麦旳 分布 の尺及と卜正虎ﾡゲ平白4と祭 
/懾爰 の標 な 施足権の 補 美展ヒ Rす彫琴 (同材積の女動と 
チ#する 方近のﾡ

E/ ニのが先 はノタS 4平4月に 7erue2a.cと- 川 Kwo4ピと- の /ertrte.z.ce. 大野の 
内上ﾡよょて ﾡちされにものてあろ.

注 市W河応の刑才林秋にビ少くとも一堀28 役ええなス会4R丸&の 
孤オードフィート内承の4。%&2ている立木がよれていろ。系人f径 (W5にB 
イすは针知計乙 ウ 〜 な受て 〃 以 である •ホート みート材類修 固産か入 
頃絡で及わL てあり 長、のHオﾡ径(夏げ)は針委 z4 な姫材 乙ぷてろる
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二の研でば、うにのふも考字に, (☆) とce上 材ポの唯 

たﾡと 分み山 に行杯ﾡﾡﾡ谷の確ﾡ件 (&)小ﾡ小ふの本&
が定田と I ての ◇/工-ノーロットと"◇/ エ ーカーアロット 

0正a及 ニ)ては(/ と (2)にっいてけﾡじてめる, 

拝額乱の計 パ awa&と ceat

ﾡ程の系品立の塔本計品ては. R引可能と徒府体材ぶ&

/ a 頼. 度 で土 メ% 以内の正縦凌( <s% ﾡ夕 てビﾡク%) < 

な定すろ ゆ受が力 っ た

オ 氏術は 統え会キ央くはﾡ佐の誘査資件からを済林の縦面戸 

(4*ゴの大2 呪う“ノを 火める こと そ あっ た, 二の4ﾡ田 

は 同じへ会 たのLﾡ"叱ﾡﾡ急に介®さ れに. きﾡで 円 

«x叫んのﾡﾡル即ら祭本ハロット がテ> ・L ート とL政長&用い 

て地回上 にS4にため うnに ・

二 o f年"感止長為拝不には み く "利点、があ8 ・
/ ワンフル>?-にPけクスロット の枚的 設xが 商平であゐ,

2 配全仲&通じて・ハなリー株アロットの配分がれる, 

ゥにすれば 林柄 日の裂に殺立つ。 え 二の」クa 
ロ " 卜 の記分は 航表てばいtのにとって 平社ﾡ為ッン 

7・リン ゾ+ り年所し死い,

分龍は 型 的 にロ 系ﾡ切 サンアソ>アより 武ﾡ L 易 < 

耳には ﾡんど 時店 バ かハゥαい.

ﾡ に/ヘ=2 " 場合 には* クであろ。

盛め ﾡ本は平ﾡ、RAよイ』ッ正ほである,Hら m 
ェ千 地"分Kは小 *く叫る.

严 ト 0 ヘ ごと捕 出 ほ X 5...p.c < ・ srパtr 

と2424
4S% の信 ﾡ及で +タタ以ドの ロ&のK引 丁ﾡ材ポ の e a a 

* ラ本の人ささﾡ4するには2の安玉3のポ 4 を 千 ﾡ 

ツ 3 ・ g バるる
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/系には . 2s o 請抜 Eーハれも /s。 ○株千常ロットか皮 
らーかう煙出 I に岬本ﾡ初係次とﾡ不平向が示U て あめ.
:れ&みると骨町はハなり不向一 である。

かKのテ別&よ<すハば、 サンアリンスの効科&ﾡ"る-とがで 

ゝる. :の同選はやに詳! くさべるみるﾡがある。

/系は さっに のの環本の大会全が令型い読ﾡ&号
Lゐ と&示( ていあ. 町5 ミれ ヶとそ c～uとx 州 c2 
師の 2夕 %のっ Temuczuce- 州 A tLeacっt 郡の ク4父 り配面

po, 中ル"試を 町ら euoa..ee *I Ha. ﾡの ク3免 

し. メ願ヒ内受 a査爆半 と一致!ていあ. フsス上ク用ﾡ 

/棚法ﾡ差は 二n様調ﾡでは 異格と" 考えられひい-取

ﾡﾡのﾡ kt3 ﾡﾡク」クα附A的世えﾡのﾡﾡばﾡくd 

6であらク・
※ ■/件 為 摘猷 と半ﾡ兵ケ為ﾡ

SccL teる42 <ッP-4e --2〜イeと V〜サノム,

zメは 。2mﾡ査について .d)番化ﾡA』おの公式と()

E処 I < 単長、倉畑おの公バる椎定 I と平ﾡﾡのﾡ本分 

際&計ﾡしていろ. -のテークロ 番止&長ﾡにﾡ合 ノeの 

ﾡ加中ぷ が幾分活及の低 い ( 即ち福ﾡ&バ々。&べえろ) -

&L こいろ, H anzじtし /c れ ﾡの互/だけは注にム
C /- ・

«は全くN部Wαt "cウあハら 高いﾡよ公祭うれ 
らと予ﾡすることロるヨαい。ニと 区監に組ﾡのﾡ応"ﾡ尽 
n設注は ﾡﾡ的にで さろ.

注3 =土災くd-テは)/(ペt-ム=Qニメに! た局内分歆の席足成

4・株わ&受 客&-メ橘の年キ千バ L=感数 xメ=やぎッハ橘子女

z = 曷化悪赤な標本の標本 ク たw二 coc&～a〜.. Mとe..awt G-SwP& 

tcパyc。 &t WLピd ～ Sote Jotc と.. なピ4.プS3P2

euoa..ee
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ノ& 3$クTn2d4とeジ谷のジの2スエーカー平位当りのﾡ引可能ク
所材量公夜のマ別 ○年本交必ほﾡと千バ 
ノクグ- $ ﾡ

空 ﾡ本よあ係波' 子1スポ

ッ/5 "夕/夕/ S°
(o.2 エー ー 早。 : 
ボード/ート

ce-a ゲaえ C..eム... /5 / 今 6ss

p.んad A 2..k ～ ・ / タク バ 3 "メ+

:a.oっric- ・ ペイ at/f" z 3土 / / 37

パc パイビバ /crnea.ee /2 < <3ッ
/cC&c22.xo4& C～o4xa / コ /。 < スタ7

B- 化ed /ettcd-cと ノ24 o 3 3eァ
ゾ cレC 7-レLペイcC < ユ /C e イ/7

/ titr2-化一/o. 7crrcczz.e ^ ク ァク コイ"

C ンイ〜一 火〜ッと "8 37

尺 C艮 介, ノーッtC2ocC /< ク* 3ク

パS c亡 V〜wしし / /4 “7

クルネ JOR ・e ル の2 Cao&a / /S アフタ

/+ocしいハ 7 -etucacc- / ノ … 3e火

CHeuccx がピ Cauど.%.. //e 夕“

rucx?ue , -e～te4-2ce- /2? り ク/ス

/ a)rX ア ウ, p.. , ～ /ク< ター ノクン" ・バ, " -<<*
c だ。oっx. Gmチス /Q 力

パ ezee /euceor- /◇2 み3 <3s

W ← "〜〜 / ◇2 P3 Pss

片 伙 7ec,cddcc- パ ・/ P N クア

Haxtシete?t 入enxecc Z co ふ2 クシ/

/ eッルteっao. ee クタ s2

ノau一icC AEala ,磔 ク7 <//

Bピeutむ アev?teaoox- o ク/
② ク/

さ </

/A tイeユzec /-e*-バー(-deC ク

ス浜 0の Tencza..cc沢谷ﾡ区のボ林声査に Pげ ろ感に将』Rあ払と単 
ﾡめ』の和対柄及

/夕 今。 - よ今 キ

2々3旅。 痢対装度

(場..～な( C 2&ッノ

cとwd ・ etk- Cazoムtx ウ 6 /S クz 78 / /

Boux才 /L ezttc-t2ce- /e z /<32 / /e

cfouolac 61 Caoo&a /クタク <s/ / /o

Acodet. アcrレed<ee- *e← o ダ+3 ・・ク

<awucntce, d Cc4amta * ・ コ・-ク /◇ク
/cュイ。 っイ"ーー /+22&パそ /ノ /タ / X o年

Pe A2uE..〜 >< 金” ノ・s

タutcxoAe t& C～eと.〜 «N〃 <e<マ / ◇

/Haac, entce4+cc バノ& /2 <7 ・ 73

/c ルパ ・ /eLcz..c&- ノフメス 2/◇ ◇ ss

ﾡ本の人さ 2 =ﾡなに/o

2ン4Ccaav ゲ at

Jゥuルtaと ポ F・&ッどd ごSZor2ez /ク«z P4<*～Pdと%)

注/ a= 様本イ学よ 23 一年本千用の輝準試差 7- 千
2 資料； テ〜wcac w M.。oサ影灯係月のTvAにほGごてろ

4 7m, 偏の係本/ロット 0ﾡ般みからと っF ァーク

3 血の係数

file:///crnea.ee
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今 /c?t-とctd4c- と、eheze Pte の除バ

A /necc?t～e2ccとイ 内&wv一

一t中t P-と

営 み /etc4etッ34- a
主

Peccdec2 /-cと- ( Puc。 /2の7t<とe122〜 し〜wっ ノ や

ーオ P-とe ( P jeheaシ) Grzet a 8. ) ,料 

ﾡﾡ材ャ※は」 uのい処で 成長が止るか と 

"る ? ミりI F個市全示L て いろ。 予上 長 I ばいこの

•"灰熊ほ 長期商をさ 二を正常α状ﾡにた、ずにPくと 

注を日とﾡ応でさαい二とにαろ。話ホく は咨东の成然不え o 
み楽べ、 その杯分るざﾡミれてPば、初ﾡ"向H 送休 

学的に だ"ミハら t め.撃でみあ,

かL 際に着子するﾡに・系林経営看は 沢クd総フ 

ハ"応戸にフ い く 湿げ るでウっク ・

,河 ば オ 法 印 ち 配 刊 の相」によ り材不 eえビどの ク 反&& 

デラでみクウハ。 *。 な飛登ベ山ﾡ はどクェ ク =mするか 

ス"号所 は 六 とxP2o ・ 経ぎ風に 除が「加 nに X ワ , 

ど"確友 コストは勝加すとハ河べヌ用と記み ﾡべ法 n

の形デ Nﾡ 午分法々.分質ハエ>αﾡ受上のﾡにど0 
+ク4ﾡ係がろるか =の2kﾡﾡのきにﾡえて 前/収益 

佐き央のる"ﾡ炎送では向費用 ク塔分と御っれるり品 

璃和介と &ヒﾡでさろとわク ク.

初 令休のﾡ点 よる灰長不坂のﾡ系が.止駅カリアオ ハt=Y 

BLuck。 “ヌルー心 シル 央 映 ぐﾡ予/. ニの ど,H ょs

平 にメ り • ノタタ7 ま てﾡ祝さ に 際山主 とLて. マッn 

¥社林と tイと- P ( A 2ic。 cotceeeu ( Groe ct< 

と teC ) と <tceLce - cccC。 ( ん2acccムucec 

ブれ)キ とマッとのﾡえ林の初令にっい<行αわ 

現.,を ふ でに統面ﾡ 金“ エーノー=いて . 二の 計, が〔 

正4ぷ エーノーの休ぐ 32co。 本以上 のホバ 解衣さ 1/:,

-213-

82acA-。 /イetズら・の初類の所こでば マンの 切令林が 隊我 

=』って. 同ねがα天応&することがぷれた。

天字#の幼々に -部町にﾡ問す々ﾡとtて クフィー i 商岡 

ゲKた. 二の共足の一ﾡい mべIしと.凡氏のまよo

A/欧及ﾡに刷するがﾡに. 一部山=のようα杯分沢の 

ﾡ&に7いくのHに基ずいている。 M6t&w.ea上(<) と 

so.ze..caと (ス) ての研えて も 同様 ば締系 が#った・

岡平αテ ス トna果 .小、型のが帯式ﾡ橘領が .根林画紙で約 / 

かラ3〜 、の切令の 除に有 ぐある二とが示

, ニウテスト新米を午やﾡに「るﾡとしくみとと. 営 

バそそ一本当り ,3 セントと&セ>卜 とαろミと が示 W 枚

:に软 言 I ていろ井品の目的は次のとおりぐみる・ (/)林分 

ス 段nテ頃とL < . 啜宗 根分 の 歓戊 に 若手 する=と )天用田

4キ&方ﾡすること (3)千犯女用上ク フィ - ト 间帰• ボa 
オおよべをの形 カ ウダに実駛林の林况 地に成する

IKt&tとめることてある. =らのテーシﾡﾡ用の一 

的水#を示し 二のズ法をいっと［い面にま でﾡ恐で さる可 

花だ。"○迷#&ﾡ( < いる.

二"ﾡえの日的に3っある. (/ B2ac&。 パ...イ c 用

っnた川才込と支行予ﾡる説ﾡする二と. (z) 2回にYr 

snEでﾡらに生査受とﾡ用のアータ』長する=と。 (3)組5 

¥日 ﾡ に→いて ずるニと。

ﾡ を行っに地と幻令林 Ex P-2イu2tイa合 ac-a- atと

/ ハ 13C7 <
C..ca.te- 方 の 景南 端の 車 惻斜面 に 設け らたB22c23
rwvCint のはノ リフオル=ヤﾡ師高京っ 4 oco.ce ◇ 

p林加の示である。 二れ内及ﾡ Poucdeua- /czC

n座心分ﾡによ ◇o平生で フ2 e の位数を もって
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いる。

ﾡ ﾡ水 壁ーる のべ 部分 が 当々 ある一の 心 い 二 とが. 杯木 r&の 
主委な料ﾡ3になっている・上はﾡﾡでく. し ロ,ぱ 岩 製 
が受L ていo. 夫 峡林 の ほ、•平分 氏. 銀"かαなのあめ会比 

てある。 ﾡりの師分ににﾡ回のム々n o～ ノ7%の似料がメ 

がてさている・ 杯畑 は Pet-dc2.ox Q.e. と Jsbe+ poce 
が/$を示しているが. ﾡ上卵に .o&なc 兴 

cecとの起交休がみらる.。 政点しにﾡ"成ﾡしに工層林の下 
に 稚ﾡヤが令木が愛認に信左 Lて いる, ahれ/ 保 

乙 小えよの大第分 と知令林の 多くﾡ 補取 ご r .

主又

ニに U Sﾡ林行山林行カリアオルニャの林※く守ばべ験帰とBo&2w 
o7ッフオル =ヤ人ダ休学卜の米点』たでみる。 面はム林高がﾡて Ei/ 
*&番L か事はが学科で行αわ/。ミのみもはﾡにの王為が"株科 

に-tに-P～才eaot.2 Peptかっ杯っにもので そのH候/au 

终 Fecat のﾡの呼平/の一部& 3Lたへ安院1カチ でカった, 

=れ" 杯分 にみるJ + Rらte は 経宅 のxでロ Pot火ce:a 
P-ce と』っとニウはない. 3 の 雑旨 ととおして 二のメフの谷i 
a 一 ( てマwとみムさ ろ,

注 3 術が にビ 受父のあるもので行αわれるFﾡは 次と い うよッは 
むLろ才除てめる,

小怪八ふ生! たド に力令よのﾡ生するニ とは. ニのルガのマ 

ツの垣片くあろ。 >れらの群oz エーカー以上にuあ二とはi
春鏡口 グ“ ソ 小二 い. =ハゥ 2 ヘ 九, T"ﾡの# 

合て同令杯とαゐ傾べある. 星*扱不の/のに 大ﾡヶ 

分の1任ヤお品は. そのぐの正#にべてぬい。 千ﾡな 

度はかαりいけれども ク 令。 aouエ ーカー 對 ソ ククGク 
Fといクしのもるり いPゅる"マッの杯"とぶn rる 音枝 5 
夫Pu ている。

72 甲 生てﾡめ湿がﾡ ス 材支ク» といゥよゥ aが 
畛ウ( く いのでわる。

ﾡ才な M4そんcと 男

-般的科式。 商バが用 い う
5記と&がし/しのて

L/- =は堀衣α強友ﾡよとボ状 
2フィートの千 内高隔で. ﾡのと上 

77た解分不& 製 かう商衣する二とを目的としている. そっ主 

受d条型がノ2 3図に概2的に系( てある. 间戊 爾 石/) 用 "时 
ﾡ ﾡが 4回に示してある. ク*アフィートo向ばが. この研& 
pるにきって※のられた. こがﾡう/に由 K虹α 政長 

こずするにじ受d史&少え. 相千にらける格ﾡ受&お為し. ヤN 
n内杯が「能と"る呼央で. 正吊本ねの本かとするにである. 
臭解ヒ は. 商常や 所文 二る林木の型は冬ってくる. ニゥ」ゥ 

はﾡ山性がある°で クフィートの回岡&ﾡなにﾡ用し、ﾡ#木 

ビロ が解なさ る合よ ソ シくの該&の不&び 行するエ ク 
にしている・ 

安電にHまて いる分で、 欺○ネロ災ﾡﾡ向があらので 
タフ4ー トよッドく ・ てわる・ね3る木と所衣さる太のP 
ed 概にり ハミスかゥ /ミ7さでﾡ化するが 平Lて約 
/ sでわる。

ーポに K終不から 3o フィ ート以ドスは人役小点太よヘう 

z フィ - 卜以ドにあるは解衣。た二とにはuらuい。ﾡ4 
小太杯とﾡをﾡしているわ令林でば 卜Xへ不かっ oフ 

/ ート以内の不はﾡ波2 に= とにdらuい。

小空 ,ヤ ドリ ギ の W例 オ法べ向 処ﾡ と平行U て行uわれた。 
くの法は及易不&全ゆ除なし. ﾡりの木ハう ほ すべ3木&ﾡ 

人/り で あ る. しかい ・ 芨度 に 病 音 にか、って いる 牀 分 ごは. ﾡ 

尚がﾡ恐の下であるか・ ﾡハら 6 め 以上 でめるか. K種木と 

てﾡに望 ・ い不 て めば・ 私神木 oαかヒは*Sるものレ 

力と, ざ<校いﾡ町では- 条っと ど<内山ロッ 延さ.
"kにより生する州木はそのまよにtておかれた。 a#ドに多 

¥にﾡ◆工けて おくと . 工美 の 倉 战は直す バ. 何によ ッえず 

椚木 の ぐる而m は広くなく. A満にを際と場 えゝα い木度 ヒ*
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画

/A) 一林 に 成長 小板の 

フrtcCンveっa P ・っu& の お 

r同昭a 足 F=はたべ 

&わく力らす バな 

尚はよ* ダいオﾡ とtゥ

oﾡにaい科ﾡ&もっている

B) 74イ の 同林分 分n 
百偶べ必せてある/に 

水山 アアィートェッ状くd 

ている。

ス脳A) -の#(ボぐ)ては科』 

3ははっ3りLているパ 財 士 

ノたル誕楼及歹牯|雨り尺】

¥は卜ど ocある。

B) 同依の同みか同所&ﾡ 

正するに安のため =のケ 

てH3本の8ﾡ太oが: 

ユオだけが成えの/1pでハて

3回A) =°ラミ・ド型"福き括止& 

もフ PetcLetc3c. /e の 

同令効令才 中みo 

4 研木 の赤長は相 オ的に

良く 所永文すろゆぼは4

B)商物の林が周" N 

成ﾡ)よ今イたバめr 
必バ初％かりた利用、,}d 

っに以っ/。
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&Lている. 二の粒/木は 就期においてこえ 匝ぐに分耕し 
てしみクハら. 老断崩はﾡい。ムズ甲応止 のにウに林介全に 
nr?て . 防メ森&ﾡけuけばならいシビ、南林では店向 
バ&行dわない林分よッ. 防*ﾡのﾡ湿及ロうるるろっ 
ゥ, したが～て解木のあるにめに生するヘメ 初分的に?ぐα 
わ ゐ ,

卜※の才法と供用谷月 F <2合.と /2^と&---2ue3 a～d ◇がヒ?xt 
同火可ﾡα料木#ば旅足 し ているので. 林ﾡ&系統がにらお ゥ 

」クα手段&ニゥい"いで s～ce エーカーにおよぶ経以単 

全よにっいて 施常 する二とは央行不Tﾡである, したが?て

H る ため に^ど班&. ボケットコン パスでえしに測旅 

&用ハて 2 c〜hの ス トり ツ フにﾡ分 tと・ 二カ」ク 4 配列 

ca ッ、ﾡ全のっ示ﾡ的に大面べがPおわるとなされる ・ ボ 

日にボム3えに場合&少つけたり 次のXのにの. 後に余し 

e百ﾡ ゲッリン後 ﾡﾡを問ぷたするのに尽洲・Wる"Aは 

私小でめろ ・ストリッ。には品引 が付 けてあるから 照变に役. 立 

5 経還&記係L. 将及のルﾡにﾡ貝&打のは2のにﾡ立っ。 

a針Nで エリFり&ﾡけるにv: 安ﾡは高旗にほ平行 

ERけ ゥ e ・

料W村W3 とu っ てい いﾡで ﾡ支様はく の路に長 

#に設けらる. こうすれ a記新に 到近するﾡ利な才法てある。 

力 仙 中 が利 ﾡでさ○は調玉地 え行くの& やめ にする・

向ほばﾡて 買ムぶのにめの4っ に林料 3生&A動長と ・ < 

<けに. 3生u 政術 的洲跡4じ受と る仕ずにうぐAれろと 

ゅじゥているので 本ﾡの作家頭りこIっき生が償わ/。

同iaはノクs にス人のポ眞 クベ7年にはコ〜人 

nA係区上 /人の明長とからαっていに・ ﾡ血のﾡ※太法 

4 一本の2c&..u hのa査保&設げるにウ 2^の承K& 

xにらていゐが. tかし ニれは 詞夜 襟 内 に お る同底可



-2I8-
こび品状の受度によ り 交

向べ班クへろ前に AF本 る木に印&っけることは」 *行る 

可ﾡでみッ ス不でめる.。 予夫. ﾡ受はシーズンのﾡのヒパ 

&ﾡ4林ぐの作*&ﾡす ※力の ノ～3ﾡ前に太俗は区督』受 

"7ゐ=とc 同可αは分やﾡ京される木&踏ぶ』ク M#、れ 

ている. その ・バ月は 的の電町に従って 、ﾡ1に版/ 

すと分"ﾡ京び◇本4世人。 脚宣4にはﾡザがけ < ああかう

上って &Xほの予&テェック(. 授り&注&L ・ 
う 命令4号べみ=とヶき易である.じ受がのば 峯耳は 

呉"と!になﾡるﾡすにの引場引. ③保I求同u 48t- 
/ .t d 所なるよと«えての 受ルでで会る小修歴&行う 

長は対よ墨督 浜板( 従/低度の麻防F&ﾡめ ﾡ版ヤ生 

そ¥と係t cあ 〒旅の後で商べ』行ゥ.

/24ク Fのぶで 一経営平に吸するﾡﾡﾡ所u 班長 

が長のたﾡに立? て 河べ米を点検 ・ 大計のぽ回&/ リ. 

オレ ンジこのテーでﾡ&じ受とす る地の 印&けば か 

a り版術ぐろ 二とべ足れに.

ﾡべの以送性"_たととの◇に!<t才最よの卜#にy い#ル 

がろり 五印奨の投町で =がアさ.停/K同山剛 

"ぎス は地にﾡげする。

ス戒想の ボ優がﾡ 戊 に 同 いう れな. 4専☆». ・数ss o 、、 

スッジュノッター"とフ3専力の〜ンウェット"テェ>ソー, 

いづれの型も ノくスロ2く の消にのけてほべる億帝鑑るみある. 総 

寄の氏Eは «の"が 内卒に成はつてい◇のる来老区田 

とんど ﾡれ& い.

Fヴ鑑ビ こ径 ク &ot "とバ2クにポ区とPnる.

ス 以下の本は目肝に枚本の本&一MにU て二のﾡ及式字り 

・スィ ブ” すろ二と ぐべﾡでさる,二のゥαE仕ぐu n』 

&依ククとず◇不にどてがクヅ受は&く.☆ヶム 以下のfに 

ついては 必者mにﾡ及かえる .
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ニれと対照的に チェ4ンソービ. 火用Lようとする不に当て 

ろ じ受 がみる・ ユ 〜 以上の望径にっいては F形袋も 各料ﾡに 

当てるじ受べあり・ tたがって 2フのﾡの前の長ﾡの送はﾡ径 
べよさくαるにっれて 交ふ す る .

い"れの型でしﾡﾡ近くで別で3 さいd 平α扱求 

&すが・F砂ﾡはﾡ』い房い. 西ﾡの型がﾡIゥれに ノフなクギ 
に既優のふで有上差ゲあり. 円形盤の塚れている二とﾡ 年 

に・ 面央 生星歩合のとﾡは行αわせかっにバ. 円ﾡし ェ 
り生と能ガ のあ い二とバはつさッLに,

こ のスリ狽の鋸の主 义劇芸 は. ﾡべの際監Kがテ易である=

=れは 他の勤ノ式選立くは不可ﾡであめ.叱» ﾡ后の 

口家. 人コム切枝の唯積のため. .ス»。 iacApi.e o 
用/1こ用いて いる・二ゝでべ工>にﾡﾡで脈 すろ 月初推 

のFﾡ組は 店よしよゥとすろ八部かの林座 料にム振山では 
鹿用 的でム い・林木の』株にすれ一 xRHM基活スu ァ 
ス7 ハロー&淡崎しにトラッファーの α宅本ぶによる 河べは 

e8"uい他るは 天可能と川わる。tかL 力、と 以樹群 
のﾡEtている二と&考倉す. 二のオ返によろ向べは *用 

らはﾡ"*で ﾡ店のあるオ法と思われろ.

生を少合とダ用 P～.....cC～u ～な。・ c.aG
株署査ﾡ橋は 今/タメエーカーである・ このうち. uuN 

ゲ*ぷエーカー - S<名け条ﾡに向会に・ 深枚 れ店 

が可は=れに価不 o工-カー当リ千向! て 37ケ 本Lかαか 
- F ・

/夕今4午の系で段入した基ﾡHu 不め時版&Mいて 

ー ルー 当 ソ 平•均延時同 ®バ 時る 解F永:に不当ッ>.4分 

で力っに, /タSク甲に口・エーカー当り平ﾡIて とフ*本解 
ネ エーノー当り時店364 ・・半木当り』/分るあっ 

に,
一時崩当 り の早価& ノフs ドルとすビ. 解枚さ K ろ太当 り の
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労ダば ノク今年にゴ&セント ノタ$7手にはクセントでみっに 

向は:れに面積のエーノ当リに状ﾡす. ニはシ フs ド 
ivと &5 ドルに当る。 クsキ上〜s7午のミに対んす 

る毎のダボは. *エ ーカー当りダ/eドルと。クノドルで ホ 
当り約/ E>卜 でみっ,

tたが～て ﾡ永3 る本当りの終*用ビ ノフ◆には フセ>卜 

/ 夕4 7 平にクロン トそめっに・
生程チ合とﾡ用は林ﾡにつて交ゐ。4えば. ﾡ代 の行an 

=とっの吐の予向王営はギ不当 s. ラ フ タ タ / と 
ン 乙あった.

二の用山は回3の紐体性のﾡ系によるも"で そ の ち童 2 く 
しのは次のとおッである。

く2 答の秘のa合出ク相逸 器の感理門のﾡい, パ 

形 お分の多に 外ボオ法のﾡさわる,平内ノクの図斜2も 
フ . 五ﾡ久林で両状&行うﾡに区. 予さの用べハ り ポ

地る 林スは委的政で業するとゝには派低とは合, • 
n計風のゴ円は一般ヤ予用水ﾡの接本的知ﾡをﾡるこ とに»oか 

っ. 二の記条は. る回3の宝 愛性に っ いて統井ﾡに評出為2よ 
ウにビとっれてい払かった ・

殺ハラレ刀の認分はスク*ﾡ目.すαわち期縦"た 商 

伝の低型と推方 日に分けてﾡダハに・野い/に二とに 天 
ﾡに市べにﾡヤれた時ﾡはﾡ入め力 のキ分を かに塔ル ② に 
ﾡぶムハっ/ ・ ( /長) クs 年とノsグ 千 の求げルの 

4メ と 。メが 猛○彫ﾡと維のため普ヤ、に二とu 
じ意&も って いる。

/f 4ﾡの求目の時崩配分
-2CI-

------ - *別枚入ルﾡ
馴係故定 I べ ◆モo話mとaF 協督 t 門f本2キポ

姫時向
G-8 フ身 o "& * V/ o 5e スよ よ/zN
G/マ -e /3 o 22 o --- -- バ/・ ◇ フ/*
- 枕 /6 o 5 o S o /C・0 → 6"

計 7 o o « /3< ○ $なs 今 /o.バ2
メ // / ” e 2/ * /c。 ◇ 一--一

ノタqク
アP -30 28< /32. 。 名 o < ◇ ぷ**
ケ4 / 田。 ノ/フS 33 < 7<メタハ-勿 バ ○ <s ← 。s /夕* 2<e/

計 </ s 3ベ o /o ラク o 二 -e ・ス o s $3 ◇ 2o と / / /クo. C - ・ ー ー

テﾡに xに書ヤさ る呼だける及半にす.ば 千内生旅歩 
合u ﾡ衣:た不当りノ。分すtわち一時ﾡ者り約3s本がW 
一,八 る ことと なった ・ =の計8で天 ﾡに 系高の- 時 当り主ﾡ 
そは 8〃本金 所本 ・た場合でめる.

担 ・。 。メが切に-ろものであろかうのの生 性 o地 
tば 終ﾡ川は文ﾡげにﾡ少するでわろク. 二ゝにﾡを、/責 
円べめ○在皮*の可 ﾡ性4示 t ていろときずる, Pえば. 校城 
函に受する呼府は このス秒ﾡの株不をいっと定預して tっぱ 
• :の少&肩 いる=と と母縮で さる,ﾡ日さ小に領は卜時に石

てあるが だ政食 する尽がらろ ・ 全林地のかSく%がﾡ 
:亡にﾡぶロいとい>平天. 生 渕袞面扇 左 城う 止 M ﾡ用は 
メ少する解ﾡのあること&ポL ている・
経験』疑み. 最し効 系的α提ﾡ調費方法だ ・&甲いるよクにLて
り ※問はﾡさるるあろク・

ﾡrでﾡす々v、の子計が・ 生年歩分に彩ぜする = とべ:ﾡ未 
P-te- . 心心を シー tcemtdと 一 ccda一 の 怎
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交林でば のス材確の喜は一戦に 曷K の否不又は悬力、の

卜本に入リ ニゥはﾡ々にﾡべごる。とくど世面すす
で下ってい。 P と ccdxとのっにﾡ冠はﾡ&ﾡﾡにp 

てるの に 妨げとなる,項装α林分は 次のよ うない くっ ハ の 理好 

で 生ﾡギにﾡﾡする。 み衣の本&らkばαらuいこと、 り 

※がRI てい2たッ勤べがけ3る=と、 所放よ小るホ*m 
うれる不の商岡 が いのて 非常注区&魔ﾡとする= と. 史. 桂 
との同量は列にIく、ﾡGは足す合に砂報&およす. zの理 

は寄不は毎るt めるニとが名 あろハウ乙みる。 ゥ に 佯 x 
感4、 ら 餘 去 する=と + 比 町 ﾡ料であ。 ・

商べIのメ >バーの個« の※ﾡはﾡにハαりなﾡNにほ切 

I て いる •エボ は *4行>にののド牛的能力 A部Lて行っ 
た のの 我敖と ^恙 と に囤係 がわり 本ﾡ的オﾡ4&#ボ るﾡ 
にた分ﾡえられる。 ・

対 議 アバocuaoo

="井品で受のu 向才法 m1m. 表林の形2I*と 
秋所とW保づけに=とで»ろ。=ハらクデーu 商オ透いn 
ﾡレ 性林ぎ的に主 tいtのでみ2と いゥ切ふで 拝に有息は 

dt"にαっに・ス各用ビ PetLo...e. Pe <市ﾡムHがと 

しばい前&こらヒ研ﾡしてﾡい っかえないほいよクにﾡわ* 

る・ ニ)にぷしてあとデーヲはがえの目ﾡ&充分はにIてはI 
とが dお夕くのそとミとがﾡっている. t っとなく利刑よ 

ろにのにば 社分宏& ﾡ才分点 Nべﾡ承と会ﾡポク 

合。 クは友そでなのごさる功殺 ※ をし てみろじ炎が»と. 

="」ッ※#"αいば合には ミゝに報きしてある術票は 

B2tcA ^イ〜.二～と、 に メ I た叱で予ﾡ t う ②*書Hの 

指保およど別のPote P&地番で. えの/

&下す基どヒ c て殺立っ。

そ句 ふ ・ 2
/?4よ 千に B2ac&o. " ・cxズ〜 来 麻林 の Potdezozc 

po.c の稚材林と辺令でﾡ火がメのうれに.

タよ7平て紙縦さ」 縦計 +/? * エー刀 一がﾡ業、。
w& ェ-クーで 22.cee本ムエが ﾡぶされた . 戒 岡的 な 制 膈と 

¥たα河方ﾡ&ﾡ合せた=の 间氏の目標は. を本分の皮長 そ 
纟氏基する七め. 平内クP上前ﾡで 整決本&評する二とて 

ウっに, ﾡと併行 しz ヤドッキス材栄が行αわに,

=ﾡﾡのﾡ希用ﾡノﾡバ. 解杖本当リ平闻タクノ ドルクそ用で 
ハゥた・ Iボ庫の測故設鋭の維よとﾡ理のﾡ回』令めて ・ 

■ *本ざりの平ヴﾡの営は ノ 4s には"os ドル 、 ノラs7年 

にはoのア ドル 乙.あ っ た .

たにバて 枚杯 とガグドを一話にした 姫長 用. 桜太きリ クダ
ドルと"/。 ドルる力った・

縦品求のエ ーノー当りﾡ月は/クク ドルかシ と. ドル で平向 

て #ノドレであった, ﾡ面ﾡのエーカー4り砂所はヨ3←
ド ル か ク 今4 86 ド ル で、 

ッ 但出.ﾡ 面翼 のェー 

て ュ9 西前町 ら 御せ 3

平 白 して 48ろ/ ド)レ ごめ った.
一当ッ止ノク〜s< 時ﾡで平ﾡし 
日であった. ﾡ 面ア の工- カー当りて

」 当22時川がじ受であった・単本当りにﾡ章すば 商に 

以 解X本当りF内してユs分ハゝった.

:"KMにビ ﾡﾡ込た 同は 経の修優と桃将.あ母登する

# ての時川そ今ん ぐいる.

ﾡべ四川だけ&ﾡえば. 維面政のエーー当平月委時町
正 /3 ・も面括 のエーカー当りヌノ3.2 時向、 ¥木当り年

/』かであった. ,
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琴 ﾡ高そのﾡ定時 とﾡ彦の検足

7

3.

Peaert , R. c., J H 4tec&elx ・, aと E ・ . /ピP ・ 

ノクSク クLcc&a～t?e Zそこーッみ と 84ce /2-全 

<2/-2 ・ ct cイイ $4: N クノーニ2ク/・

テ&ux ・ と/心d D /イ., wと E・S. Ko「○k /タケ4 ・

んシみ P～t-oed& P-.と N z2e 。cろ&ve*仕 

Rs-& 2て～〜スイ.〜 チーt24 tと R〜tみC E<A*・ オ 

P/P2 Mで./ク, 22PP-

HawcCer , 氏2ゅ么 C ・ /ク3全. 乙Ac /acズc二&- ゲ 

とo.Pdue. . eL ec. 342PP -.2ピu。 ・

2イ-&d 
ソee一

し. S

at-と ピo, e み ・
・ Wh ル s • @teeと チ euet - aac

チ Pe?tCe〜 ◇3し /-te ・

P* ・ 答 A み- ・ アec& ・ タルク ・ 4*

o PP ・> 4ピ.t。 ・

Lcwat , Ea.t < ・ ッ3 ・ メ〜 ・Pe-&ク〜〜
P-tece Pa c本.c。 P乙eCA. - 4e.c ・

Pac#ce 2Leイ&wezた 元。れ24オ at-と Rzn3e =そ・

乙 ・ Reo. Pape . れe. S. 2 0 pP-

A 在み- そ acとLzac 乙こ2右 が 2erte- -イa/22eu2才-
ジ2
ヘビ英にに対し て番うる" と哲ぎ者は云?にゲ われ々4林 

※ﾡ術有と 併L変止とり工か小くい2とはいえ -にﾡ 

元山 ている。

も らう人 •即考察 に 反対•す百ヒロ. そ利当の理由がみる・ﾡ 

不町ﾡαtのいろ、いろいろな今件に歯ご“ いものゃ 正 

延なﾡのﾡらαいしも ある. LかL なかには土L いしの

tろ2'
む型式の I のき含めて ・ ニのg 千ﾡヒ体ボ求行考 にﾡ示ミ 

, a考 深の- つにﾡ部測えべあ2 ・ E "みなuccx2 &+Poox.eご
み ベ島 内公・ S peayee2o2ao2 と nわnoべる的a 

さい&人 A 2. ボハンドレベルの効幸乏ヒﾡする/め ・ ニの 

*験二行っに・ ﾡ科の点&1っ て いるので A &ue さ低の対 

プ n( く僅べ.

片咸帝 とい クしの出 -ポに紋& のきがの長に戸じエ ゥにﾡ 

2山 ていゐこょはαいし ス鶏金の健 と正係 &検達す◇ため 

= 熟練用は除いた, A2ua について限らた予崎加ぶ&も 

くいるお科の年生2ス& 二の夕黙のーゥんバ・

がNの洲爆る. 位のを依"ﾡにﾡ験さ出/・ 一定の労力 &

メJにすとにめ 約々。年生の ・.人wtZ2ex4n.ucと P42o4 
。 o ﾡ的課府 L にニス&監ん営 ・

Mec&eco

=の検定く期えするよロ 材の中&歩会uがらﾡ作為ヒはい 

予が片けっに。 測盗本と同数の本教のﾡ&本の根えからほ 

gg t のとこクヒ☆てと・ 測本の長は地ﾡからﾡ初の生ﾡ 

」z nﾡ杯と Lた・ したにがって 正常 g本の 渕及る はらる 

用を 為 の性双によ る測込炎 口ﾡけらよ店 ,
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岩命に才す る夕る収立に受 り. ﾡの工=堀えにトフンゝットで 
デェークL t ペ=商axメよボ い < . 材め& = の渕え直から n 

する.

"粒"ﾡき遂&用いて すべてのネ&グ回づ～すなh5 =へ 
の渕々者が各益衣で ス 回づ つﾡ尺した, 測足FHロ ストッ・ウガ 

ッて グオるめんだ. 測アに炎するず商口 o クにの 
っに・

ノ ﾡ2名は ﾡえしよクとするネに対にする不のﾡに立っ.

ス ※足 番&日のﾡt らエげに時に 銀 浸がストッ シ
・ナ&スァートニせる. ヴ

ﾡえ考は えぐの老本の旨盛き次に ﾡ初の生求で 
の目盛 呼ダ上 げる ・

" 記然戸が袋名 の統なを確認tに許長く町計&止めと.
4 二叉スクの鍵み一期要時岡/記録する.

¥ネおにるよ"託の代次和をﾡおしてﾡ高&*める。=の』 

クに［こ /<"2N2別ﾡ送烈文& e。本の本から旅ッに.
ス ト = ロ 会測定 処を用いが 正確 のァストはトラン 

シ"卜 にる=庫のケェッ入を行っ た条壇 す dnら-ﾡのデ 

ストで タク 本 こ以介の3aではぶ7オだけに?いて行っに.

ﾡ ※ Pe...eta

但わけしてαいデーーから & の示 I て いる才※s 
いて ee キ の な』ハら成ろ 担方に 次の 日&w! に. 

ノ 人当りの 測え断の算ﾡ平切 
ス =の予白植のﾡﾡ契差 

5 ﾡ羽文値の複ごと の採準ル送 

二れらのﾡ目ノ表に示U てある,
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ノ系 /o0本に?いてのテストにろ宰ネ当りの測時ﾡ(る)

堂 本 沢者 校え 平Jロテ】
森15 標準庐工

ナウ4犬府再城 A ノ よ グ・ユ ア ユ2夕
A 2 /S2 o スs/ フs /
B / 3 s ◇. ノタ マノタ
B 2 /3< ・.2・ア コ"

F "みイ2 *P2cmteな化 A / /& フ o 2*S コ“
A 2 ル / Z 3ニク 3z。
B / /-?. < ・2ク? フク
B 2 夕 グ ◇2 o ク2

A 必.式ハンドレベル A パ o フ3バ フ3/
A フ フ2ユ ◇.$3メメ 3
B / ユ ? o.SS/ s s/
B 2 ユ ス のユマ s2ス

入ピーブルレッスコーア' A / $3 ノ3フ/ ノ フ/
A 2 $7 ノ2タe ス クグ
B / <2 / ノ/23 3
8 2 z < ノ3タ/ ク/

平内時府の用のﾡにげかば り人さなt のがあちのでその有 意性& 

産しに・ =の本えのﾡ承がス 表に示 I てみる・ ニっ試験で
A e 式ハ、ンドレベルに』る別定には単ホ当り 24と ﾡ& 受 ・ 

¥本当り 2 秒の / p-2eacecLc人ゃ= とべて クタ%の稲 

糸車で有息に嫌かっと. 同じ有意半で *さ s.<秒と 

" &秒 上じ奨と ずる H&aa 式歳済様と era.cc。 4noexcあu 
はメに APu 式レ ベル りかフた。有意ﾡ茨たで はﾡ己書は 

6 らなかた 二とにえく ぐあゥ >・ その代リに長小のを&* 

pるにめ此とdる測定ﾡの組&んだ。=以オのﾡ定では大 
s厶屑灌差那慌られな ・

※々お"正さを求めるに。 各測部益の刑定ﾡからフ4 ート 

#uで求ッ/ト ランシット 消え名&列い て . え設ﾡ&※めた.

二の試ょに出正の場合も戻のル合しあり 3系に示( てろるx 
和平内呉迫&ﾡおすろとめ ﾡ差の波和よる刈定値の組に念
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る不衣で引っに, 車小測定処当 りの誤差の大さこだけが.今しい

"でみるハら =の各にはF号とﾡ /くﾡの測注ﾡにっいて
&& (*) の論えからとっと才宏る用いくの日&算Iに. 

ノ ¥木当りの凝込の祭平ロ (t平)
z この平内狙分接準誤差
J saの試炎のﾡﾡ迫

二らの4は3ムに示! くある,長小、の平均誤 差 ノク7工
・/タチそ 減大読送でし /クs土。/sと であったので正
確の点 息差 に脚 す る検※山行αわuか っ r ,

ス承 合別記なに.る平内ﾡ竹で時川 (ネケ) の差

ざ城______________ 差 線砌例
A-ノA 2xuen 沖 B-2 -PseBcBaa.&.p /S.
A-/ A 2wu 対B-/ ・ /s ラ < o / /

B-2A ク A-/ Entocecoo.lPaenuzb タイ o s7S クs
B-2A &ca オAー2 ・ ◇ / o.</z < 7
8-2 Aイu% A-/ ゲ～み← べ角 47 2472
ター2 A2ud... 〜. - •- A-2 ・ 3o os77 $ N

名 論

二の検定では Ha 自洋様と Enレx_&ev2 -パR2oyceイ←- は 

A2z ベハ> ドレ ベルよツ有島にﾡい ことが示さたがAム 

式 口 SPzee2-2cPao-&P より有意にﾡかった・ その基ほ* 

ご¥本当り ッ およびが28秒てあっに。 刈逐呼ﾡの/女てせ

河約が支受ハどフかは 求校術番の仕パの性格ぐ次ろ・ 糸 
の大印分&測にダやすエゥ性ﾡのﾡでめれビ. 解ホ 当り 

次め前の部ぶ口ﾡ検がめろてあクゥ. 大ほの※るは 二※
更隙的には灾更を久い.

テストI にﾡボはい →レ あるﾡの浜林西 ごル妥とる 
E盛びえの周台&際いて 天用たた分正ﾡでみろことが分っに. 
平ﾡﾡﾡば平木当 り ユ t 以Tで. ﾡ系ﾡの標ﾡ差は ノo。 価 o

-2C9一

刈を ハ庶る 今根に フいてﾡノ今ナそ でみった・=のﾡは入 
あ分担名. 二" 枚定 ぐは平均票授談差が単不丝り ○.フ<メt 
以上にはった=とはぐかっに・ 君ボの工4 と最 も委さ測点ば. 
F 内ﾡ送 と樑準験起 でみろク.

d=の位が行定の胡で 訴送 の生 する確宇 について の概金5号 
えてく小る"っでみる。
内オば 訳ﾡのs ﾡはポﾡ迫の2倍以上平ﾡﾡﾡハらa 

てい&い。 (4) ［とがってこゝ系してあろテストの大部分で 
a 催々のﾡのクタタはは4チt 以下 で あり. L/ってﾡえば 
生调直？？ ・九ぶ長と半として俗ほ&ﾡろ場合には ぷ差は 
いてPクク。 ニム以上の 学木 科え事求が受ボニる場合に 

二らの む株 て u 秀長 てさaいでめクゥ.
=っの 本のﾡ =ドで る別足看 の&更のuかに は注 旨 に
るしのがみある。
H&『式に岡 (4フ のを派の らで長も戻い発い) ⑷応小

,、ル常に高#てある。 (ユ)祀野がこッわけα好であろ。 (3)ﾡ
"ほ引が』. ぐあろ。 ()ﾡ木の場ぐ ﾡ埼のテ&ﾡろ二と o

［い・
Eみイtee2 dP2cccXこ← (保 刑ゲ=番にに 容易 でみろ ・ノ
百ﾡがはっ会りとﾡ分け(てあろので活み易い。 (ユ)不&みル

oゥ日盛を就こことがでさる・ L=がて測犬ﾡ店のかハら
は本である。 (3) 野べﾡ定さているので ﾡをめろ 

nがな!く 系との生ずろよ会がへさい, (ッ) =のを城山小ゝ 
• 、 るの c ﾡべ命料で p る ・

A 2xe ばレベル () Aav ラ イ ン に水ﾡと一区ゝせろ二と 
n ﾡでみる・

3pcみce.cCxo.kc。 (系扱いがﾡも業t いき成)
ﾡ場では 西々べ西いにの目盛&あご二とがﾡくど不可能で 

»ろ, (フ) この番林には 目会が計3すぶている. (3)目盛の
*えはそほど平く な い 。
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BaAc← とHutそ は次のよクに云っている。 Haaa ボ高角 
ﾡ"日坂のを止は高平ハっ式でんろので 部デ下サ ス州の 
P-: 表林で行αわにある確の果本。ロット調査では Nっ 
クくの ﾡﾡ務にとべ てばろかにﾡれ ていろ。といクの は*学ダﾡ 
正&出 す・にﾡボ で立る 基本線氏の 範囲が六.3 いからである,

柄師産マッの=次林で 比較的 にま煞第 の 測足老 =よろ列きの 
住二と正廉ごヒついて. クa3〜 ど高沼 eみoue.xa とp - 

<クアァパ®イー・ ごP--ae6eAx2k をA 合っ-e 式レ ベルとﾡし
た

デストに戸いたのは /oc本のネにフいて測っ /どv。 の才
めでみめ・ H4子〜 客自係と eta-tcee。 イpao,.cなi 

ば率 本当 ソ っ*4秒 ハハ◇ A &. ボレベルにべて * 
クPど 秒子い=とがかっに。しかI A2zボは平ホ当 
sユィアと番する sndcaoee2xo-2p り平かっ. =ら 
の差 クタメ の有ﾡ本ﾡる統計的に有である。
実用的に は、 ラスト 口別ﾡきは普血の材部刈会 = はた分Eぬ 

でみる二 とが分った,
平木ぎりのメ人為の期符間は クS%の預本半で. o洲文 
ﾡハムる人新分のさでt M下の二と がか っ た . x 平内 
差は 22側の松きﾡかゥとろどの組にフいても o.z2 t 以 
rとはαシ"ハっ・
側え者 の艦ご はー#= /sa～ 式島向塔 が 昼力択用 ( 発い t城 

であると いク >とでみった。
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3表 樹猶刪定の誤差(允学拉)(送キによる測文ﾡートランシツントによろ:期』立店)

, g 诚 区着 スト 平ヴシE 調2 ポ半Pビ W
プxえt 式常岡ﾡ A バ ?e /タノ ◇ /<e イ*タ -4

A s7 々〃 ◇.//< <・S +e.6/

B / や /& e /e3 <
8 2 &7 /コ> ○.2 +e.</

• ErウuexoやyocteGu A ノ e /◇7 /se "ノ -22?

A 2 7 ノフ x/ /&2 -.4

/ 7 /? ◇ /Po パ 7S -.2-2
B 2 &7 ノ o ノスS <6/ -マノ7

• Aクudボ>ドレベル A / e /» o./se / フ/ -ノク
パ 2 S7 ノ/ o/x< s< -e/*
B パ P7 </ /s -S5

s pcaePueどxんP
8 2 S7 ◇/ア /S3 -o.34
A / クo ◇.ス /63 一"**
A 2 夕7 < o /とo /3o +・ク4
B / 57 — ○ ノク <<3 レ”
8 ス s7 < フス o 7/ ノ*e ナメ クと

注/ / なかラうA&"はデレベルによろﾡも!寺ののゝった恐え位のさ&SPica2Cze&- 
oムP によろ ﾡもギのに=スざ～ﾡえば上とﾡいて ^イeaで最も平か っ一も& 
A Pxu と "oa〜 茨高岡 のぷい 呼加 のnっr= 渕定と 鉄 tていろ 
ミとに注なせよ.
い"も ァクメ の停扱水半 で有ﾡであろ ・

シス ・クtec2o イPュ〜ccdはデタがドタに-っているえをn余いてム林め式 

ﾡな亡ん人ている,

E・ T. H Jr.

/ ク
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ク ﾡ駅紀ゥニめの規制にっいて のき

とuuuc名a 〜こ 222 とー ー <なaic4 tcパ

• 注/
と, K、 テンeo.t&duaよ が /タ生ふ ノク 冃 に オetta合 才 

「zezイ 読上にﾡ表に

戸にだ表した 評し は

前文 ?こごWH イe〜 が

Jﾡﾡの/めn 」2名む 

タs夕 3

ウロの ﾡ

キ町出べが入っていろ・ いづにおいても 本林の 欧浜 にすと

こか > が/※ t c 所秋 に 呼 た、ベお かて いる。

加希 ほ 二人a ﾡ刊の品ぶと山 てクハい. 君役門必及と 

※は山 くいる。,息ﾡがある」っにXYるの二の=とおりの

の6根水半 'エーカー当リダ ◇◇ボードフ イ ー ト ) と 通持 する/めに.
乏的は決えがロ/・載刊な式によば ニ ククヘド 

ードフィートの許な以登を認め. 殺ス公式にふると フ』4 ヘ ボ 

ードフ ートムめる二とになる。 香求水学べ 系初の o 平点 

0おリにエーカー当" フ+。ク ボードクィー トにﾡ加するとり 

っ、ば な界受は sssベボー ド7ィ ート にボタ するでつっ 

?, 。甲Eエーカー当り s ceoボ ードフートハも?にLク 

という看［くﾡえ目の目ﾡでゝえ. /e手当り4。oギードフー 

、消すヒロ. 年至 は o Mイボードフ4 - 卜を厳えてはいけα

二の出本的里里は異って い②が. そそのﾡの派み紀。

は を 卜にも 同 じ でみ る 

ほ出ﾡ合の並みL (
という甲ぐのる

て、系師 K&る.と&a
山 間 にみ◇ B-uc2- C4ピと2- Fezcdオ に つ

洲 の CcoAeuAa* 

いてﾡ 全 意計 品

がえ3!/。星本調査のﾡ料によろと 才のをﾡ事は た*

バ伊&とめ 28 /夕さ ”オ、•ー ドフ イ ート ( 国 隙B 分の一双 6 )

てあるこ とバ れた-, .

示るべ /0のそ ご川 の千京長 受ば 5ダ2 S パボド

卜 との / ( 性商成浜型 は祐えそに系L いと及R!て ) - 

nﾡ料ハら、 刊のﾡ氏辛 ョ。, % 利 の成楽 ュフ%が保ら

と・ 別々に計ﾡしてみ々と 訐容 保 ﾡ は G 2ooc,c&aua メハ 

ギ n 式でば ﾡポ公 よッ 6Mボード フィ ー ト みく"るにさd 
い=と & た。

念はバう 二の2っの点洲公式のの愛示は ﾡ浜炎のよクに 

商平にはり収えはい, 単オギ式は根刊率&用いろﾡ合のﾡ 3 ・ 

効系は 玉事が学 のて足にﾡずるかりにくい因3の!入によ )た 

全に係ﾡこハている。 説四のにめに合穴山 採をﾡげる:と4

いて 君ﾡはこのよクは向型ヒ全こまるのは血とハ

かゝ るﾡ将ﾡﾡ ) 公忒が •煮林E■則 の 有意表は基ﾡ上 るな

•7 ・ﾡ3の置と及派がバ長 要 査定法 の 定明的 謀善 に 北簡 

ることが大切でみる。 求 ぶ長ﾡ"学利ス福ぶ京秋の介ﾡ 

=らpr エネルギーはﾡ委αるﾡ水洋やﾡ合ﾡ はぷﾡ期ﾡ 

て t →と石利な才向&と り) うる>と &辛ﾡは ・示 Lてお二

7zeacっt&acん , L.R・ &2どewa44
# とのwーイた aそ eta7tczイcc Zマピピe ・ otと 222 

se : ク2クー 732 ・ /夕$5

2eた , 2a2za ゲ Cena.e c " Cdccd2& c.t

&2 a &ム ポucイcu す 子cていそん aれイ cLca?っtcっZe

taEie。 ・" 元eレe2ア# S7； N/クーコル /$フ

クaacと A ・ Rec&.

4tvtC チ Feue-イd Ocoe /タ$ラ Pク3

い ・

こしあたってBuC。2&geF。&をに京れば、そなのネを通じて 平
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8 方曜瀬愛/; テッ キ

A 8 442 一 /wPeae- 4なとだ

=のートは () Potxズ 2〜やムみ (ス) 乙不のﾡと求 

引4ﾡ済"た (株Xに用で ゝち. ゥにK良 (に 8L- 

イe-e- ル4 の緊方込と成げいていo. 二は. 予工具 x 

ンジ=Vースァー タ多益をﾡいて 々く4ら二とがび」と,
PetC

&uた'
* "/ ヴ はnち愛 " ロ " 就1 在法ば<r n。 ユルx -

にざ ?くのう /に 天用 ケえのﾡ※ 立、くめっ

るようにはっ/・ 理由 左 抓足す る/二 り Rわに※れに仲ﾡの 

ゲージは Buce-ジ?のによッ 大師分秋形フリxムに&

て 、ている, tかL 除型デージ呼た土ﾡ用するにはたかな1

"ぐクやが その必刑は 夕.Ltertotc ・ひと々 と 2a u.&e "
目広付げる とっ に消人す る 

人の形長&調崎I て計昇する= 

に所いうハろ "脳扱 ・H. 九な 
てさる.

・ 丄.5 メと刈高の同ムは

とがぐご Petそ - <"hム? 

をﾡるたののフックと山 て蕙M

不日の血はﾡメIにな系材材(、Wたビ4co&. 上ecck

tヘP.と )の&約/z ス ノ く33 u の大3→に紀とハけゐ. 

この一応H/回に示! くらるよりに斜沼をける.

会ﾡ製始ポ収 etaと .た

正 時に / 人 /敗手扱4 o ノ2「の殺西 ま確定 する ため 

33t の枠の-油 に反 り りゥaい. (品ボ係 kは 

エー-当リ。 Pecと ) -の/のにu 乙 客燙の ,目 条 裏 

ハアルミ 片が役ロつ・ ﾡﾡ番の才にのIる"品 (A)&何げ ど 

"品話てM日に敗半奴&め =c・ =の小、Fﾡはﾡポ水が杯のスか 
っ3/8ろt 安全ムるよクにとりつけとﾡがある。 (ノm)

"えの叔択は 別に注えはαいが #の日よバ用メラ 

ケw 卜ぐ向Fな :とが乙ゝ2 (ヤWに円ﾡの&のけ1,)

4.り.た. 入ケール とりた 2ca2c 一 21 径 降引 o
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目&n Kの"A"州に4けてあッ 左から台 へﾡむ ゥにαっ 

てue. ﾡ。23～ コッ ん、のへの日義向ﾡは Kr長ッ3 

ハり互ぶ*ととてつクう. 一ﾡに日と本の 閭隔 ュsとが門 
いっると会には ・。. &ほハに心える えル人ぐ炭入と 

◇=とがでさエク・ エンジニヤースケ ールで化逐&たのてハ、ら.
小史の正的 成規.左用いc 族 に鉛豪を目盛さっ ける. ﾡス性のマ- 

フ &収耐 ?=がねスロオﾡのとがっねげPI でっけ 前 字 器 

て雄子と注ける。

ラ月夕 ""一々64 ・cc&4 - =はﾡ由にﾡばれろ

いの乙の2が 一iに. ルア材のボルト長*の地のX不ﾡMの 

目系のっけくある二とがツよいる。状とEぐに立く ・ バル・

nHﾡりu "B"配 甲#LよのH公は"c ・ ui&いて ﾡ 

fK"ﾡから上に同って同ﾡ4ぬみ ・る・ P/t 式叫ﾡ送の 

※区&い出 目広声ﾡは長< 次"材係&mいて評で会 

る ,

お者 の 目 ﾡり商 (ィ ン今ノ= 長 () *九太の長 (t) 

本かう のJe治 て tt )

ﾡ&&25 ・ な の)&を6 3 t 桜測看 とお本とのﾡﾡ 

ょ / c/atr とす よの日振ﾡは2$く/43t44 すd

ウ九で当り 6 ノ74 > ヶとαるでわろう。 二の公ボはス・

stのdゥ に内ほパ フ・&の目公をめろ。 にt血月で会 

o,

AX 用火庵 2o4 々cc2o-二の目路は株の斜の面(ワ)に刻 
んぐあり な古がよ会くαゐにっれて "服ﾡ松""Mから左

日ってEIくとる。 二の場合には ﾡ半はﾡべ用の7ッ

7 b.( く"ろ。 小型の枚&ﾡえに対$※&いu. 2 

n解上のスR のA上にt5に"a ニとがでさろ. 走*
日占と女字る粘てんでしってかう 4ガヌは5の部求る 

はムuてαで工入へすろ。製B甲インフは 目の内でXくﾡく
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ﾡ1がみり ﾡが示なクいにろので 狭用 I くはならい。 

ﾡ平 によろﾡけ が不 当 oあ. 砂&mいてﾡくことバで
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は. 昨るいラッカースド 光性 のワ ニス&ﾡっ て仕上 げう る.
U. S.

っ Lc才Wの目&最する=と 
伊のはのと え金L-夜山

とて 33 たccオ の産mか 

でる,-の点で 日 

uけ ばa らuい. 2ロu

PP・

2 8 "8Lとレい2ピe7d3 〜ーー イ がのピイ ・ 
りオ ・ A2ニ ・ 2レレっとー・ /u4. さ, 4S

/e-acc /クク.

CTe0

円にモ地で. 二の渋並&I ていろと二 (、 J ovtm - ・合 チ～&っイ ル◇ ノ2 o /・ ク
う と 示 て t1る. /ク? Pユー Pクよノ

Bミベ= マ刈ぁ

c : 太用ﾡ高

pミ 太用スケール

k +・-I 〜企日

A、 lb

(/)

(z)

(3)

u)

(ueo-enulauaf, . R. P少ctEed。 Z ©っ-クratk 
- ビイ ・ が2右. c.dd ・ ノク3レ. 天メム"マ $2 : 3ス 
一3フ ・ク生2.
/ュce, 分au.ん・ / 7a^ c2イ と Aovk 仕 cccd

じてレレ . eeや ・ ケ : /&3一4S.
Conoua, H. / at W/. . /イee 
クLeイ・ユαウし . /e G～aw〜 - H2C

/ク
. eeユオ
Bo.A Ce ,

e e. /夕4ク.
L んtw。 ,E・ んc.e2〜 @ ・ Heexeし a K 

・ C合nueや- Ccvvetれ子 ねcた。。 と



-238- -239-
才占寸ﾡ促曲ﾡ&ﾡく = めの」前樹と示 先ぜﾡふの と教に 

ついて

、ceecイe- weイ44 
そとみとと / oawuotれ←

2oイcァーイce
C工1色

式 え が 二 、ッゃとじンこ。し

• CfdP?t ペt . Me (ノ )

. "ろ女の不2ﾡより求
ラ対件出象の 調※ について

・Pvs) ビスのェク」べてい
二枝我的 I- 単が ニとゲッ> マッ >で口ﾡ受でろる: 収偶みで 
両計ざ令" 例係生の◇/="に墜ばれにテー が 神高at 
西ﾡの来の区へっ てくろ二とし めるので ・ﾡリ>ノル ン ソ" 
ハっのﾡ!いﾡ及 内行上の天ﾡ的必系&本文る訓べに。れ機 
台でL< に=ホがペ川乙 るよ ゥ に樹 / ﾡ経故のﾡ製A 
な&ヶ正しにtのし示!て あo.

ぁ 法 ヘcがocム
=ハら"対平&のろずぱとI < * oc&ot cea# s.a 4 

の長 項調 (3)のデータを問いに. 二のﾡ役<は. 料Gx 
度 曲様4 調裂す ろゅ代が的に区ばにﾡﾡと州高 小かのN 
&&"◇「" 『!//寄よ 平ﾡﾡの標本ととらn/. 
/Cuck <P"cC く P-e レa〜 BsP) にいて 

貫 め/ニ 尸 ー ア叁用いて tﾡ&するに 日保本 Ic』ろボ☆ 
旗任胸繚と係裂Iた.

曲門の試ﾡにみ/っては / 九五径W別に平内ﾡ命&平白u 
ﾡに計 tてハロットIに。フリー,、ン ドで脚ﾡ4 ・ .平ﾡル
ー ・
確水 半 s%のﾡﾡ&日出終の血径府ふにめ 厶：. =u

式でギめたﾡのﾡぶﾡかう」べかLろ,

2 ,/-三(グeニムc2

Vえ
H =個々のﾡ本不の曲株上/料( 
バ。-(々の群ﾡ木 の次期樹部 
メ = 夜区諾に公ま る本故

な 径商別に示L /一蘭ネA と Bと の確ま水5 %の秋ﾡ
同フ,ー ト

/O「/
ン ク) A 8 有 Fた cu

/ s
2 /&+。<今 / 土o S
3 *+。s<

3 ノ エ ○.S2
2/工oど4 5

ク 28 エ クス4 S
s 3s 土 ノ◇* ヌs エ”ア S

*今 エ ・メ2 ク2 工 o S
7 s。 土 s クエノ/ s
s s エ2+ 44 土ノタ/ ル
? <。 エ 2.6/ 今 エ 2.*
ル 43 <3 V

大死分の 径距 ぐは ﾡ上のﾡ者のえばﾡﾡﾡ界の和&ボえ 
こけり 相 探 は 碎 幸水 ¥よ乙有&ﾡがあろとろえらる.

出株 んe ccしe
/ Mに示 I「みる田禄の本ば同一分の1 ので あみ から・ 

gu 球床麼 ﾡ独析べ・令べお山ﾡにおよす影ギは新しい 
とﾡえられる。山ﾡにはっさ り L にﾡがみるのに補ム方浜のﾡ 
-』otoで 尚役らで はﾡﾡ級が 制Wゴて いろ ニとに帰因 
ることがてさる。ﾡﾡ本 準段号木 は裕 高のﾡいネでやるいから 

この尚ﾡが下にあるのは予g( ているよゥにﾡえる。 二うﾡえる
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のは」であって 二の うなは2ドに示( てある示固に

株杯部ﾡ本 にあぼ男の図上分く

秀ネヒ る数 ? 石 期 に 入a
3翠

) じものでろる。

料 ¥・-
. sいl

バ

レ扱彩に書載た可

60

全不の 子税-A 
ﾡﾡ本の平片神さ-日 

(今200防に対すろもの)

形彩たに安任区 f 
人__ こ ;

必耳
っ。 零

合 クぶイ/

P.e.ソ インチ
ス 図 令報別才/ 百径出く来

ノ図 ﾡ品/直径出 林的本とげ熱

のﾡの2 (ス日) ビ Ca4 8ょ4そ の成長 収再にﾡす 

ろチークを分するKらしのでろる ・ (5)二はノ円の曲 

様 A&Fあのに甲いたデーシ の E名 ○師分からと り注t らる地 

におる &e..c& x～.cc- の令報別のﾡﾡ汁点ﾡの点係をふし 

ていo. 二ゝに示! てあ○唱ﾡの刑は. 株< のNに っい <同ビ 

cp2,み令ぐの役称よ. 単※ﾡ太と 中介本 茨Eとの六 

区の分ﾡがス区によい w、森で 示し てみめ.・

か内のﾡ防る 単ﾡ分本 主上[てにﾡ1大径切にSれ 

ていゐから ニゥは 二のﾡの右側に入る。 中介木・ がE不は 

E関に入る,

n分ﾡに』 どoﾡ径商でもﾡ足扱のはい不は 同1-E経 

ほ射ポ 率 爆 許不 にべて . 平内I てそ令で 料能 し高い・ -の 

票Kけホ。ﾡド称本だI =工 ○令殺&=みに t た-搬ﾡ料き汁 

n ・出ポは ※て ○掛忌報令乙共的様不 かっらと尚媒の 

F =uる。

世像Aと血ﾡBとの差一でαく 両協に行くに代? 乙最 

ていること& /ロuテしくいろ。ﾡ含"ﾡ人の差は中央役径 

J 空 る ・

同標山MﾡHは 2呼でし足うる・ﾡ市上ぐ一文"ﾡでもっ

ド制のノ以 回fGにH4つけ・ 最後小ウノ席の令級に至る 

二/」 計えするﾡ命ﾡ町&代ﾡに没示しに・ 平内書あのﾡHは
内i経Wでﾡよとαッ 面 径 の 両 端 に 行く に 残 って 城小 する・

e役別ﾡ自計E然曲ﾡの相斗ﾡ位量のために =のムクは交材 

, 生 ずるのである・

私ぐにαる程*の置するﾡ大起経大とロ2が 沢小ﾡ径は 

[ げ*山 ている, =oにの中 量怪 に丘くに従? て町 紙の 

・u卜くαる。中 共 全令#でばま りまちでろろが 

广,： 初与林を は優勢本. 準骨#ホにり ﾡ令球でﾡ約 に科 

,naい中ホ ※Eホで表会る・Lにがってﾡそﾡの
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中来にろるべ足の近では. 2UのA&で示山 てある全令収』こ

に I に平内お客はB点で示 I くあるﾡﾡ本 準 陽 勢木だけ の 平 

内ﾡきよ り大となる.

小径級 と 区 スー トで系n t r 拒 い さと南 い 本の. 国島 差. が 人 
くないので 尚森AとBとのﾡ小、い. 大経縦で日 大詞分 

7をﾡ令で 合る令殺t少uい. -らクへ縦u ん 
ごダ不か準幡射ネでみろ。したがって. 大経報にﾡ用ゝれる曲 

本Aと夕のﾡは 同秘の不の測えが サンフ・ッンフの同な式 
でﾡッろかっ んど同じくある.

中氏区経線では 穴郡分のを級アメタ施くの樹冠秋の木が代 
旅"焼石でい 一承内番にﾡわる"る 因ねのサンブル>ァ 
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